









[image: ]





[image: ]







[image: ]










Ｈ＋Ｐ③




─ひめぱら─
















風見　周

















富士見ファンタジア文庫










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。






また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























口絵・本文イラスト　ひなた睦月








　目次




プロローグ

第一章　ドキドキ☆身体測そく定てい

ハーレム講こう座ざ☆ピコルの穴あな！　その１！

第二章　頑がん張ばる王女と鈍どん感かん王仕

第三章　らぶぽーしょん・らぷそでぃ

ハーレム講こう座ざ☆ピコルの穴あな！　その２！

第四章　必要なのは、魔ま力りよくじゃなくて。

エピローグ




　あとがき










　プロローグ




（アルトちゃん、ハダカじゃないか!?）

　夜。トレクワーズ王おう城じようの地下。工こう房ぼう。

　第四王女──アルト・ファローズ・トレクワーズの部屋に忍しのび込こんだ神かみ来く恭きよう太た郎ろうは、ココロの中で悲鳴をあげた。

　シーツを被かぶってベッドの上にアヒル座ずわりしているアルトは、ほとんど全ぜん裸らだったのだ。

　辛かろうじてぱんつははいているけれど、上半身にはなにもつけていない。シーツがほんの少しでもめくれたら、胸むねが見えてしまう状じよう態たいである。

　黒くろ髪かみをおかっぱにしたメガネの王女さまは、引っ込み思案で大人しい性せい格かくだ。でも、そんな性格に似に合あわず、かなり胸が自じ己こ主しゆ張ちようしてる。薄うすいシーツの布ぬの地じ越ごしに、巨きよ乳にゆうの柔やわらかなシルエットが浮うき彫ぼりになっていて──恭太郎の心しん臓ぞうは跳はね上がってしまった。

　しかも、である。

　アルトがしていることに気付いて、恭太郎の心臓が止まりかけた。

「はぁ……はぁ…っ…」

　息を荒あらくしている王女の左手は自らの巨乳を触さわっていて。

　もう片かた方ほうの手は──ぱんつの方に伸のびてるっ!?

「はぁ……指が……止まらないよぅ……」

　指の動きに合わせて、肩かたがぴくんぴくんと震ふるえていた。

　こ、これはひょっとして……？

　恭太郎は思わず生なま唾つばを飲み込む。




《ひとりえっち》というヤツではないのか!?




「自分で触るの……こんなに気持ちいいなんて……知らなかった……。はぅ…っ♡」

　ぬおお！　やっぱりそうか!?　なんてことしてるんだよ、アルトちゃん!!

　アルトはえっちなコトとは無む縁えんな女の子だと恭太郎は思っている。

　少なくとも、彼女には一度たりとも色っぽく迫せまられたコトはない。

　そんなアルトちゃんが、こんなえっちなコトをしてるなんて──!?

　そのギャップが恭太郎をさらに興こう奮ふんさせた。背せ筋すじがゾクゾクする。見てはいけないとわかっているのに、瞳ひとみを逸そらせない。

　恭太郎が隠かくれて見ていることに気付かず、アルトは行こう為いに没ぼつ頭とうしている。

「こんなことしちゃ……らめなのにぃ……♡　あふっ♡」

　アルトの可か愛わいらしい唇くちびるから熱い吐と息いきが漏もれる。メガネの下の瞳をギュッと閉じて、一心不ふ乱らんに自分を慰なぐさめ続けていた。

「気持ちいい……♡　気持ちいいよぅ……♡」

　指の動きはどんどん激はげしくなる。

　やがて、彼女の口から予想外の言葉が漏れた。

　しかも、とんでもないコトを口走りはじめた。

「恭太郎……しゃまぁ♡　もっと触って欲ほしいですぅ……♡」

　うわあ、俺おれのコトを想そう像ぞうしてるー!?

「らめぇ……♡　恭太郎しゃま……そこばっかりイジっちゃ……らめですぅっ♡　気持ちよすぎて声出ちゃいますぅっ♡」

　ぐおおっ！　そーゆー状態で名前を呼よばれると、ドキドキするどころの騒さわぎじゃないって！　心臓が破は裂れつしそうだよ!?

「もっと…シてください……♡」

　アルトの言葉に応こたえて、アルトを押おし倒たおしたい衝しよう動どうに駆かられてしまうのだった──







　さて。

　少年の名は──神来恭太郎。現げん代だい日本に生きる高校二年生だ。

　彼がなぜ、このようなとんでもない状じよう況きように陥おちいったのか。

　それを理り解かいするためには、少しばかり時間を遡さかのぼらねばならない──













　第一章　ドキドキ☆身体測そく定てい








　年に一度の憂ゆう鬱うつな日がやってきた。

　今日という日が来るたびに、

　『おまえなんかいらない』って言われてる気分になっちゃう。




　どうして、私はお姫ひめさまなんだろう……。

　どうして、私は女の子なんだろう……。

　どうして、私は魔ま力りよくが低いんだろう……。




　私はこんなにダメダメなのに──








──どうして、恋こいなんかしちゃったんだろう。










　　　　　×××




　ぱんつ──。

　言葉にすればたった三文字だが、実にさまざまなタイプがあるのだなあと神かみ来く恭きよう太た郎ろうは感動していた。

　トレクワーズ王国の五人のお姫さま──国民たちには《トレクワーズの五美び姫き》と呼ばれている美少女たちが彼の眼前で下着姿すがたを晒さらしているのだが、全員が異ことなったタイプのランジェリーを身につけていたのだ。

「ウェスト痩やせてるといいな……。甘あまいもの食べ過すぎちゃったからヤバいのよ……」

　赤みがかった長い艶つや髪がみを一つに束ねている美少女──第一王女のユフィナ・アストリア・トレクワーズは絶ぜつ望ぼう的な声でうめいた。

　彼女が着けているのは正せい統とう派はとでも言おうか。上下共に白いレースの下着だ。綺き麗れいな脚あしは白いストッキングに覆おおわれ、ガーターベルトで留とめられている。

　ユフィナは国民の前では猫ねこを被かぶっておしとやかな姫を演えんじているけれど、実じつ際さいは活発な女の子だ。そんな彼女にしては色っぽい下着だと思う。

「うふふ、大だい丈じよう夫ぶですよ。ユフィナ姉さまは運動もされてますし。……デスクワークばかりの私の方が問題あるかもしれません」

　自らのおなかをふにっと摘つまんで、第二王女のレイシア・ラトゥーイン・トレクワーズはカタチのよい眉まゆを顰ひそめた。

　ふんわりとした長い髪を持つ美しい王女さまは、見事なプロポーションを誇ほこるカラダを薄うすい水色のレース地の下着に包んでいる。

　だが、ユフィナよりもレイシアの方が過か激げきだった。シースルーになっていて、滑なめらかな白い肌はだが透すけているのだ！

　ほどこされたバラの刺し繍しゆうによって、辛かろうじて重要な部分──胸むねの先せん端たんなどは隠かくされている。だけど、少し動いただけで《たゅんたゅん》と揺ゆれる爆ばく乳にゆうの丸みやおへその下のかなりきわどいところまで恭太郎の眼がん前ぜんに晒されていて……ダメだ！　目を逸そらすんだ！

　視し線せんを背そむけた先では、豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを縦たてロールにしている気の強そうな第三王女、エリス・レムリス・トレクワーズが腰こしに手を当てて胸を張はっていた。

「フン、この私のバストがどのくらい大きくなっているか見み物ものですわ。年々サイズアップしてますもの。レイシアに追いつくのも時間の問題ですわねっ」

　彼女が纏まとっているのは、黒いレース地のランジェリーだ。残念ながら、エリスはバストが小さい（胸を張ってるのは少しでも大きく見せるためだろう）。だが、その代わりに脚とおしりがとてつもなく綺麗だった。

　美び脚きやくは網あみタイツに包まれており、おしりはＴバックになっている。

　ぷりんっ♡　──そんな擬ぎ音おんをつけたくなるくらいに、見事な張りと丸みをもつヒップだ。あまりの色っぽさに『夢ゆめに出そうだな……』と、恭太郎は真しん剣けんに思う。

「……わ、私は小さくなって欲ほしいんだけどな……恥はずかしいから……」

　黒髪をおかっぱにしているメガネをかけた第四王女、アルト・ファローズ・トレクワーズは自分の胸を見下ろしてため息を吐ついた。

　アルトは引っ込み思案で大人しいお姫さまだ。着けている下着も性せい格かくと同じく控ひかえめだった。飾かざり気と言えば、薄うす桃もも色の小さなリボンがついているだけ。一国の姫君がつけるには質しつ素そな下着だろう。

　だが、そんな彼女のバストは正反対に自じ己こ主しゆ張ちようをしまくっていた。アルトは巨乳なのだ。成長期であることを考えればレイシアやユフィナと肩かたを並ならべる──いや、胸を並べるのも時間の問題に違ちがいない。

　でも、本人は胸が大きくなって欲ほしくないんだろうな。若じやつ干かん小さめのブラジャーを着けてるようだ。そのために胸のお肉がむっちりとはみ出していて。おっぱいの柔やわらかさが強調されまくりで。うん。余よ計けいにえろく見えるよ……。

「アルトおねえちゃん、ずるいよー！　いらないなら、メルルにちょーだいっ！」

　ツインテールのちっこい美少女──第五王女のメルル・シュシュリン・トレクワーズがむくれたように頬ほおを膨ふくらませた。

　彼女は一三歳さいとは思えないくらいに華きや奢しやでぺたんこなカラダつきだ。プチサイズのおしりを覆っているのは、トビカピバラがプリントされた可か愛わいいぱんつ。肩かた紐ひものないブラにも、小さなカピバラのマスコットがついている。

　元気でおませなメルルには、そんな子どもっぽい下着がすごく似に合あっていた。

　うむ。一口にぱんつと言ってもさまざまなカタチや種類があるのだなあ。実に奥おくが深いことであるなあ。剣道と同じように、《ぱんつ道》という求道も成立するのかもしれないなあ。うむうむ。

　って、感心してる場合かああああああああああああああああああああああっっっ!!

　大理石張りの床ゆかに突つっ伏ぷして、正せい拳けん突きをカマしたい気分にかられる。

　そんなことをすれば恭太郎の存そん在ざいが露ろ見けんしてしまうから、絶ぜつ対たいにしないけれど。

　彼は今、トレクワーズ王宮の女官の服ふく装そう──現げん代だい日本で言うところの《メイドさん》のような格かつ好こうをしてる。長髪のカツラを被り化け粧しようも施ほどこしているのだ。

　女装をして姫ひめたちの下着姿を眺ながめてるなんて、我われながら最低な行動だ。男として恥はずかしくない生き方をしようと考えている恭太郎にとっては、あり得ない状じよう況きようのオンパレードである。

　彼がなぜ、とんでもない状況にあるのか。

　その理由は、たった一つしかない。

　恭太郎が入れられてしまった後ハー宮レムのヌシであり、教育係でもある──ピコルだ。

　今朝方、ピコルとこんな会話がなされたのである。







　早朝。後宮。恭太郎に与えられた部屋。

　眠ねむっている王仕さまのベッドに飛び乗るなり、ピコルは大声を出した。

「起きろ、恭太郎！　さっさと目を覚まさぬか、もう朝じゃぞ！」

　ピコルは一〇歳くらいの女の子にしか見えない（年ねん齢れいは八〇〇歳を越こえているそうだが）。背せは低く、カラダつきは華奢だ。飛び乗られた場所がふとももの上辺りだったので、大して苦しくもなかった。

　目覚めた恭太郎は、恐おそる恐る挨あい拶さつを返す。

「…………おはようございます」

「なんじゃ？　その不安そうな顔は？　爽さわやかな朝じゃと言うのに！」

「ピコル師し匠しようが部屋に来るとろくなことにならないんで……」

「人聞きが悪いのう。吾われは、とびきりよい知らせを持ってきてやったのじゃ！」

「……よい知らせ？」

「今日は年に一度行われる、姫さまがたの身体測そく定ていの日なのじゃ！　姫さまは、軍隊の代わりに国を守ってくださる大切なお方じゃ。それゆえ健康管理は欠かせぬのじゃ」

「はあ……。どこがよい知らせなのか、イマイチわからないんですが……」

「恭太郎。おぬしはなにゆえ、トレクワーズの後宮におるのだ？　申してみよ」

「……お世よ継つぎを作るため、ですよね」

「そうじゃ。病気の女王さまに代わって、姫さまがたが王位を譲ゆずり受けるには、お世継ぎが必要なのじゃ。最強のお世継ぎを作るために召しよう喚かんされた王仕さま──それこそが神来恭太郎なのじゃ!!」

　恭太郎は元々は現代日本で暮くらしていた。聖せい綾りよう学園という学校に通う高校二年生だ。

　ある朝、目覚めたら突とつ然ぜんトレクワーズ王国に召喚されていた。

　後宮に入れられ、王国の存そん亡ぼうを賭かけてのお世継ぎづくりを命じられたのである。

　当初は、一いつ刻こくも早く日本に帰りたいと願っていた。

　身持ちの堅かたい彼にとって、お姫さまとえっちをするためだけに作られた後ハー宮レムは、最も居い心ごこ地ちの悪い場所なのだ。

　だが、お姫さまたちの窮きゆう状じようを知った今では、『トレクワーズ王国のピンチを救ってあげること』が彼の目的となっていた。

「いちいち確かく認にんしなくてもいいですよ……。それがどうかしたんですか？」

「どーしたもこーしたもないわ！　姫さまたちと南国へ旅行に行って二週間ほどが経たった。さらに仲も深まったであろうに……おぬしは未いまだに手を出しておらぬらしいではないか！　トレクワーズ王国には一刻の猶ゆう予よもないのじゃぞ！」

「王国の窮ピン状チってヤツはわかってますけどね……」

　俺にはお世継ぎづくりは手伝えませんよ──そう続ける前に、恭太郎に教きよう鞭べんを突きつけてピコルはまくし立てた。

「情なさけない！　実に情けない！　普ふ通つうの男であれば《トレクワーズの五美姫》に迫せまられればケダモノにならざるを得ないだろうに……。そこで、吾はなにゆえ恭太郎がそんなにヘタレなのか考えてみたのじゃが……結果、おぬしが女体に慣なれていないのも原げん因いんの一つと判はん断だんしたのじゃ!!」

「確たしかに慣れてませんけど！　慣れなくてもいいですから、そんなもの！」

「というわけで！　今日は恭太郎に、姫ひめさまがたの身体測定を見学してもらうことにしたのじゃ！」

「人の話を聞けー！」

「題して『ドっキドキ☆身体測定大作戦』なのじゃ！　じっくりと姫さまたちのお身か体らだを拝はい見けんして、存分にムラムラするがいいのじゃー！　ふゥはははー！」

「ふゥはははーじゃないですよ！　見学なんてユフィナが許ゆるすわけないでしょう？」

「無む論ろん、姫さまがたにはナイショなのじゃ」

　恭太郎のカラダの上に乗ったまま、ピコルは手を叩たたいた。

　後ハー宮レム付きの女官たちが部屋に飛び込こんできた。大きめの女官服や、黒くろ髪かみのカツラ、化け粧しよう道具、ブラシなどを抱かかえている。

「恭太郎には女官の格かつ好こうになって、身体測定を手伝ってもらう。幸い、おぬしはそこそこ顔立ちが整っておる。女じよ装そうも似に合あうじゃろうて。むふふふ……」

「じょ、女装!?　そんなのイヤですよ！　真っ当な男のすることじゃない！」

「安心するのじゃ。据すえ膳ぜんを食わぬ時点で、おぬしのちん○は真っ当ではないわ」

「安心がどこに掛かかってる言葉なのかわかりません！　ってか、ちん○とか言うな！」

「かかれ、皆みなのもの！　恭太郎を《タロ子ちゃん》に変身させてやるのじゃ！」

「それを言うなら《キョウ子》だろ！　じゃなくて、女装なんてお断ことわりだッ！」

　ピコルを突つき飛ばし、逃にげようとした。

　だが、それよりも一いつ瞬しゆん早く、ピコルの教鞭が光った。

「【麻パラ痺ライズ】！」

　か、カラダが動かない!?　くそっ、魔ま法ほうはズルいって！

　あ、ダメ！　やめて！　脱ぬがさないで～～～～～っ!!
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　そんなこんなで。

（最悪だ……。最悪すぎる……）

　現げん代だい日本では《カタブツ》だの《サムライ少年》だのと呼よばれていたはずの恭太郎は──女官の格好をさせられて、下着姿すがたの王女たちを眺ながめるハメに陥おちいっているのである。

　当然ながら、スカートなんてはいたのは生まれて初めてだ。構こう造ぞうは袴はかまと大差ない気がするのに、異い様ようにスースーするのは気分の問題だろうか。

（俺おれは男らしい生き方を望んでいるのに……、どうして正反対のことをしなきゃいけないんだよ……）

　姫たちに見つからないよう、壁かべ際ぎわに置かれたついたての方を向きながらため息を吐ついた。

　身体測そく定ていの会場となっているのは王宮の広間だ。体重計や身長計など見慣れた器具や、なにに使うのだろう？　メーターがついた水すい晶しよう玉が設せつ置ちされている。

（脱だつ出しゆつは難むずかしそうだな……）

　ユフィナたちがやってきて下着姿になるまで【麻パラ痺ライズ】の魔法を解といてくれなかった。

　今となっては、迂う闊かつに逃げ出す方が目立って見つかってしまうだろう。

　女装して忍しのび込んでいるなんてコトがバレれば一いつ巻かんの終わりだ。人として取り返しがつかない。特にユフィナに見つかったら、ぶっ飛ばされるぐらいじゃ済すまないだろう。

　磨みがかれた大理石の壁に映うつる自分の姿を眺める。

　しっかりと化粧を施ほどこしてくれたおかげもあって、今の恭太郎はパッと見には女の子としか思えなかった。声を出さない限かぎりは見つからないに違ちがいない。

（こうなったら仕方ない。終わるまで目立たないようにしなきゃ……）

　幸い王女たちは恭太郎には気付いてないようだ。おしゃべりに興きようじている。

「あれ？　レイシア、そんな下着持ってたっけ？」

　ユフィナがレイシアの水色の下着を眺めながら尋たずねた。

「新調したんです。何枚まいも無くなってしまいましたから……」第二王女は悲しげに眉まゆ根ねを寄せて続ける。

「私の下着だって国民の財ざい産さんなのですから、無む駄だ遣づかいはしたくないのですが」

「ひょっとして、レイシアもやられちゃったの？」

「はい、お気に入りばかり五枚ほど……」

「私の下着もやられましたわっ！　犯はん人にんを見つけたら叩たたきのめしてやりますの！」

　エリスの言葉を、メルルが継ついだ。

「メルルのもなくなっちゃったよー！　ひどいよね！　すっごい可か愛わいかったのに！」

「ひょっとして、アルトも……？」

　ユフィナに尋ねられ、気弱な王女は小さく頷うなずいた。

「……はい。一枚だけ無くなってました」

「そっかー。それじゃ全員やられちゃったのね……」

　大きな胸むねを腕うでに載のせるような感じで、ユフィナは腕組みをした。

「まったく……許ゆるせないわよね、王宮に下着を盗ぬすみに入るなんて！」

　ユフィナの言葉に、恭太郎も思わず頷いた。

　なんでも、ここ最近、王宮内に下着泥どろ棒ぼうが現あらわれているらしいのだ。

　トレクワーズ王国には長い歴史がある。お城しろには王家の財ざい宝ほうも眠ねむっているだろう。そんなお宝には目もくれず、わざわざ危き険けんを冒おかしてまでぱんつを盗むなんて、物好きにもほどがあるというか……呆あきれるのを通り越こして感心してしまう。筋すじ金がね入りのヘンタイだ。

　だが、感心してばかりもいられない。恭太郎はそういう不ふ埒らちな行こう為いを許せないと思うたちだ。できることなら捕つかまえてやりたいと思っていた。

　王宮を守る近この衛え騎き士し団だんの騎士団長も兼けん務むしているユフィナも気持ちは同じようだ。

「一度だけじゃなく何度も盗まれてるなんて騎士団の名折れよ。絶ぜつ対たいに捕まえてやりたいんだけど……なんの証しよう拠こも見つからないのよね……」

　するとエリスが鼻を鳴らして、

「フン、どうせ犯人は恭太郎に決まってますわ！　下着を盗むなんて私とお世よ継つぎを作る相手には相ふさ応わしくない行為ですの！」

「男の人って王宮に一人しかいないもんね。やっぱり恭太郎おにいちゃんが犯人なのかなー？」

　両方の拳こぶしをあごの辺りに添そえて、メルルは可愛らしく悶もだえた。

「もぅ、メルルのぱんつだったら、頼たのまれればいくらでもあげるのにー♡」

　ちょっぴり頬ほおを染そめて、レイシアも妹に同調する。

「そうですね。私の下着でよければ差し上げます……♡」

「恭太郎さま、なのかな……？　私のなんて可愛くないのに……」

　アルトは自分の下着を見下ろしてポツリと呟つぶやく。嘆なげいているセリフにも聞こえるけれど、なぜだか嫌いやそうには見えない表ひよう情じようだった。

　いやいや、待ってくれ。俺は下着なんかに興きよう味みないから！　──思い切りツッコミを入れたいができない。声を出せないのがもどかしい。

「なにを喜んでますのっ。下着なんかより、この私自身に興味を持つべきですわ！　そこが許せませんの！　ユフィナお姉さま、恭太郎を問い詰つめてみたんですの？」

「ううん。まだ聞いてないわ」

　ユフィナは腕組みをしたまま答える。

「あれれー？　どうしたの、ユフィナおねえちゃん。いつもだったら真っ先に『犯人は恭太郎よー』とか叫さけんで追い回してるとこなのにっ。……あ、ひょっとして、恭太郎おにいちゃんを好きになっちゃったの？」

　メルルの言葉を聞いて、レイシアとエリスがなぜか焦あせったように尋ねた。

「そ、そうなんですか？」「きょ、恭太郎のことが好きなんですの？」

「ちちち、違ちがうわよ！　あんなヤツ、これっぽっちも好きじゃないってば！」

　顔を赤くしてユフィナは否ひ定ていする。

「あんなスケベでヘンタイな男、私は大っ嫌きらいよ！　好きになる要よう素そなんてないし！」

　……そこまで否定されると、ちょっぴり切ないな。

　ユフィナは赤くなった頬を隠かくすようにそっぽを向きながら、

「身体測そく定ていが終わったら聞いてみるわ。ま、さすがにヘンタイの恭太郎でも、ぱんつを盗んで喜ぶようなドヘンタイだとは思わないけど……」

　第一王女の言葉に、恭太郎は身悶えた。

　ぐおおぉぉ！　俺は女じよ装そうして身体測定に忍しのび込んでるよ!!　婦女子の下着を盗んで喜ぶヘンタイと同じくらいドヘンタイだ！

　しかも──恭太郎はスカートを着けた自分の下半身を見下ろす。

　ピコルに無む理り矢や理り女装させられた際さい、ぱんつも女物に替かえられてしまった。女の子のぱんつというのはとても小さくて、今にもなにかが『こんにちは』してしまいそうな状じよう況きようなのだ。

　そのことが知られたら『下着を盗んで自分ではいちゃう女装趣しゆ味みの男』と勘かん違ちがいされるだろう。幻げん滅めつされるぐらいじゃ済すまない。

　絶対にココにいることがバレるわけにはいかないぞ……!!

　メルルちゃんは楽しげにお喋しやべりを続けてる。

「ねえねえ、ぱんつ泥棒の話なんかより、《サンキスタの祝祭》の話しよーよ。おねえちゃんたち、どうするか決めた？」

《サンキスタの祝祭》ってなんだ？　突とつ然ぜん、謎なぞワードが飛び出したぞ？

「お仕事が忙いそがしくて、まだなにもできてないんです……」

「私はいろいろと研究中ですわっ！　恭太郎に目にもの見せてやりますの！」

　双ふた子ごの姫ひめさまがリアクションを返す。

　……ん？　俺がなにかさせられるのか？

《サンキスタの祝祭》とはなんなのか非ひ常じように気になる。尋たずねたい気持ちも山々だ。

　だが、今はそれどころじゃないよな。見つからないことに専せん念ねんせねば……。

　いいか、神来恭太郎……。忍にん者じやのように気配を消すんだ……。俺は空気だ……。誰だれにも見えない存そん在ざいなんだ……。

「あれ、あなた……？」

　ユフィナが声を掛かけてきた!?　ちっとも気配が消せてないじゃないか！

「見ない顔ね……？」

「きょ、今日から王宮に仕えることになりました」

　できるだけ甲かん高だかい声を出して答える。

「ふぅん、よろしくね」

「よ、よろしくお願いします」

「……なんだか声がヘンじゃない？」

「風か邪ぜ気味なんです。げふんげふん」

「てゆうか、どこかで聞いたことあるような……？」

「気のせいです。間違いです。空耳です。他人のそら似にです」

「あやしぃ……」

　ユフィナがジト目で睨にらみ付けてきた。ゆっくりと近づいてくる。

　だくだくだくだく──恭太郎の背せ中なかを冷や汗あせが伝った。

　マズイマズイマズイ。早くも見つかってしまうー!?

　……だが、すんでのところで救いの神が現あらわれた。

「やあやあ、これはこれは姫さまがた！　準じゆん備びはお済みのようですな！」

　ピコルが広間へとやってきたのだ。いつもの白いローブに加え、聴ちよう診しん器き＆頭には反はん射しや鏡きようをつけている。

「さっそく身体測定をはじめさせていただきますのじゃ！　これ新入り、吾われを手伝うのじゃ！」

　後ハー宮レムのヌシは恭太郎をついたてで囲まれたスペースへと引っ張ぱっていく。おかげでユフィナの追つい及きゆうを免まぬがれることができた。

　ついたての内側は、病院の診しん察さつ室しつのようだった。事じ務む机づくえの脇わきに円いスツールが並ならべておいてある。傍かたわらには小さなベッドまであった。

　ピコルは飛び乗るようにして椅い子すに座すわりつつ、恭太郎にニヤリと下げ卑びた笑えみを見せる。

「どうじゃ？　姫さまがたの下着姿すがたは堪たん能のうしたか？」

「それどころじゃないですよ！　いつバレるか不安で不安で……。もう終わりにしてください！」

「なにを言うのじゃ。本番はこれからなのじゃからな」

　ピコルは木もく製せいのクリップボードを渡わたしてきた。

「姫さまがたは、外で体重や身長を測はかっておられる。その間にお一人ずつお呼よびして、吾が問診を行うのじゃ。恭太郎は、その内ない容ようを書き留とめるのじゃ」

「って、ピコル師し匠しようがやるんですか？」

「正しいえっちの仕方──房ぼう中ちゆう術じゆつは医術と同どう源げんなのじゃ。ゆえに吾は医い療りようの知ち識しきも豊ほう富ふじゃ。問題はなかろう？」

「問題ありまくりですよ！」

　師匠がお医者さんの役なんて、なにをしでかすかわかったもんじゃない！

　だが、恭太郎が止める間もなく、

「では、ユフィナさま！　お入りくだされ！」

　ついたての内側へ第一王女が入ってきてしまう。

　恭太郎は慌あわててクリップボードで顔を隠かくした。

　ほどなくピコルによる問診が始まったのだが──恭太郎の予感は的中してしまった。

　危き惧ぐしていた通り、とんでもなくエロいものになってしまったのだ！

「そこへお座りくだされ。まずは聴診をしますのじゃ」

　スツールに腰こし掛かけるユフィナ。

　ピコルは聴診器を耳につけ、集音器を王女の巨きよ乳にゆうに近づけていく。

　そして──ふにふにふにっ。

　聴診器で胸むねをイジりだしたのだ。

「な、なにするのよ、ピコル！　くすぐったいでしょ！」

「お静かになさいませ。音が聞こえませぬのじゃ」

　仕方なく、ユフィナは口を閉とじた。

　ピコルは真しん剣けんな表ひよう情じようのままで、集音器でユフィナの胸むな元もとを弄もてあそび続ける。

　敏びん感かんな部分を探さがすように胸の上を滑すべらせたり、ぎゅ～っと押おしつけたり。

　声を出すなと言われたからだろう。ユフィナはちょっぴり顔を赤くして、唇くちびるを噛かんでいる。両手はピンと伸のばして、スツールの縁ふちを握にぎりしめていた。

「ううむ、心音が聞き取りづらいですのぅ……」

　わざとらしいセリフを吐はきながら、ピコルは集音器をユフィナのブラジャーの中に滑り込こませた。

　聴診器というものは、診察時に医師が女じよ性せい患かん者じやの胸に触ふれてしまわないようにという配はい慮りよから作られたものだと聞いたことがある。

　だから、ある意味正しい使い方なのかもしれないが……。

　くにくにくにくにっ──ブラの中に突つっ込んだ聴診器を小こ刻きざみに動かす。

　ぎゅーっと唇を噛んで、スツールを握りしめて、脚あしをモジモジさせて──ユフィナは懸けん命めいに刺し激げきに耐たえていた。だが、堪こらえきれず吐と息いきが漏もれてしまう。

「……んっ♡」

　普ふ段だんのユフィナからは想そう像ぞうもつかない甘あまい吐息に、恭太郎はぞくっとしてしまった。というか、エロすぎるって!!

「これ、女官よ。しっかり書き留めるのじゃ」

　なにを書けって言うんだよ!?

　これだけで恭太郎の精せい神しんに相当なダメージを与あたえていたのだが、続いて行ったレイシアの問診もヤバかった。

　聴ちよう診しん器きによるムニムニ攻こう撃げきも非ひ常じようにエロかったのだが……特に問診の内容が衝しよう撃げき的だったのだ。

　一いつ般ぱん的な健康状じよう態たいに対する質しつ問もんの後で、ピコルがとんでもないことを尋たずねたのである。

「では、次に……夜の生活についてお尋ねしますのじゃ。レイシアさまは《ひとりえっち》はなさいますかな？」

　なんつーとんでもないコト質問してんだ!?

　ぼわゎっと音が出そうな勢いきおいで、レイシアは顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。

「……そんなこと……恥はずかしくて……こ、答えられません」

「恥ずかしがることはありませんのじゃ。ここには吾と女官しかおりませぬ。女同士のヒミツというヤツですじゃ」

　待てよ！　俺おれが後ろに立ってるんだよ!!

　長い間ためらった後で……レイシアは口を開いた。

　大きすぎる胸の前で人差し指を突き合わせつつ、

「えっと……あの…その………………す、少しだけ……」

　根が真ま面じ目めだからだろう。消え入りそうな声で真剣に答える。

「少しというと、頻ひん度どはどのくらいですかな？」

「つ、月に二度くらいです……。あ、でも……」

　さらに顔を真っ赤にさせて、レイシアは恥ずかしそうに呟つぶやく。

「キュアナから帰って来てからは、その……ちょっぴり回数が増ふえてしまったかもしれません……」

　キュアナというのは、王女さまたちと旅行した南国の街の名だ。

　レイシアの言葉を聞いて、ピコルは満足そうに頷うなずく。

「むふふ、キュアナでなにかあった、ということですかのう……？」

　意味ありげに笑った後で、重ねてピコルは質問する。

「時に、レイシアさまはどんな風にひとりえっちをなさるのですかな？」

　聞くな!!　──後頭部を叩たたいてやりたいが、バレてしまうのでできない。

「い、言わなければいけませんか……？」

「これも大切な問診の一部ですじゃ」

「えっと……それは、その……。夜、お布ふ団とんに入って考えごとをしていると、なんだかドキドキしてしまって……指で自分を慰なぐさめるというか……」

　恥ずかしすぎるのだろう。薄うすい水色の下着に包まれた胸元までほんのり赤くなってしまっていた。

「ほほう。その場合《オカズ》は恭太郎ですかな？」

「…………あぅ」

「お世よ継つぎづくりの相手のことを考えてしまうのは正常な証しよう拠こですじゃ。で、なにを想像してますのじゃ？」

　レイシアは耳の先まで真っ赤に染そめたまま──ポツリと呟く。

「きょ…………………………………………………………………………恭太郎さまです」

「これ、女官よ。しっかり書き留とめるのじゃ」

『レイシアは、ときどき俺のことを思い出しつつひとりえっちする』、と。

　書・け・る・か、そんなも～～～～んッ!!

　恭太郎を想像することに特別な意味はないだろう。お世継ぎづくりの相手だから思い浮うかべているにすぎないと思う。王宮には他に男がいないのだ。

　それでもドキドキしちゃうって！　レイシアの顔が真まっ直すぐ見られなくなっちゃうよ！

　悶もだえまくる恭太郎をよそに、ピコルはさらに真面目な口調で余よ計けいなことを言う。

「ひとりえっちは、お世継ぎづくりのために必要な予行演えん習しゆうですじゃ」

「わ、悪いことではないんですね……。よかった……。私はイケナイ王女だって、ずっと思ってました……」

「むしろ良いことですのじゃ。いざというとき恭太郎を受け入れやすくするためにも存ぞん分ぶんに行いなされ。絶ぜつ頂ちように達するときに、恭太郎の名を叫さけぶのがオススメですじゃ」

「……わかりました、今夜からそうしますっ」

　頬ほおを染めながらも、レイシアは真しん剣けんな表ひよう情じようでコクコク頷いている。

　彼女は真面目だから実じつ践せんしてしまうかもしれない。そうなれば「恭太郎さまぁッ♡」なんて叫びつつレイシアは気をやることに──ぬおおお、なにを想像してるんだ、神来恭太郎ォ!!　っていうか、殴なぐりたい！　ピコルの後頭部をクリップボードが割われるほど殴りたいッ!!

　残る姫ひめさまもそれぞれにえっちな問診だったのだが、特に問題だったのはメルルだろうか。終わり際ぎわに、ピコルがこんなことを尋たずねたのだ。

「メルルさま。去年の身体測そく定ていで気にしてらっしゃった、おしりのアレはどうなりましたかな？」

「あ、この一年でほとんど無くなっちゃったよ！　よかったぁ、恭太郎おにいちゃんが来る前に薄くなってくれて……。見られちゃったら恥はずかしいもんね♪」

　メルルは安あん堵どの息をもらしている。

　おしりのアレってなんだろう……？　首を傾かしげる恭太郎をよそに、二人は会話を続ける。

「一いち応おう、確かく認にんさせていただいてよろしいですかな？」

「いいよ～」

「では、そこのベッドにうつぶせで横になってくだされ」

　下着姿すがたのメルルがベッドに横たわった。ぱんつのおしりにプリントされたトビカピバラのマスコットが恭太郎に笑え顔がおを向けている。

「これ、女官よ。メルルさまのぱんつをおろすのじゃ」

（……ええっ、俺が!?）

　驚おどろいて振ふり向くと、まるで医い師しのような真面目な顔でピコルは頷いた。

「早くやるのじゃ。姫さまを待たせるでない」

　嫌いやがって抗こう議ぎすれば、メルルが不ふ審しんに思うだろう。正体がバレてしまうかもしれない。

　くそっ……。やるしかないのか……。

（これは医い療りよう行こう為いだと考えるんだ。きっと、おしりをケガしてて、その具合を見ようとしてる。そうに違ちがいない！　だから、俺がぱんつを脱ぬがすのも治療の一いつ環かんなんだ！）

　必死の自じ己こ暗あん示じで、自分を誤ご魔ま化かそうとしたのであるが──

「メルルさまは、おしりが青いのを気にしておられる。色が薄くなったかどうか確認するのじゃ」

「ししょー、あんまり言わないでよ～～」

　メルルは両足をジタバタさせて恥ずかしがる。

　おしりが青い……？

　ああ、蒙もう古こ斑はんのコトか。子どもの頃ころだけ現あらわれる青いアザのようなアレだな。

　あははは、病気でもなんでもないですね……。

　自己暗示は失敗。猛もう烈れつにドキドキしながら、メルルのぱんつをおろすことになった。

　ぱんつのゴムに指をかけ、下にずらしていく。

　恭太郎の眼がん前ぜんに、ぷりんっとした可か愛わいいおしりが姿を現す。

　鼓こ動どうが跳はね上がるのを感じつつ、ふとももの付け根くらいまでぱんつをおろした。

　お肌はだはすべすべで、柔やわらかそうで──こんなの直ちよく視しできないって!!

　横を向いた恭太郎の耳に、ピコルの声が届とどく。

「ほほぅ、もうすっかり消えたようですのぅ」

「でしょでしょ？　これなら恭太郎おにいちゃんにも見せられるよねっ♪」

「もちろんですじゃ。たっぷりと拝おがませてやりなされ」

　なに焚たきつけてんだ！　メルルちゃんはオマセな上に素す直なおだから、本当に実行しちゃうんだよ！　勘かん弁べんしてくれ！

　だが、ピコルはもっと恐おそろしいことを言い出した。

「時にメルルさま。アザが消えた後、ちゃんとおしりを揉もみましたかな？」

「え？　おしりを？　ううん、揉んでないよ？　どしてかな？」

「なんと、それはマズイですのぅ……。消えた後に一度よく揉まないと、再ふたたび現れてしまうのですじゃ!!」

　そんなの聞いたことねえよ!!　明らかにウソだろ!!

　ところが、素直な第五王女はすっかり信じてしまったようだ。

「困こまるー！　そんなの困るよー！　揉んで揉んで早くもんでー！」

「もちろんですじゃ。これ、女官。さっそくおしりを揉んで差し上げるのじゃ。ココロを込こめて、たっぷりとな……むふふふ」

『ふざけるな！　冗じよう談だんじゃない！』と絶ぜつ叫きようしなかった自分の精せい神しん力を褒ほめてもらいたい。

　メルルは涙なみだ目めになって、懇こん願がんしてくる。

「お願いね。いっぱい揉んでねっ」

　おしりをちょっと持ち上げて、ぷりぷり振るのだから堪たまらない。

　動どう揺ようしまくりな気持ちを懸けん命めいに落ち着けて、恭太郎はゆっくりとメルルちゃんのおしりに手を伸のばす。

　本当は、そんなことしたくない。嫁よめ入いり前の婦女子の臀でん部ぶを揉みしだくなんてことをしたら死をもって償つぐなう他ほかないだろう。

　だけど、今にもメルルちゃんは泣き出しそうだ。やってあげなきゃ、ここはおさまらないだろうな……。

　そ～～～～っと手を近づけていく。

　やがて指先がおしりに触ふれた。

　見た目通りすべすべでぷにぷにで。肌が指に吸すい付くようで。最高に触さわり心ごこ地ちがよかった。感かん触しよくだけで気が遠くなりそうだ。

「ほれほれ、しっかりと揉むのじゃ！　もう二度と青いアザが出ないようになっ」

　揉まなくたって二度と出ませんよっ！

　ココロの中で悪あく態たいを吐つきつつ、指先でメルルちゃんのヒップを軽く摘つまむ。

　──もにっ♡

「……んっ♡」

　へ、ヘンな声出さないでくれ！　メルルちゃんはリアクションが色っぽすぎるよ!!

「馬ば鹿か者！　そんな揉み方ではダメじゃ！　なっとらん！　吾われがおしりの愛あい撫ぶ法を伝でん授じゆしてやるのじゃ！」

　ピコル師し匠しようが教きよう鞭べんを振ふり回す。

「臀部には座ざ骨こつ神しん経けいが走っておる。非ひ常じように敏びん感かんな部分なのじゃ。うまく愛撫すれば気持ちよくなるのじゃ！　もっと荒あら々あらしく！　時にソフトに！　王女さまの反はん応のうを確たしかめつつ、さまざまな刺し激げきを与あたえて、性せい感かんを高めていくのじゃ！」

　目的が変わってんだろ!?　後ハー宮レムの教育係としては正しい指し導どうかもしれないけど！

　声を出して抗議はできない。ええい、ままよ！　言われた通りにやるしかないのか！

　ギュッと揉んだり、手のひらでさすったり、尾び骨こつの辺りをくすぐったり──ピコルに命じられるままに、おしりを揉みまくった。

「あ、ダメっ♡　そんなっ♡」

　メルルちゃんは恭太郎の手の動きにあわせて、華きや奢しやなカラダをぴくぴくと震ふるわせる。

「あ、すごいっ♡　んんっ♡　やっ、メルル、こんなの、知らないよぅ♡」

　両手で顔を覆おおって、大きく首を振る。

　だけど、おしりだけは『もっとして』っておねだりするみたいに、恭太郎の方に向けていた。

　たっぷり五分ほど、おしりをマッサージし続けただろうか。

　ようやく、ピコルが「もういいじゃろう」と終しゆう了りようを宣せん言げんした。

「こ、これで、おしりの青いの……出ないんだよね……？」

「もちろんですじゃ。ご安心くだされ」

「おしり揉んでくれて、ありがとね、新入りの女官さん。なんていうか……その……メルル、すっごく感じちゃった♡　やんやん、恥はずかしっ♡」

　大急ぎでぱんつを上げて、メルルちゃんはついたての向こうへ走っていってしまった。

　ピコル師匠は肩かたを震わせて笑いを堪こらえている。

「恭太郎、おぬしはなかなか素そ質しつがあるのう。すっかりメルルさまをメロメロにしてしまったようじゃ！　やはり女め神がみさまが選んだ最強の王仕さまだけはある！」

「褒ほめられてもうれしくないですって！」

「よっ、ゴールドフィンガー☆恭太郎！」

「ヒーローみたいに言うな！　その名前でもう一度呼よんだら、師匠とて斬きります！」

「ひどい！　幼おさないメルルさまのおしりを揉もみまくっておいて、なんという言い草じゃ！　おぬしも男なら責せき任にんを取れ！」

「ぬおおお！　人聞きの悪いこと言わないでくれえええええええええぇぇぇ!!」

　恭太郎は耳をふさいで、壁かべにヘッドバットする。

　問もん診しんだけで既すでに恭太郎の精神力は限げん界かい。これがＲＰＧだったらワクがオレンジ色に変わっている状じよう態たいだ。

　ところが、メインイベントはそこからだった。

　体重と身長を測はかり終えたトレクワーズの五美び姫きたちは、続けてスリーサイズを測ることになったのであるが──

「では、新入り。よろしく頼たのむのじゃ」

　ピコルは恭太郎にメジャーを渡わたしてきたのである。

「（ちょ、ちょっと!!　ピコル師匠!!）」

　さすがに抗こう議ぎの声を上げた。ピコルの耳元に顔を寄よせ、小声で怒ど鳴なる。

「（できるわけないでしょう、そんなこと！）」

「（断ことわるというなら……仕方ないのじゃ。恭太郎の正体をバラすしかないのう）」

「（うぐっ……）」

「（問診の内ない容ようを見られていたと知ったら、姫ひめさまがたはどう思われるか……）」

「（完全に脅きよう迫はくじゃないですか！）」

「（その通りじゃが、なにか？）」

　言い返そうと口をパクパク動かしたけれど、言葉が見つからない。

　やるしか、ないのか……。

　こんなことなら身体測そく定ていが始まる前に逃にげ出しとけばよかったよ……。その方が、見つかったとしても傷きずは浅かったに違ちがいないのに……。後こう悔かい先に立たずとはこのことだ……。

　巻まき尺じやくを握にぎりしめ、恭太郎は絶ぜつ望ぼう的てきな雰ふん囲い気きで下着姿すがたの姫たちに歩み寄った。見る人が見れば、明らかな死相が浮うかんでいることに気付いたであろう。

『女の子のスリーサイズを測る』

　多くの男子がそうだと思うのだが、恭太郎には一度も経けい験けんのないことだ。

　すぐにそれが、とんでもない至し難なんの業わざであることに気付かされた。

　──ウェストはまだマシだ。

　スツールに腰こし掛かけた恭太郎の前に、下着姿のユフィナが立った。

「ううー……ウェスト増ふえちゃってるかな……？　太ってないといいな……」

　不安げに呟つぶやきながら、無む防ぼう備びなおなかを晒さらしてくる。

　白くてすべすべしたおなかや、可か愛わいいおへそが目の前にあって……思わず生なま唾つばを飲みながら恭太郎は背せ中なか側に手を回した。

　そのときおなかに抱だきつくような体たい勢せいになってしまう。

　ふわっと甘あまいようなユフィナの香かおりが鼻をくすぐって、一いつ瞬しゆんだけ気が遠くなった。

　でも、懸けん命めいに正気を保ちつつ、メジャーの数すう値ちを読んだ。

「（ろ、六一センチ……）」

　クリップボードを抱かかえているピコルに小声で伝える。

「六一センチ!?」

　ユフィナはがくーっとうなだれた。

「やっぱり太ってる！　六〇センチ台に突とつ入にゆうしちゃった……。甘いもの食べ過すぎたせいよ。これも《サンキスタの祝祭》が悪いんだわ」

　ヘンな汗あせをかきまくりな恭太郎にも気付かず、ユフィナはこの世が終わったように嘆なげき続けていた。

　──より危き険けんなのは、ヒップの測定である。

「さあ、測りなさい！　この私の素す晴ばらしいプロポーションを数値で示しめすのですわ！」

　エリスが自信満々に言い放ちつつ、恭太郎にＴバックのおしりを向けてくる。

　あまりの衝しよう撃げきに心しん臓ぞうが口から飛び出るかと思った。

　美しすぎるヒップが目の前にあるのだ。ガーターベルト＆網あみタイツに包まれた脚あしもナマツバもの。

　意を決し、エリスのおしりを抱きしめるように腕うでを回した。

　吐と息いきが掛かかってしまいそうな距きよ離りにエリスのヒップがある。

　あまり見ないように気をつけて、急いで巻き尺を渡した。

「ヒップは、おしりの最も高い部分を測るのじゃ」

　できるだけ肌はだに触ふれないようにしつつ、メジャーの目め盛もりを合わせる。

「（は、八〇センチ……！）」

「八〇ですの？　大きさは去年と変わりませんわね。ま、いいですわ。あまりヒップが大きくなっては困こまりますもの。大切なのはバランスですのよ、おほほほほ！」

　高笑いするエリスの横で、恭太郎は遠い目をしていた。口からは人として出てはいけないなにかがニョロリと顔を出していたことだろう。

　身体測定がこれほどに恐おそろしいものとは知らなかったよ……。できれば、一生知らずに過すごしたかった……。

　恭太郎は既すでにグロッキー状じよう態たいだったのだが。

　──最もヤバかったのは、バストの測定である。

「では、最後にバストを測はかりますのじゃ。姫さまがた、ブラをお取りくだされ」

　って、なにを言い出すんだ、ピコル師し匠しようおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉッ!?

　驚おどろいて後ハー宮レムのヌシを振ふり返る。

　ムリムリ！　絶対ムリ！　それは勘かん弁べんして！　──そんな気持ちを伝えるために、懸命に首を横に振って見せたのに……ちくしょう！　無む視ししやがった!!

「去年までブラ外してたっけ？」

　ユフィナは首を傾かしげていたが、エリスはフンと鼻を鳴らした。

「どちらでもいいですわ！　さっさと測ってくださいまし！　どれだけ私の胸むねが大きくなったのか早く知りたいですわ！」

　黒いレース地のブラジャーを勢いきよいよく脱ぬぎ捨ててしまう。

　結局、エリスに従したがうように全員がブラを取ってしまった。

　慌あわてて顔を背そむける恭太郎。

　ナマ乳ちちのサイズをメジャーで測れって!?　そんなことできるわけないだろ！

　慌てふためいているウチに、目の前に誰だれかが立つ気配があった。

「お、お願いします……」

　気弱で大人しいアルトちゃんは、女同士でも恥はずかしいのだろう（実じつ際さいは女同士じゃないけど）。腕うでで抱かかえるようにして恥ずかしそうにおっぱいを隠かくしていた。

　おかげで見ずに済んだのだが、ピコル師匠がまた余よ計けいなコトを言う。

「アルトさま。隠していては測れませんぞ」

「は、はい……」

　ちょっぴり頬ほおを染そめた第四王女は、ゆっくりと胸を隠していた腕を離はなした。

　恭太郎は大急ぎでまぶたを閉とじる。

　って、目を閉じたら測れないぞ!?　どどど、どうすればいいんだよ!?

　悩なやんだ末に、恭太郎は一つの天てん啓けいを得た。

（……そうだ！　俺おれは剣士じゃないか！　達人は目隠しでも、心しん眼がんを用いて敵てきの刃やいばを避よけるという！　心眼だ！　俺も心眼でバストを測ればいいんだッ!!）

　恭太郎は覚かく悟ごを決めた。

（古いにしえの剣けん豪ごうたちよ、俺に力を与あたえたまえ!!）

　目をつぶったまま、メジャーを持つ手を伸のばす。

　極きよく力りよくカラダに触れないように気をつけながら、アルトちゃんの胸むな元もとにメジャーを渡わたそうとするのだが……なかなかうまくいかない。

　手探りで巻まき尺じやくと格かく闘とうしているうちに、小さな悲鳴が聞こえてきた。

「はうぅっ!?」

　今の声はアルトちゃんだよな？　いったいなにがあったんだ？

　うっすらと目を開いてみる。メジャーの目盛りが目の前に見えた。

　その数値は──二メートル八〇センチ!?

　アルトちゃんは大人しい性せい格かくに似に合あわず、かなり胸が大きい方だ。でも、さすがに二メートルオーバーは爆ばく乳にゆうにもほどがある！

　まぶたを開いて、第四王女のカラダを見て、恭太郎は顎あごが外れるかと思った。

「た、助けてくださぁい……」

　いつのまにか恭太郎はアルトを巻き尺で縛しばり上げてしまっていたのだ！

　なにがどうなったのかわからないが、ＳＭっぽい縛り方になっていた。

　辛かろうじて、胸の大事な部分は帯状のメジャーによって隠されている。

　だが、縛られたことで巨きよ乳にゆうが強調されてしまって凄すさまじくエロかった。

　心眼恐るべし！　って、言ってる場合かあああああッ!!

「やるのう新入り、ＧＪ！」

　ピコル師匠が笑いながら親指を立てる。

　だが、その声は遠く聞こえていた。

　これまでに散々えっちな刺し激げきを受け続けていた恭太郎は、ここで限げん界かいを迎むかえたのだ。

　ぷばっっっっ！　──盛せい大だいに鼻血を噴ふいて、気き絶ぜつしてしまったのである。

　薄うすれゆく意い識しきの中で、恭太郎は姉に問うた。

　実の姉である桜さくら子こは、彼を亡なき母親に代わって厳げん格かくに育てた。恭太郎がお堅かたいサムライ少年になってしまったのは、全すべて姉が元げん凶きようである。

　姉上……。お尋たずねしたいことがあります……。

　女じよ装そうして身体測そく定ていに忍しのび込こんで下着姿すがたを見まくり、乙おと女めのヒミツを盗ぬすみ聞きし、挙あげ句くの果てには巻き尺で女の子を縛り上げて、鼻血を噴いてぶっ倒たおれる──そんな男は、神来家の嫡ちやく子しに相ふさ応わしいでしょうか？

　ダメに決まってますよね。しくしくしくしく……。







　再ふたたび目覚めたとき、恭太郎は身体測定の会場となっていた広場の片かた隅すみに寝ねかされていた。

　ゆっくりと上半身を起こす。相変わらず女官の服装のままだった。鼻にティッシュが詰つめられているのが情なさけない。

　てっきり正体がバレたに違ちがいないと思ったのだが、なんとか助かったようだ。

　ドレスを身につけたお姫さまたちが、離はなれた場所できゃあきゃあと騒さわいでいる。

「バストはあまり大きくなってませんでしたわね……。でも、ここからが本番ですわ！　魔ま力りよくはレイシアには負けませんわよ！」

　エリスが宣せん戦せん布ふ告こくでもするみたいに、双ふた子ごの姉を指さしていた。

「うふふ、私だって負けませんよ。魔法の訓練を続けてきたんですからね」

　やんわりと微ほほ笑えみながら、第二王女はバスケットボールほどもある水すい晶しよう玉の前に立った。水晶玉には肺はい活かつ量りよう計みたいなメーターがついている。

「レイシアさま、お願いいたします」

　クリップボードを抱かかえた女官の声を合図に、レイシアはクリスタルの珠たまに両手をかざした。

「天にまします我わが女め神がみ……。清き流れの神、メディアよ。我われに祝しゆく福ふくを与あたえたまえ……」

　王女の言葉に合わせ、風が渦うず巻まきはじめる。ふんわりとした髪かみが美しくなびいた。

　同時に水晶玉が目ま映ばゆく輝かがやきだす。光はみるみる強くなり、直ちよく視しできないほどとなった。

　光が最さい高こう潮ちように達したとき、女官がメーターの数すう値ちを読み上げた。

「レイシアさまは──三五万二〇〇〇マギナです！」

　それを聞いたエリスの頬ほおが微かすかに引きつった。

「お、思ったよりもやりますわね……」

　そばで見ていたメルルやユフィナも驚おどろいたように瞳ひとみを丸くする。

「レイシアおねえちゃん、すごーい！」「私と二万しか違わないじゃない！　これはうかうかしてられないわね……」

　恭太郎は人差し指で頬を掻かいた。

　……どこがすごいんだ？　というか、彼女たちはなにをしてるんだろう？

「目覚めたようじゃな。まったく……鼻血を噴いて倒れるとは情けない……。それでも後ハー宮レムの王仕かっ！」

　ピコル師し匠しようがブツクサ文句を言いながら近ちか寄よってきた。

「俺には刺激が強すぎますよ！　……ところで、なにやってるんですか、これ」

「ん？　なんじゃ、《魔力測定》も知らぬのか。ヘタレの上に無知とは救えぬのう」

　師匠は呆あきれたように肩かたを竦すくめつつ、

「魔法の才さい能のう──魔力は専せん用ようの機械を用いれば数値化することができるのじゃよ。《魔力値ち》といって、単位は《マギナ》で表される。姫ひめさまがたの魔力の大きさを把は握あくすることは国家的にも非ひ常じように重要なことなのじゃ」

「彼女たちが軍隊の代わりに国を守ってるから、ですよね」

「その通り。姫さまの魔力が、すなわちトレクワーズ王国の戦力とイコールなのじゃ。姫さまがたのスリーサイズは公表せぬが、魔力値は今夜のニュースでトップ扱あつかいで発表されるじゃろう。国民の一大関心事なのじゃ」

　一部の国民にとってはスリーサイズの方が重要かもしれぬがのう──そう軽口を叩たたいて、ピコル師匠は声を潜ひそめて笑った。

　この世界には受ヴイ像ジヨナ器リイという、現げん代だい日本でいうところのテレビのようなものがある。アニメだけでなく、ニュース番組も放ほう映えいされているようだ。

「レイシアの三五万いくつかって数値は高いんですか？」

「口を慎つつしめ、愚おろか者！　高いなんてもんじゃないのじゃ！　普ふ通つうの女子は一〇〇にも満たぬ！　精せい強きようで知られるカルタギア帝てい国こく軍の兵士でも一万を超こえるものは数えるほど！　後ハー宮レムのヌシたる吾われですら数万程てい度どなのじゃ！」

「はあ……」

　なんだか途と方ほうもない話なので、ため息を吐つくことしかできなかった。

　ふと見れば、今度はエリスが魔力を測そく定ていしている。

「エリスさま──三五万一〇〇〇マギナです！」

「一〇〇〇!?　見間違いではなくって!?」

「ま、間違いございません……」

「うふふふ、双ふた子ごとはいえ、お姉さんの面めん目ぼくは保たもてましたね」

「きぃいいいいい!!　またレイシアに負けましたわ～～～～っ!!　悔くやしいぃぃ!!」

　にこやかに微笑むレイシアの隣となりで、ドリル状じようの縦たてロールを振ふり乱みだして第三王女は地じ団だん駄だを踏ふんでいる。

　広大な平原を埋うめ尽つくすほどの敵てき軍ぐん兵士を、ユフィナたちが軽々となぎ払はらうようすを見たことがある。凄すさまじいパワーだと感動したものだが……その戦せん闘とう能のう力りよくは数値にも表れているんだな。

「身体測そく定ていはおしまいじゃ。存ぞん分ぶんに姫さまがたの女体を堪たん能のうできたことじゃろう。鼻血を噴ふいて倒たおれたことは適てき当とうに誤ご魔ま化かしておいたから、正体のバレぬうちに脱だつ出しゆつするがよい」

　野の良ら犬いぬでも追い払うように、師匠はシッシッと手を振った。

　無む理り矢や理り連れてきておいて、なんつー扱いだよ……。

　まあいいか。バレずに済すんでよかった。

　やれやれとため息を吐いて、恭太郎は広間を後にしようとした。

　──そこで気を抜ぬいてしまったのが、いけなかったのかもしれない。

「あ、あの……」

　広間の出入り口となっている巨きよ大だいな扉とびらの辺りでアルトが声を掛かけてきた。

「お身か体らだは大だい丈じよう夫ぶですか？　ピコルさまは心配ないっておっしゃってましたけど……」

　胸むねの前で両手を組み、心配そうな上目遣づかいで見つめてくる。

　とっさに甲かん高だかい声を出して返事をした。

「も、もう平気です。鼻血が出てしまう持病なんです。ご心配おかけして申し訳わけございません」

　我われながら気持ち悪い声こわ色いろだ。姉上が聞いたら『私の育て方が間ま違ちがってました……。斯かくなる上は、恭太郎を殺して私も死ぬ！』なんて斬きりかかって来かねない。

　だが、メガネの第四王女は不ふ審しんには思わなかったようだ。小さく安あん堵どの息を吐いて、

「そうですか……。それならいいんです。ごめんなさい。私のせいで……」

　お姫さまだってのに、新入りの女官に扮ふんしている恭太郎に頭を下げた。

（というか、アルトちゃんはまったく悪くない。むしろ、悪いのは俺だ。俺の方こそ心配させて済まなかった）

　ちゃんと謝あやまれないのが申し訳ないな。

　しかも──おや？　と思う。

　アルトちゃん、なんだかすごく元気ないみたいだな。元々大人しいタイプだけど……今日は特別しょんぼりして見える。

　魔ま力りよく測定器の前にはメルルちゃんが立っていた。

「うにゅ～～～～～っ!!」

　ヘンな掛け声と共に気合いを入れると、水すい晶しよう玉が目ま映ばゆい光を放ち始める。

　姉姫たちは、メルルを口々に応おう援えんしていた。

　あまりにも彼女たちと雰ふん囲い気きが違いすぎることが気になって、つい尋たずねてしまった。

「アルトさまは、ご一いつ緒しよなさらないんですか？」

　すると、アルトちゃんはさらに悲しげな表ひよう情じようになった。眉まゆをハの字にして、絞しぼり出すような声で呟つぶやく。

「新しく入ってきた方だから知らないんですね……。私はみんなと同じ測定器じゃ魔力を計れないんです……」

　躊ため躇らうようにキュッと唇くちびるを噛かんだ後で、気弱な王女さまは続けた。

「私だけ、魔力がすごく弱いから……」

　しまった……！　ハッとなって口を手で押おさえた。

　アルトちゃんは《トレクワーズの五美び姫き》の中で、唯ゆい一いつ魔力が弱い。だから、敵と戦うこともできないんだ。俺はそのことを知っていたはずなのに……なんてコトを尋ねちまったんだ!!

　ショックを受けたのだろうか。アルトちゃんは今にも泣き出しそうだ。メガネの奥おくの瞳ひとみがちょっぴり潤うるんでいるように見える。

　いてもたってもいられない気分になって、思わず恭太郎はアルトの髪かみを撫なでた。

「すまない、アルトちゃん。無む神しん経けいなことを言っちゃって……」

「いえ、いいんですよ、恭太郎さま。私の魔力が低いのは事実ですから……」

　悲しげに呟いた後で、アルトちゃんは固まった。

「って、恭太郎さまっ!?」

「……[image: ]!!」

　そのとき、タイミング悪くユフィナたちが振ふり返った。

「さあ、次はアルトの番よ！　大丈夫、アルトの魔力も成長してるわよ！　──って、恭太郎がどうかしたの？」

　アルトちゃんは口をパクパクさせて、恭太郎を指さした。

「新入りの女官さんじゃなくて……恭太郎さまだったんですね……」

「ち、違う、俺、じゃなくて、私は女官です！　恭太郎なんかじゃありません！」

　慌あわてて取り繕つくろおうと首を勢いきおいよく横に振った刹せつ那な──ぱさり、と。

　それはまるで、生命が尽つきる瞬しゆん間かんを告げる最後の一葉のように。長ちよう髪はつのヅラが床ゆかに落ちた。

「きょ………恭太郎～～～～～～～～～～っっっ!?」

　ユフィナの絶ぜつ叫きようがお城しろを揺ゆるがした。

「まさか、その格かつ好こうで身体測そく定ていをずっと見てたの!?」

「そそそ、そんなワケないだろ!?」

「ふふふふふ……」

　ユフィナが不気味な笑い声をあげる。

　ゆら～り……。幽ゆう鬼きのように揺れながら、第一王女が恭太郎に近づいてきた。

「このドヘンタイ……!!　今日という今日は許ゆるさないからね……!!」

「ま、待て！　落ち着け！　これには理由があるんだ!!　ピコル師し匠しよう、説明してやってくださいよ！」

「……おやおや？　あんなところに、ドラゴンの幼よう生せいが飛んでるのじゃ。ドラゴンと言えど子どものうちはかわいいのう」

「なんですか、そのわざとらしい無む視しの仕方は!?　竜りゆうなんていないし！」

「来たれ、【烈シヤ炎リ神ア剣ード】！」

　ユフィナの右腕うでに巨きよ大だいな手ガント甲レツトが装そう着ちやくされ、直後に炎ほのおに包まれた大たい剣けんが手の中に現あらわれる。

　その後の出来事を、恭太郎には事細かに語ることはできない。

　理由は二つある。

　一つは、あまりにもひどいバイオレンス描びよう写しやが続くためだ。読んだ人に『食欲不ふ振しん』『情じよう緒ちよ不安定』などの悪影えい響きようを及およぼす危き険けんがあるだろう。

　そして、もう一つは──

　最初の一いち撃げきで、恭太郎の意い識しきがほとんど失われてしまったためである。




『【火サラ竜マン大ド・バ連タリ覇オン】!!』




　それは近きん隣りん諸しよ国こくから《烈れつ火かの王女》と呼よばれて畏おそれられているユフィナが誇ほこる、最強の攻こう撃げき魔ま法ほうであった──……
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「痛いちちちちちち……」

「す、すみません！　染しみましたか？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　王宮の地下。アルトの部屋。

　消毒液えきの入ったボトルを片かた手てに、気弱な第四王女が幾いく度ども頭を下げた。

「いや、平気だよ。この程てい度どの生なま傷きずは慣なれてるからさ。続けてくれ」

　痛いたみのあまり引きつってしまいそうになる頬ほおに力を込こめて、恭太郎は微ほほ笑えみを浮うかべる。

　ユフィナにぶっ飛ばされて、あちこちに擦すり傷ができてしまったため──よく死ななかったものだと誰だれもが驚おどろいた──アルトが手当てをすると言い出したのだ。自分がキッカケとなって恭太郎の正体が露ろ見けんしてしまったから責せき任にんを感じたのかもしれない。

　第四王女は傷口を消毒して、絆ばん創そう膏こうを貼はり付けてくれる。決して手て際ぎわがよくはない。《もたもた》とか《おろおろ》なんて擬ぎ態たい語で表ひよう現げんされそうな感じだった。だけど、表ひよう情じようは真剣そのものだった。

　手当てを受けながら、恭太郎はアルトの部屋を見回す。

「来るたびに思うけど……すごいね、アルトちゃんの部屋って」

　作業台の上にはなにに使うのかわからない工具や部品が置かれており、さまざまな設せつ計けい図も広がっている。ベッドの周囲や棚たなの上など、ありとあらゆる水平面に分ぶ厚あつい本が積み上げられていた。

　王女さまの私室というよりも、まさしく《工こう房ぼう》といった雰ふん囲い気きだ。

　魔ま術じゆつ国家であるトレクワーズ王国にあって、アルトは珍めずらしく《科学》の研究をしているのである。現代日本からやってきた恭太郎にとっては、《科学》という言葉だけで親しみやすさを感じた。理り系けいの授業は得意ではなかったのだけれど。

「すみません。汚きたない部屋で……女の子らしくないですよね」

「後ハー宮レムの部屋にいるよりは落ち着くよ。あそこはハダカの男女が抱だき合ってるような、ヘンなレリーフばっかりだからさ」

　恭太郎の冗じよう談だんに、アルトはクスッと笑った。

　いつも怯おびえたような表情ばかりだが、笑うと本当に可か愛わいらしいと思う。

　作業台に広げられた図面を眺ながめて、尋たずねてみた。

「今はなんの研究をしてるの？」

「研究というか……改良ですね。女め神がみ聖せい教きよう会かいの近くにミルデ橋って名前の跳はね橋が架かかってるんです。老ろう朽きゆう化かしたから架け替かえることになったんですけど……レイシア姉さまから『魔法を使わない機械式の跳ね橋にできないか？』って頼たのまれたんですよ」

「魔法を使わずに？」

「はい。今は魔力の強い女じよ性せいを雇やとって、魔法で橋の上げ下げをしてるんです。機械式にすれば男性でも橋の管理ができるようになりますから」

　人じん件けん費ひの削さく減げんや、雇こ用よう問題の解かい決けつに繋つながるってことか。

　忘わすれてしまいそうになるが、彼女たちは《王女》という一つの政せい府ふ機関なのだ。

　レイシアなどは病びよう床しようの母親に代わって、内政の一部を取り仕切っているらしい。色っぽく恭太郎を誘ゆう惑わくしている裏うらでは国民のために心を痛いためているのだ。お世よ継つぎづくりを迫せまられて慌あわてるばかりの自分を情なさけなく思ってしまう。

　レンズの下の瞳ひとみを輝かがやかせて、アルトは説明してくれた。

「川の水流を利用して、橋を上げ下げする機き構こうにしようと思うんです。それなら誰でも操そう作さできますっ」

　好きなことを語っているからだろう。アルトは珍しく饒じよう舌ぜつだった。

　作業台の上のスケッチブックを見せながら話し続ける。

　ダ・ヴィンチが描いたヘリコプターみたいな図やら、人型ロボットみたいな姿すがたやら、さまざまなものが描えがかれていた。

「えへへ、風車を使った灌かん漑がい設せつ備びとか、魔法を使わないで空を飛ぶ船とか、少ない魔力を増ぞう幅ふくしてすごい力が出せるようになるスーツとか……いろいろ研究してるんです！　実じつ現げんしたら、もっともっと暮くらしやすくなります！」

　力強く言い切ったところで、アルトちゃんは口元を押さえた。申し訳わけなさそうにうつむいてしまう。

「……こんな話、つまらないですよね」

「そんなことないって。アルトちゃんならきっと実現できるよ。頑がん張ばってね」

　王女の黒くろ髪かみを撫なでてやった。

「は、はいっ。頑張りますっ」

　そう返事をしたアルトちゃんの頬は真っ赤に染そまっていた。

　その後、手当てを受ける間、少しだけ現代日本の話をしてあげた。アルトは魔法に頼たよらない日本での暮らしに興きよう味みがあるようなのだ。

　絆創膏を貼り終えたアルトは、なぜか名な残ごり惜おしそうに告げる。

「お……終わりました」

「ありがとう。助かったよ」

「あ、あのっ、恭太郎さまがいた世界のこと、また聞かせてくださいね」

「ああ。お安いご用だよ。それじゃ、俺は行くね」

　恭太郎は礼を言って、アルトの部屋を後にした。

　──彼は現代日本では、《カタブツ》だの《朴ぼく念ねん仁じん》だのと呼よばれていた。

　事実、色いろ恋こい沙ざ汰たには疎うとい。有あり体ていに言えば、かなり鈍どん感かんなのだ。

　だから、部屋を出て行くとき、アルトが切なげにジッと彼の背せ中なかを見つめていたことにも気付かなかった。

　閉とじられた扉とびらを見つめながら、アルトは深いため息を吐つく。熱病に浮うかされたみたいにフラフラしつつ、学術書に埋うもれた自分のベッドに倒たおれ込んだ。

「はぁ～～～……」

　マクラに顔を埋うずめて呟つぶやいた。

「……恭太郎さま、やっぱりカッコイイなぁ……」

　手当てをしてる間中、ず～～～っと胸むねがドキドキしてた。聞こえてしまうんじゃないかと不安になってしまうほどに。

『あんな変へん態たいノ、どこガいいんだヨ』

　上から声が降ふってきた。寝ね返がえりを打って、ズレてしまったメガネを直す。

　銀ぎん髪ぱつの可か愛わいらしい人形が、学がく術じゆつ書の陰かげからアルトを見下ろしていた。彼女が作ったお茶くみ人形のペトロシュカだ。

『女じよ装そうシテ、身体測そく定ていニ忍しのび込んだッテ聞いたゾ』

「それは、ピコルさまに無む理り矢や理りやらされたからだそうだし……」

（見つかることになったのは、私を慰なぐさめようとしてくれたからだもんね……）

　アルトはココロの中で付け加えた。頭を撫でる手の感かん触しよくを思い出してしまい、さらに顔が赤くなってしまう。

『ケッ、そんなニ好すきナラ、さっさと押おし倒せバよかったダロ！　イクジナシ！』

「お、押し倒すなんて、そんなのムリだよっ！　私はお世よ継つぎをつくっちゃいけないって言われてるし……あうあう……」

『《さんきすたノ祝祭》ハ、どうするンダヨ？』

「うん、いちお、準備はしてるけど……」

　アルトは深いため息を吐はき出した。

「きっと、ムリだよ。私には渡わたせないと思う……」

　ペトロシュカはお茶の注つぎ口にもなっている口元をカタカタ鳴らした。

『他の姫ひめニ、盗とられてもいいノカ？』

「し、仕方ないよ……。お姉ちゃんやメルルは魔ま力りよくも強いし……。綺き麗れいだし……。私みたいなダメダメな王女なんかより、ずっと恭太郎さまにお似に合あいで……」

　ユフィナと抱だきしめ合う恭太郎の姿が脳のう裏りに浮うかんだ。

『ユフィナ、好きだー！』

『私もよ、恭太郎ー！』

　そして、二人はちゅーしちゃったりして……。

　もっとすごいこともしちゃったりして……！

「やだ～～～っ!!」

　妄もう想そうを掻かき消すように、マクラに顔を埋めて手足をバタバタさせる。

『やっぱり嫌いやなんジャないカヨ……』

　しゅ～…。呆あきれてため息を吐つくみたいに、ペトロシュカの口から湯気が立ち上った。

『だったラ、アレヲ使えばいいダロ。惚ほれ薬ガ作れるグラスだヨ。そしたら恭太郎モいちころダ』

「《誘ゆう惑わくの聖せい杯はい》のこと……？」

　誘惑の聖杯は、キュアナから持って帰ってきたマジックアイテムだ。

　そのグラスに注がれた液えき体たいは媚び薬やくになってしまうらしい。

　媚薬という言葉の意味がよくわからなかったけれど、辞書を調べたら《惚れ薬》と書いてあった。

　つまり、飲ませた相手のことを好きになっちゃうクスリって意味だろう。

　誘惑の聖杯に注いだ液体を飲ませれば、恭太郎が好きになってくれるかもしれないのだ。

　ピコルの話によれば、誘惑の聖杯は安置されている神しん殿でんから持ち出してしまうと、徐じよ々じよに魔力を失ってしまい、一か月ほどで効こう果かを発はつ揮きできなくなるとのことだった。もし使うなら、あと二週間の内に使用しなきゃいけない。

　しばらく考えた末に、アルトは首を横に振ふった。

「まだ使わない。魔法で好きになってもらうなんて、ちょっとズルイ気もするし……」

『じゃあ、どうするンダ？』

「う～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん…………」

　ベッドに横たわったままうなり声を上げ続けたアルトは、勢いきおいよくカラダを起こした。

「よーし、決めたっ。私なりに少しだけ頑がん張ばってみる！」

『オオー！　アルトとは思えない発言ダゼ！　スゲー！』

　ペトロシュカは小さな手で拍はく手しゆをした。木の棒ぼうを打ち合わせたような音が工こう房ぼうに響ひびく。

「私だって、いちお、トレクワーズの王女さまなんだもんね！」

『ＧＯＧＯ、アルト！　ソノ調子ダ！』

　だが、すぐにいつもの気弱なアルトの表ひよう情じように戻ってしまう。

「でも、頑張るって言ってもどうしたらいいんだろう……？　どうすれば、恭太郎さまが私のこと……その……振り向いてくれるのかな？」

　お茶くみ人形はベッドの上ですっ転んだ。

『そこからカヨ……』

「うう～……だって、男の人にアピールなんてしたことないんだもんっ」

『仕方ねぇナ……よし、オレニ考えがアル！』

　ペトロシュカはアルトの肩かたに飛び乗った。ゴニョゴニョと耳打ちする。

「ふむふむ……。なるほど、そんな作戦があったんだね！」

　むぎゅーっとメガネの王女はお茶くみ人形を抱きしめた。

「すごーい！　ペトロシュカ、天才だよー！」

『苦しいヨ!?　出ちゃウ！　口カラお茶ガ出ちゃウー!?』

　瞳ひとみを白黒させるペトロシュカをさらに抱きしめまくるのだった。
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「今度こそ、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな……？　失敗は勘かん弁べんだぜ……」

　カルタギアの首都──バスティア。

　皇こう帝ていの住まう《黒こく炎えん城じよう》にほど近い場所にある練兵場に四将しよう軍ぐんの一人、ムージ・トラファルガーの不安げな声が響ひびいた。得物である円シ月ミ刀ターで肩かたを叩たたきながら、訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめている。

　そのセリフを聞けば、カルタギア帝国軍の兵士たちは誰もが不思議に思うだろう。

　炎ほのおのように赤い髪かみを立てた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの女じよ丈じよう夫ぶたるムージは、勇ゆう猛もうさで知られる将軍だ。彼女の口から出るものと言えば、敵てきをあざ笑う哄こう笑しようと味方を鼓こ舞ぶする檄げきの二つだけだと信じられている。

　そんな彼女が、ネガティブな発言をしているなんて、世にも珍めずらしい光景なのだ。

「ああ、次は成功する。間ま違ちがいない」

　練兵場の脇わきに連なる軍馬を繋つなぐ厩きゆう舎しやの前を通り過すぎながら、四将軍の一人である黒髪の美女、キスト・カラサイシュが答える。自信たっぷりな発言にも思えるが、その口調にはどこか不安げな色があった。

　二人が不安になるのもムリはないだろう。

　トレクワーズ王国が手に入れた最強の王仕さま──神来恭太郎の奪だつ取しゆを女帝カリギュラから命じられたのだが、二将軍はことごとく失敗しているのだ。

　そのたびに、彼女たちは世にも恐おそろしい刑けい罰ばつを受けてきた。

　つい先日まで、キストは単なるヒモとしか思えないような《エロ水着》を。

　ムージは筋骨隆々な彼女には到とう底てい似に合あわない、バレリーナが着るような《チュチュ》を。

　それぞれ身に着けさせられたのである。

　そのような姿すがたを麾き下かの兵士に見られれば、将軍としての面めん目ぼくは丸つぶれだ。二人は罰の終わる一週間後まで私し邸ていに引きこもって過すごそうと考えた。

　だが、女帝から急きゆう遽きよ、閲えつ兵ぺい式を行うと命じられ──そこから先のことは、ムージは思い出したくない。

「俺おれたちは、カルタギア帝国の四将軍なんだ。やられ役みたいな扱あつかいは不本意だぜ……」

《大アスト結ラル界ウオール》に守られたトレクワーズ王国に忍しのび込こみ、そのたびにトレクワーズの姫ひめ＆恭太郎に返り討うちにあっている。

　連戦連勝中だったムージにとって、屈くつ辱じよくの極きわみと言っていい。

　その気持ちは、キストも同じであるようだ。

「今度こそ大丈夫だと言っているだろう。二度と無様な醜しゆう態たいは晒さらさぬ」

「次はどんな作戦なんだ？」

「我われらが敗北した原げん因いんを考えたのだが……。ムージよ、貴き君くんは神来恭太郎と真っ向から戦って負ける気がするか？」

「ンなワケねえだろ。アイツがたとえガイルーンと同等の力を持っていようが、俺は負けねえよ。……こっちが万全だったらな。この間、不覚をとったのは魔ま力りよくを封ふう印いんして子どもになってたからだ」

「そうだ。我らカルタギアの兵士が《大アスト結ラル界ウオール》の中に入るには、魔力のほとんどを封印せねばならぬ。我らは、トレクワーズを守る地母神ティアドラに敵対する女め神がみの祝福を受けているからな」

《大アスト結ラル界ウオール》は物理的な障しよう壁へきとなっているだけでなく、敵対する女神から力を借りている者を識しき別べつして排はい除じよする働きを持っている。

　交こう易えきをする商人など友好国の人員は入国を許ゆるしつつ、敵国兵士の侵しん入にゆうを阻はばむのだ。

　敵ながら、実によくできたシステムと言えよう。

「魔力を封印しているからトレクワーズの姫ごときに負けるのだ。そこで魔力を封印せずに敵の城を攻撃する方法を考えた」

「……そんなこと、可か能のうなのか？」

「《大アスト結ラル界ウオール》によって阻まれるのは、敵対する女神から力を借りているものだ。ならば、女神の祝福を受けずとも、圧倒的な力を持つものを送り込めばいいと考えたのだ」

「女神の力を借りないのに……すげー力を持ってる……？　そんなヤツがいるのか？」

「わからぬか？」

　意味ありげに嗤わらったキストは、厩舎の脇を抜ぬけてさらに歩いていく。

　その先にあるのは、飛ワイ竜バーン騎ナ士イ団ツの駆かるワイバーンを飼し育いくしているエリアだ。

　キストは立ち止まり、そこに繋がれているものを見上げた。

「例えば、これだ……」

「なるほどな……」

　頷うなずいたムージの耳をつんざくように、

　ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!

　けたたましい咆ほう哮こうが、辺りを揺ゆるがした。

「コイツを送り込んで女王を殺させる。《大アスト結ラル界ウオール》さえ無くしてしまえば、王仕は手に入ったも同然だ」













　ハーレム講こう座ざ☆ピコルの穴あな！　その１！










ピコル（以下、ピ）「みなの者、お待たせなのじゃー！　ピコル師し匠しようプレゼンツ、ハーレム講座☆ピコルの穴！　今日も元気にはじめるのじゃーっ！」

アレスタ（以下、ア）「生徒役のアレスタです。よろしくお願いしまーす！　よーし、頑がん張ばるぞーっ！」

ピ「おお、アレスタ、気合いが入っておるのぅ」

ア「実は僕ぼく、元気が有り余あまってるんですよ！」

ピ「ほうほう？　どうしてまた、そんなに元気なんじゃ？」

ア「あはは、そんなの決まってるじゃないですかっ！　ひめぱら③では、ますます僕の出番がないからですよ……！（血けつ涙るい）」

ピ「なんという悲しい事実じゃ……!!」

ア「このハーレム講座ぐらいしか活かつ躍やくどころがないんで、カラ元気を出してるんです。出番プリ～～～ズっ！」

ピ「むぅ、ちょっぴり不ふ憫びんに思えて来たのじゃ。これを読んでいるアレスタファンは応おう援えんメッセージでも送ってやるがいいのじゃ。さすれば、出番も──」

ア「ふ、増ふえますか!?」

ピ「いや、増えない気がする」

ア「うわ～～～んっ！　僕もお姫ひめさまたちとイチャイチャしたいよ～っ！」

ピ「泣くでない。ハーレム講座を始めるぞ。さっそく質しつ問もんに答えるのじゃ！」







○質問

　恭きよう太た郎ろうは『カタブツ』ですが、意外にえっちなコトに詳くわしい気がします。

　どうして、そんなに詳しいんですか？　実はエロエロなんじゃないですか？




ＰＮ。ハンサム☆カピバラ　




ピ「むむ？　今回はアレスタからの質問じゃな？」

ア「……す、少しでも出番を増やしたくて」

ピ「涙なみだぐましい努力じゃのぅ。確たしかに、恭太郎は意外にえろ知ち識しきが豊ほう富ふなのじゃ」

ア「媚び薬やくが、どんなものなのかも知ってましたしね」

ピ「一つには、吾わが房ぼう中ちゆう術じゆつの授じゆ業ぎようを行ったからという理由がある」

ア「やっぱり！　僕の知らないところで、恭太郎はえっちなコトを教えてもらってたんですね！　ずるいずるーい！」

ピ「あやつには、さっさとお世よ継つぎをつくってもらわねば困こまるのじゃ。なにも知らぬのでは困る。だが、教えずとも意外に知っているコトも多かったのじゃ」

ア「カタブツのくせに？」

ピ「うむ。恭太郎は『厳きびしい姉がいたから、えっちなことを考える余よ裕ゆうはなかった』とか言っていたが、実は隠かくれてえっちな本などを読んだこともあるらしい」

ア「ってことは、つまり──？」

ピ「実は恭太郎は、かなりの『むっつりスケベ』なのじゃー！」

ア「うわあ、逆ぎやくに恥はずかしい！　僕を見習えばいいのに！」

ピ「まったくじゃ。アレスタのように竹を割わったようなドスケベだったら、お世継ぎづくりも簡かん単たんじゃったのに……残念でならぬのじゃ！」

ア「じゃあ、いっそ僕がお世継ぎをつくりますよッ！　頑張ります！」

ピ「というわけで、ピコルの穴では質問を募ぼ集しゆうしておるのじゃ！」

ア「無む視ししないでくださいよ！　ひどい！」

ア「これからも、えっちな質問にもりもり答えていくので期待するがいいのじゃー！」














　第二章　頑がん張ばる王女と鈍どん感かん王仕








　お世継ぎづくりには、ルールがある。




　それは《お互たがいが愛し合ってお世継ぎをつくらなきゃいけない》ってこと。

　もしも、姫と王仕が求め合わずにお世継ぎをつくってしまったら、

　生まれて来た赤ちゃんに、大きな影えい響きようが出てしまう。

　魔ま力りよくが低い子どもが誕たん生じようするんだ……。




　ねえ、女お王母陛さ下ま。

　魔力がとっても低い私は……望まれなかった子どもなのかな？




　私なんて、いらない王女なのかな……？











　　　　　×××




　夕ゆう刻こく。トレクワーズ王宮。王おう城じようから張はり出しているテラス。

　精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされた手すりに囲まれた、学校の教室ほどの大きさがあるその場所に恭きよう太た郎ろうはあぐらをかいて座すわっていた。片かた腕うでには唯ゆい一いつの私し物ぶつである朱しゆ塗ぬりの木刀を抱かかえている。

　最上階にある女王の間にほど近いこともあってか、かなり見晴らしが良い。だが、彼の視線は景色には向けられていなかった。

　木刀をいつでも構かまえられるように備そなえつつ、眼がん下かに広がるお城しろの窓まどや渡わたり廊ろう下かなどに油ゆ断だん無く視線を配っている。

「下着泥どろ棒ぼうめ……。絶ぜつ対たいに捕つかまえてやるからな……」

　身体測そく定ていから数時間が経けい過かしていたのだが、またもや王女の下着が盗ぬすまれる事じ件けんが発生した。ユフィナのぱんつが忽こつ然ぜんと盗まれてしまったのだ。

　が、恭太郎が下着泥棒の捕ほ縛ばくにやっきになっているのは、必ずしも義ぎ憤ふんだけが理由ではなかった。

「下着泥棒を捕まえて、なんとしてもユフィナの誤ご解かいを解とかなきゃ……」

　ちょっと怒おこり過すぎじゃないかと驚おどろくくらい、身体測定に忍しのび込こんだ恭太郎に対してユフィナは怒っていた。烈れつ火かの如ごとくという表ひよう現げんがぴったりな激げき怒どっぷりだ。

　その直後に発生した下着の窃せつ盗とう事件である。

　ユフィナは即そく座ざに恭太郎の許もとに怒ど鳴なり込んできた。

『恭太郎ッ!!　下着泥棒もあんたの仕し業わざなんでしょ!?　白はく状じようしなさい!!』

『なんでだよ!?　俺がそんなことするワケないだろ！』

『フン、女じよ装そうして身体測定に忍び込むようなドヘンタイだもん！』

『アレはピコル師し匠しように無む理り矢や理りやらされたって何度も説明したろ！』

『内心喜んでたんでしょ、スケベ！　ぱんつを盗とったのもあんたに違いないのよ！』

『身体測定のことは謝あやまるよ。でも、これまで俺を犯人扱あつかいしてこなかったのに……急にどうしたんだ？　そんなに身体測定を見られたことが腹はらに据すえかねたのか？』

『私はそのことを怒ってるんじゃないわよ！　……あーもう！　グダグダ言ってないで、早くぱんつを返しなさ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～いっ!!』

　怒鳴られても盗ってないものは返しようがない。

　というか、やってもいないヘンタイ行こう為いを詰なじられるのは心外の極きわみだ。

　売り言葉に買い言葉で、恭太郎は『犯人を捕まえてやる！』と言い放ってしまった。

　そんなワケで、見晴らしの良いこの場所へとやってきたのである。

「真犯はん人にんを捕とらえて疑うたがいを晴らさなきゃな。とはいえ……う～む……」

　腕組みをして、恭太郎は唸うなる。

「大見得を切ったはいいものの……、犯人がタイミングよく現あらわれてくれるとは限かぎらないよなあ……。どうすりゃいいんだろう？」

　そのとき──ふわふわ、と。

　恭太郎の目の前を、なにかが横切っていった。

　なにかは、大量のぱんつを抱かかえている──って、まさか!?

「タイミングよく現れた──ッ!?」

　ずんぐりとした白っぽい生き物が空を飛んでいた。

　一いつ瞬しゆん、アレスタかと思った。

　トレクワーズ王城の敷しき地ち内には恭太郎の他ほかにもう一人だけというか一匹ぴきだけ、男がいる。

　元は後ハー宮レム入りする予定の王仕だったが、敵てきの魔法を受けてトビカピバラに姿すがたを変えられてしまった少年──アレスタだ。

　トビカピバラとは耳の長い大きなネズミのような動物。名前の通り長い耳を羽ばたかせて空を飛ぶことができた。

　目の前を飛ぶ生物は、アレスタのようにも見えたのだが──

（でも、アレスタはぱんつ泥棒ではなかったはずだろ……？）

　女じよ性せいばかりの後ハー宮レムで、唯一の男の友人である彼は恭太郎のよき話し相手となってくれている。決して悪いヤツではないのだが……一つだけ欠点があった。

　有あり体ていに言うと非ひ常じようにエロいのだ。

　彼はノゾキ常習犯でもあるため、真っ先に下着泥棒の嫌けん疑ぎを掛かけられた。近この衛え騎き士し団だんによって縛しばり上げられ、身辺を徹てつ底てい的に調べあげられたのである。

　結果──アレスタは無む罪ざい。

　彼の部屋などから、下着類は一いつ切さい発見されなかった。

　また下着の盗まれた時間帯にアリバイもあった。その時間、ちょうど別の場所でノゾキ行こう為いに及およんでいたのである。

　アレスタ曰いわく、『僕はぱんつも好きだけど、中身の方がもっと好きなんだよ！　ふししししっ！』だそうで。

「アレスタでなければ、なんなんだ……？」

　テラスの手すりに駆かけ寄よった。中庭の上で羽ばたいている謎なぞの物体に目を凝こらす。

　白くてふわふわした綿わた毛げに包まれている、全体的に寸すん詰づまりのずんぐりとした生き物だ。顔つきはどことなく犬っぽい──が、ふさふさと白い毛が生えた翼つばさが背せ中なかから伸のびている。

「キャウ～～……」

　なぜか寂さびしげにも聞こえる声で一声鳴いて、《羽の生えた犬（？）》は下着を抱えて飛んでいってしまう。

「ま、待て！　それを置いていけ！」

　慌あわててテラスから身を乗り出して手を伸ばすが、当然届とどかない。相手が空を飛んでいるのでは追いかけようがなかった。

「くそっ！」

　恭太郎はテラスを飛び出し、王宮の廊ろう下かを走る。見失わないようにしなければ！

　ところが、すぐに追つい跡せきは中ちゆう断だんされてしまった。

「あっ、恭太郎さまっ。こんなところにいらっしゃったんですねっ。お話ししたいことがあるんですっ」

　レイシアが小走りに駆けてきたのだ。それだけで巨きよ大だいすぎる爆ばく乳にゆうがぽよんぽよんと揺ゆれている。しかも、胸むな元もとが大きく開いたドレスを着ているから──って、思わず見み惚とれてる場合じゃない！

「すまないレイシア、ちょっと急いでるんだ！　下着泥どろ棒ぼうの、」

　すると──ぶわわゎっ！

　レイシアは大きな瞳ひとみに涙なみだを浮うかべた。この世の終わりが来たみたいに、絶ぜつ望ぼう的な表ひよう情じようになってしまう。

「話もしたくないなんて……。やっぱり、嫌きらわれてしまったんですね……」

　って、なんだよ、このリアクション!?　俺おれなんか悪いことしたか!?

　空飛ぶ謎の生物を追いかけたいところだったが、こんな姿を見せられては無む視しするワケにもいかない。

「レイシアを嫌ったりしないよ。嫌う要よう素そもないだろ？」

「ですが……嫌われても仕方がないようなコトを知られてしまいましたし……」

　悲しげに涙を溜ためながらも、レイシアは頬ほおを真っ赤に染そめた。

「嫌われても仕方がないコト……？」

「本日の身体測そく定ていで……ピコルさまが問もん診しんをなさっているときに……あぅあぅ……」

　もちろん、レイシアの口から出た爆ばく弾だん発言は忘わすれたくても忘れられない。

　それは『レイシアは、ときどき恭太郎を思い出しつつひとりえっちする』という、衝しよう撃げき的な内ない容ようだ!!

　第二王女は爆乳の前で両手の人差し指を突つき合わせながら、

「まさか聞いてらっしゃるとは思わなくて……。恭太郎さまがご気分を悪くなさったんじゃないかと心配で心配で……」

　レイシアはオトナっぽく思えるが、まだ一五歳さいの年とし頃ごろの女の子なのだ。

『ひとりえっちしてる』なんて知られれば、気になって仕方がないだろう。

　ぱんつを抱かかえた謎の生物も気になったけれど、今にも泣きそうなレイシアをなんとかしてやりたかった。

「女じよ装そうして忍しのび込まされてた俺の方が悪いんだ。盗ぬすみ聞きするようなマネしちゃって申し訳わけなかったよ」

　頭を掻かきながら、恭太郎は言葉を選びつつ謝あやまった。

「それに、なんというか……レイシアがそーゆーコトしてるって知っても、決してイヤじゃないから安心してくれ」

　変化は劇げき的であった。

　まるで大輪の花が開いたように、レイシアの表情が明るくなったのだ。

「恭太郎さまぁっ！」

　感極きわまったみたいに、第二王女は恭太郎の腕うでに抱だきついてきた。

　もにゅにゅっっっ♡　──大きな胸むねに恭太郎の二の腕が埋うもれてしまう。

「れれれ、レイシアっ!?」

「よかったですっ！　嫌われてしまったんじゃないかと不安で死んでしまいそうだったんです！　恭太郎さまはやっぱりお優やさしい方ですっ!!」

「大げさだよ、あはは」

　本当に不安だったんだろう。レイシアは安あん堵どの表情で恭太郎の腕に抱きつきまくる。

　爆乳が当たりまくってるよ！　しかも、胸が開いたドレスだから目のやり場に困こまりすぎる!!　胸の谷間が目の前にっ!!

「うふふ、狼ろう狽ばいしてしまってすみませんでした。お恥はずかしい限かぎりです」

　もう二度と放はなさないって決めたみたいに恭太郎の腕に抱きついたまま、レイシアは目の端はしに浮かんだ涙を指先で拭ぬぐった。満面の笑えみを浮かべる。

　まにょん♡　もにょん♡　むにょん♡　ぷにょん♡

　うわああ、柔やわらかくて気持ちいい…じゃなくて！　離はなれてくれええ!?

「ところで、恭太郎さま？　もう一つ、お尋ねしたいことがあるんです。もうすぐ《サンキスタの祝祭》というイベントが……」

「コラ──────ッ!!」

　第二王女の質しつ問もんは途と中ちゆうで遮さえぎられた。

「恭太郎！　この私に無む断だんでいなくなるんじゃありませんわ！　私が捜さがしているときは部屋にいるようになさいっ！　この愚おろか者！」

　肩かたの出ている黒いドレスを身に纏まとったエリスがヒールを鳴らしながら駆かけ寄よってきて、恭太郎を引っ張ぱった。レイシアを無む理り矢や理り引きはがす。

「きゃっ！　エリス、なにをするんですかっ！」

「それはこっちのセリフですわ、お姉さまっ！　私の許きよ可かなく恭太郎にくっつかないでくださいましっ！」

「？？？　エリスの許可がなくては、恭太郎さまにくっついてはいけないんですか？」

　問い返されるとは思っていなかったのか、エリスは焦あせったように口をパクパクさせた。

「え？　いや、それはその……。かかか、勘かん違ちがいしないでくださいましねっ！　べ、別に、恭太郎を独ひとり占じめしたいとか、そーゆー意図ではありませんのっ！　そんなことより、恭太郎！　こっちへいらっしゃい！」

　誤ご魔ま化かすみたいにまくし立てて、第三王女は恭太郎の耳を引っ張って歩き出した。

「痛いたたたた!?　耳がもげるって!?」

「黙だまって来ればいいんですわっ!!」

　エリスに連れて行かれたのは、王宮にいくつもある食堂の一つだった。

　卓たつ球きゆう台を縦たてに五つほど並ならべたほどのサイズがあるテーブルの前に強きよう制せい的に座すわらされる。

　テーブルの上には──ショートケーキにチョコケーキ、レアチーズケーキにベイクドチーズケーキ、モンブラン、シュークリームにエクレア、いちごパフェにチョコレートパフェ、ドーナツ、クッキー、ブラウニー、ワッフルなどなどなどなど。

　さまざまな洋よう菓が子しがひしめくように並んでいた。そのカラフルさは宝ほう石せき箱をひっくり返したかのようだ。

「来たれ！【裁デ切スり・サのイ鎌ス】」

　一いつ瞬しゆんでエリスの手に巨きよ大だいな鎌かまが出しゆつ現げんした。鋭するどい刃やいばを恭太郎の首元に突つきつけてくる。

「これからあなたには、全すべてを味見してもらいますわ」

「いいっ!?　こんなにたくさん!?」

　俺は甘あまいモノは苦手なんだが……。

　想そう像ぞうしただけで胸焼けしそうになるが、続く言葉を聞いて食べざるを得なくなった。

「テーブルの上のスイーツはどれも、この私が作ったのです」

「これ全部、エリスが作ったのかよ」

　意外、と言ったら怒おこられてしまうだろうが、この高こう慢まんちきなお姫ひめさまは家事全ぜん般ぱんが得意なのだそうだ。旅行先で作ってくれたお弁べん当とうも、とてもうまかった。

　エリスはフンと鼻を鳴らして、ドリル状じようの縦ロールを手で払った。

「殿との方がたに食べ物を作って差し上げるときは、『裸はだかエプロン』で作るのが作法と聞き及およびましたの。仕方がありませんから、ちゃんと作法に則のつとって作りましたわ」

　つーか、裸エプロン姿すがたを見せなきゃ意味ないんじゃないか、それは……？

　見せられても困こまるだけだから、むしろ助かったけども。

「この私に、そんな恥ずかしい格かつ好こうまでさせたのです。あなたには全てを食べる義ぎ務むがありますの!!」

　ほとんど言いがかりに近い発言だが、神しん妙みような顔で頷うなずいた。

　たとえ甘いものが苦手であろうと、自分のために作ってくれたとなれば食べないわけにはいかない──恭太郎は、そういう男なのである。

　テーブルの上に用意されていたフォークを握にぎりしめる。

　コクン、と。恭太郎の耳にも生なま唾つばを飲む音が聞こえてきた。

「こ、心して食べなさい！　この私への感かん謝しやと屈くつ従じゆうの気持ちを忘わすれてはなりませんわ！」

　偉えらそうな口調だが、表ひよう情じようはどことなく心配げだ。

　なんとなく恭太郎まで緊きん張ちようしてしまいながら、ショートケーキを一口食べてみる。

　スポンジはふわふわで、クリームの甘さもほどよくて。素人しろうとが作ったとは思えない出で来き映ばえだ。

「……うん。すごくうまいよ！」

「はあ、よかった……。お菓子を作ったのは久しぶりでしたから不安でしたの……」

　安あん堵どの息を吐はいたエリスは、ハッと我われに返った。

「わ、私が作ったんですから美お味いしいのは当然ですの！　一通り全て食べなさい！　そして、どれが一番美味しかったか教えるのですっ！」

「どれが一番か？　どうしてそんなこと……？」

　質しつ問もんの答えを聞くことはできなかった。

「恭太郎おにいちゃ～～～～んっ！　とうっ!!」

　元気でおませな第五王女が食堂に飛び込こんできて、恭太郎の膝ひざの上に座すわったのだ。

「っていうか、メルルちゃん!?　なんだよ、その格好は──ッ!!」

　白いロングブーツ＆二の腕うでまで覆おおっている同色の革かわ手て袋ぶくろ。そして、テニスルックみたいな白いミニスカート──そこまでは普ふ通つうの服ふく装そうと言えなくもないだろう。

　だが、それ以外の部分が、白いレースの下着にしか見えなかったのだ！

　ぺたんこの胸むねを覆っているのは白いレースのブラ。そして、下にはいているのは、かなりきわどいところまで見えちゃってるローレグ気味のレースのぱんつ!!

　……え？　なんでスカートをはいてるのに、ぱんつが見えてるかって？

　スカートが短すぎ＆深いスリットが入りまくりで、ちょっと動いただけで中が見えてしまうのだ。

　当然、かわいいオナカも見えまくりで……そんな格好で膝の上に乗らないでくれー！

　肩かた越ごしに振ふり返って、メルルちゃんは嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「えへへ、可か愛わいい格好でしょ？　これはねー、《禁きん呪じゆ詠えい唱しよう☆ガイルーン》が映えい画が化された時に同時上映されてた《シオルのいちにち》で、主人公のお姫さまが着てた戦せん闘とう服なんだよー」

《禁呪詠唱☆ガイルーン》ってのは、メルルちゃんが欠かさず観みてるアニメだ。映画化もされてるんだなあ。知らなかった。って、感心してる場合じゃねえええええええ!!

　恭太郎を誘ゆう惑わくするみたいに、パチリ☆とウィンクしてみせる。

「この格好、どことな～く下着みたいに見えるでしょ？　恭太郎おにいちゃん、こーゆーの好きかなぁと思って着てみたんだぁ♡」

　アニメが好きなメルルは、コスプレも大好き。日本で言うところのオタクっ娘こなんだ。

「っていうか、なんで俺が下着好きなんだよ!?」

「だって、身体測そく定ていに忍しのび込んでたぐらいだしー。ぱんつ盗とっちゃったのもおにいちゃんなんでしょ？」

「違ちがうって！」

「いいんだってばぁ。メルルは恭太郎おにいちゃんのお嫁よめさんなんだよ？　もっと素す直なおになってよぅ♡」

　ちょっぴり頬ほおを染そめて、メルルちゃんは恭太郎に耳打ちしてきた。

「ぱんつが欲ほしくなっちゃったら、メルルに言ってね♡　恥ずかしいけどぉ……おにいちゃんになら脱ぬぎたてのホカホカを、あ・げ・る♡」
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　どなたか、お願いします。このオマセっ娘を黙だまらせてください……。

「メルル！　なにを恭太郎にくっついてるんですの！　膝から降おりなさい！」

「いーじゃーん。恭太郎おにいちゃんは、みんなの旦だん那なさまなんだから♡　それにしても美味しそうだね、このお菓か子し。ちょっと食べちゃお♡　もぐもぐ……。美味しいっ!!　ほっぺが落ちちゃいそう～～～っ!!」

「メルルちゃん！　膝の上で悶もだえないでくれっ！　おしりが当たってるって～!?」

「そ、それは恭太郎のために作ったんですのよ!?　食べてはダメですの！」

「《サンキスタの祝祭》が近いからでしょ？　エリスおねえちゃんだけ、抜ぬけ駆がけしちゃダメだよぅ。みんなでお祝いしなきゃね♡　というわけで、これはメルルがぜ～んぶ食べちゃいます。ひょいぱく、ひょいぱくっ！　おいすぃ～～～っ♡♡♡」

「ダメダメダメ～～っ！　ダメですの～～っ！」

「うわあ、エリス！　鎌かまを振り回すな！　かすめた！　ちょっとかすめた！」

「恭太郎さまっ！　まだお話の途と中ちゆうですよ～！」

「って、レイシアまで!?　お、おいっ、腕に抱だきついて来ないでくれ！　柔やわらかいものが当たってるって～～～っ!?」

　今日も今日とて、トレクワーズ王宮に恭太郎の悲鳴が響ひびき渡わたるのだった──……







　そんな姫ひめ君ぎみ＆王仕さまの姿すがたを柱の後ろに隠かくれてみている影かげがあった。

『ア、あいつラ、すげぇナ……』

「こんなことしてるんだね……」

　メガネをかけた王女さまと、その頭の上に乗った銀ぎん髪ぱつのお茶くみ人形──アルト＆ペトロシュカである。

　二人はほっかむりをしていた。ペトロシュカはサングラスも装そう備びしている。

『……ていうカ、この格かつ好こう、怪あやしすギじゃないカ？』

「せっかくのスパイ活動だから、それらしい格好をしようと思って……ヘンかな？」

　私、しょっちゅう隠れて見てるんだけど、今日は気合いを入れようと思って！　──なんて真顔で言いつつ、アルトはほっかむりの結び目を締しめ直している。

『アルトガいいナラ、それデいいヤ。ツッコムのもめんどくセェ』

　ため息を吐つくように、ペトロシュカは蒸じよう気きを吐はき出す。

『それデ？　参考ニなったカ？』

「バッチリだよ！」

　第四王女はビッと親指を立てた。ほっかむりの下のメガネがキラリ☆と輝かがやく。

「姉さまやメルルが、どんな風に恭太郎さまにアタックしてるのか、だいたいわかった！」

『じゃあ、さっそくマネしようゼ！」

　これこそ、お茶くみ人形が授さずけた策さくである。

　ペトロシュカが名付けた作戦名は──《アルトのマネっこ大作戦！》

「うんっ。がんばるっ！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、むんっと両手でガッツポーズをする。

　アルトにしては非ひ常じように珍めずらしいことに、メガネの奥おくの瞳ひとみにはメラメラと熱い炎ほのおが燃もえているのだった。





　　　作戦☆その１──レイシア姉さまをマネっこ！






「ヘンじゃないかな？　ヘンじゃないかなぁっ？」

　後ハー宮レム。廊ろう下か。柱の陰かげ。

　アルトは何度も同じことを、頭の上に乗っかってるペトロシュカに尋たずね続けていた。

『大だい丈じよう夫ぶダヨ、自信持てッテ！』

　いささかウンザリしたようすで、お茶くみ人形は励はげます。

　それでもアルトは不安な気持ちを抑おさえられなかった。

　そーっとカラダを見下ろしてみる。自分の胸むな元もとに見み慣なれないもの──くっきりとした胸むねの谷間が姿すがたを現あらわしていた。

　胸の開いたドレスを着たレイシアお姉さまを前にすると、恭太郎さまはすごくドキドキしてるみたいだった。懸けん命めいに見まいとしているけれど、お姉さまの胸の谷間をチラチラ見ちゃってたし。

　幸い、アルトも胸は大きい方だ。

　どんどん大きく成長しちゃう自分のおっぱいが恥はずかしくて大だい嫌きらいだったけれど……恭太郎さまが喜んでくれるなら……。

　レイシアをマネして、アルトは胸の開いた服ふく装そうで恭太郎に近づいてみるつもりだった。

　ところが、である。

　自分の部屋で胸の開いたドレスを探さがしたアルトは絶ぜつ望ぼう的な気分になった。

（胸が開いた服なんて一着もないよ～～っ！）

　持っているのは魔ま法ほう使いのお婆ばあさんが着るローブみたいな暗い色合いのロングドレスだけ。我われながら実に野や暮ぼったい。

　ベッドの下にしまってあるトランク──アルトはトランク一つに収おさまるほどしか服を持ってないのだ──を前に、アルトはがくーっと項うな垂だれることになってしまった。

（うぅ。私、女の子として失しつ格かくかもしれない。もっとオシャレとか気にすればよかった。もうダメだ……。おしまいだよ……）

　涙なみだ目めでヘコんでいたら、ペトロシュカがトランクの奥おく底そこから白いシャツを引っ張ぱり出した。幼よう年ねん学校の頃ころに制せい服ふくとしてブレザーの下に着ていたものだ。

『これならいけるゼ！　ボタンヲ目め一いつ杯ぱい開けるンダ！』

「な、なるほど！　ナイスアイデアだよ、ペトロシュカー！」

　そんなこんなで。

　アルトは幼年学校の頃に着てた白いシャツを身につけ、恭太郎に見せるために後ハー宮レムへとやってきたのである。

　丸まる襟えりなのがちょっぴり子どもっぽいけど、学校のワッペンは外してあるから、普ふ通つうの服に見えなくもない。

　だけど、問題もあった。

　ものすごく胸が苦しかったのだ。

　幼年学校を卒業してから二年しか経たってないのに……。思った以上におっぱいが成長しちゃってるんだろうな……。

　しかも、ボタンを上から三つも開けてあるから、今にも胸がこぼれてしまいそうだ。

　私の胸なんかで恭太郎さまは喜んでくれるのかな……？

　笑われちゃったりしないかな……。不安だよぅ……。

『……ア、恭太郎ガ来たゾ！』

　後宮のたった一人の王仕さまは、なにかを捜さがすようにキョロキョロしてる。

「そそそ、それじゃ……行ってくるね！」

　ついつい勝手に逃にげ出しそうになる足に力を込こめた。

　恭太郎の前に飛び出す。

「あああああああ、あのっ、恭太郎さまっ！」

「ん？　アルトちゃん、どうしたの？」

　どどどど、どうしようどうしよう!?　か、隠かくれなきゃ！　って、隠れちゃダメー！

　足はガクガク。瞳ひとみはグルグル。唇くちびるはぷるぷる。汗あせがだくだく。

　ただでさえ猫ねこ背ぜ気味なのに、恥ずかしさのあまり余よ計けいに背中を丸めてしまう。

「後ハー宮レムの方に来るなんて珍めずらしいね。俺おれになにか用事かな？」

「こここ、こんにちは。本日はお日ひ柄がらもよく……」

　なに挨あい拶さつしてるの、私ってばー!?　うわーん、ヘンなコだって思われちゃうよー！

　助けを求めて、ペトロシュカの方を見る。

　お茶くみ人形は口をパクパクさせつつ、拳こぶしを突つき上げてる。たぶん、『イケ！　そこダ！　押おし倒たおセ！』とか叫さけんでるんだ。ムリに決まってるよー！

「あ、そうだ。アルトちゃん、この辺りで妙みような生き物を見なかったか？　白い毛が生えた動物なんだが……」

「み、見てませんけど……」

「そうか……。じゃあ、こっちには来てないのかな……」

　ブツブツ呟つぶやいていた恭太郎が、急に「うっ！」と声を上げた。

　不自然にそっぽを向く。その頬ほおは赤く染そまっていた。

　視し線せんを逸そらしているのだけど、黒目だけを動かしてチラチラとこっちを見てる。

　男の子は気付かれていないと思ってるかもしれないけれど、女の子は思った以上に敏びん感かんに視線を感じているものだ。

　当然、アルトも恭太郎の眼まな差ざしを感じることができた。

　恭太郎さまの視線は──わ、私の胸むねを見てるー!?

　王仕さまは懸けん命めいに見ないように努力しながらも、胸の谷間が気になって仕方ないようだ。

　私なんかでもドキドキしてくれてるんだ……。すっごくうれしい……！

　生まれて初めて、アルトは自分の胸に感かん謝しやした。

　お風ふ呂ろに入るたびに『ちっちゃくなーれ』っておまじないしてごめんね！　もうしないからね！　ビバ☆私の胸！

　視線だけ動かしてペトロシュカを見る。銀ぎん髪ぱつの人形は両手を交こう互ごに振ふり上げて、『ＧＯＧＯ！　もっとアピールシロ！』なんて小声で叫さけんでる。

　よ、よぉし！　もっと頑がん張ばってみようっ！

　猫背気味な背中に力を込めて、ぐぐっと胸を張はってみた。

　恭太郎の方に胸の谷間を見せつける。

　その刹せつ那な──ぱちぱちぱちんっ！

　連続的に胸むな元もとでなにかが弾はじけた。

　直後、苦しかった胸が急に楽になる。

　……ほえ？　いったいどうしたんだろう？

　自分のカラダを見下ろして──

「きゃあああああんっ！」

　アルトは悲鳴を上げた。

　窮きゆう屈くつなシャツを着て胸を張ったせいで、ボタンが全部弾けて飛んでしまったのだ！

　当然、ブラは丸見え！

　押さえつけていたシャツがなくなったから、二つの丸みがぽよよんと揺ゆれている。

「み、見ないでくださーいっ！」

　慌あわてて胸元を腕うでで隠かくしたけれど。

　すぐに恭太郎には見ることができないって気付いた。

「ぐぉあー！　目がぁー！　目がぁー!!」

　弾け飛んだボタンが──恭太郎さまの両目にハマってるー!?

「ごごごごご、ごめんなさーいっ!!」





作戦☆その１──失敗！　
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　　　作戦☆その２──エリス姉さまをマネっこ！






『ヒューヒュー！　えろいゼ！　えろスぎるゼ！』

　王宮。厨ちゆう房ぼう。作業台の上。

　ちっこいエプロンを着けているペトロシュカが、冷やかすみたいに口笛を鳴らした（正せい確かくに言うと、笛吹きケトルと同じ原理で蒸じよう気きによって音を鳴らしてるんだけど）。

「やめてよ、ペトロシュカ！　恥はずかしいんだからっ！」

　真っ赤になってる頬を、アルトは手で扇あおぐ。

　赤面してしまうのもムリはないなって、自分でも思う。

　アルトはとんでもない格かつ好こうをしているのだ。

　エリスの言葉を思い出す。

　──殿との方がたに食べ物を作って差し上げるときは、『裸はだかエプロン』で作るのが作法と聞き及およびましたの。

　姉たちをマネっこすると決めたアルトは、エリスの行動も正確に模も倣ほうしていた。

『コノ格好ヲ見せないナンテ、もったいないゼ！』

　ペトロシュカはアルトが着けているフリルがいっぱいついたエプロンをめくりあげる。

　ふわぁっと脚あしの付け根に風を感じて、

「きゃあああんっ！」

　アルトは悲鳴を上げ、エプロンの裾すそを押さえてしゃがみ込んだ。

　彼女は裸エプロン状態──フリフリなエプロンの下は全ぜん裸らなのだ!!

　ぱんつすらはいてないから、すーすーするどころの騒さわぎじゃないよー！

　ちょっと動いただけで胸が横から見えちゃいそう……っていうか、おっぱいの丸みがほとんどハミ出しちゃってるしー！

　アルトに付き合って裸エプロンになってるペトロシュカが呆あきれたように腕組みした。丸い肘ひじの関節が剥むき出しになってる。

『オレヲ見習っテ堂々トしろヨ』

「ペトロシュカは人形でしょ!?」

『オレだって、オトメだゼ？』

「一人にん称しようがオレのくせにー！」

『作ったノハ、アルトダロ』

　涙なみだ目めで睨にらみ付けるご主人さまを眺ながめて、お茶くみ人形は口から蒸気を吐き出した。

『ヤレヤレ……本気デ恭太郎ガ好すきナンダナ……。恥ずかしがり屋ノくせニ、そんな格好するナンテ……』

　アルトはますます自分の頬ほおが赤くなってしまうのを感じた。

「す、少しでも恭太郎さまが好きになってくれるなら……頑張れるもん……」

　ちっちゃい声で呟つぶやきながら、アルトは立ち上がる。火ほ照てった頬を少しでもクールダウンしようと手の甲こうで触ふれながら、

「それに、この格好を誰だれかに見せるワケじゃないからね」

　作ったお菓か子しを食べさせるとき、エリス姉さまは普ふ通つうのドレスを着ていた。調理中だけ裸エプロンになればいいってことだろう。

　厨房にはアルトとペトロシュカしかいない。調理担たん当とうの女官には別の厨房を使うようにお願いしてある。入り口にはちゃんと鍵かぎを掛かけたから、誰かに見られちゃう心配もない。

　人一倍照れ屋なアルトだったけれど、見られないなら耐たえられる気がした。

『見せなきゃ意味ガない気もするケド……まあ、いいカ！　お菓子ヲ作ろうゼ！』

「うんっ。恭太郎さまに喜んでもらおう！」

『……ところデ、お菓子ナンテ作ったコトあるノカ？』

「ないよ」

『ダアアアア……』

　キッチンの作業台の上で、ペトロシュカがすっ転んだ。小さなエプロンがまくれあがり、おしりの辺りにある余あまったお湯を抜ぬくためのコルクの栓せんが見えてしまう。

『大だい丈じよう夫ぶなのカヨー！』

「だ、大丈夫だよっ。私、手先だけは器用だもんっ！」

『心配ダナー……』

「平気だってば！　実はね……ヒミツ道具も用意してあるんだよ！　じゃじゃーん♪」

　物もの陰かげから一ひと抱かかえもある機械を取り出した。ドスンと作業台の上に置く。

　ドラム缶かんに目鼻とペンチみたいな手がついた、ヘンテコなマシンだ。口元＆オナカに引き出しがついている。

『……なんだコイツ？』

「全自動ケーキ製せい造ぞうマシンだよ！　名前はポチョムキン！」

『…………。ツッコミどころガ多すぎるんダガ……機械ニ任まかせたラ、手作りジャなくなるんじゃナイカ？』

「ほえ？　ポチョムキンは私が作ったんだから……このコが作ったケーキは、私が作ったってことになるよねっ？」

『ならねぇヨ！　つーか、機械なんかニケーキガ作れるノカ？』

「お茶くみ人形がなに言ってるの！　このコはペトロシュカの弟なんだから、仲良くしなさい！」

『こんな弟は嫌いやだヨ！　スクラップ置き場ニ帰レ！』

　怒ど鳴なるペトロシュカに構かまわず、アルトはメガネのレンズを輝かがやかせた。

「それじゃ、恭太郎さまのためにケーキを作ろうっ♪」

　物静かなアルトだけれど、新しいマシンに命を吹ふき込む瞬しゆん間かんだけはテンションがあがってしまうのだ。

　満面の笑えみで、ポチョムキンのスイッチに手を伸のばす。

「ポチョムキン、機動！　スイッチオン！　ぽちっとな♡」

　ピガ～～～～～～っ！

　両目が光り輝き、ペンチの先せん端たんみたいな手がクルクルと回転する。引き出しになっている口が音を立てて開いた。

『おおー、動いタ！　どうやっテこいつハ、ケーキヲ作るンダ？』

　小麦粉やたまご、生クリームやフルーツなどなど、ケーキの材料を作業台に並ならべながら、アルトは答える。

「口の中に材料を入れると、オナカの引き出しからケーキが出てくるんだよっ！」

『顔トカ、手トカ……関係なくネ？』

「うんっ。飾かざりだよっ！」

『言い切っタ!?』

「ついてた方が可か愛わいいでしょ？　あ、ペトロシュカにもペンチみたいな手、もう一本つけてあげようかっ？」

『勘かん弁べんシテくださイ。マヂデ……』

「きっと便利なのに……」

　割わりと本気で残念がりつつ、アルトはポチョムキンの口にケーキの材料を流し込こんでいく。

　咀そ嚼しやくするみたいに引き出しを開け閉しめしつつ、ケーキ製造マシンは材料を飲み込んでいった。

「これでＯＫ♪　後は五分ほど待てば、ポチョムキンのオナカの引き出しからケーキが出てくるんだよ！」

『よくできてるナ！　ネーミングハともかくとシテ！』

　ポチョムキンの内部からは、軽やかな作動音が響ひびいている。

　それに合わせて鼻歌を歌いながらアルトはケーキの完成を待った。

　しかし──すぐに、その表ひよう情じようは曇くもってしまう。

　五分経たっても、一〇分経っても、オナカの引き出しが開かなかったのだ。

　点てん滅めつを繰くり返した両目は消灯してしまい、ペンチみたいな両りよう腕うでもダラリと垂たれ下がっている。作動音もまったく聞こえてこない。完全に沈ちん黙もくしていた。

『動いてないゾ？』

「どうしちゃったんだろ……故こ障しようかな？　大急ぎで作ったからなぁ……」

『オレニ任せロ！　直してやるゼ！』

　お茶くみ人形はちっこい両手を振ふり上げた。

『オイコラ！　動ケ！　ポンコツ！』

　ケーキ製造器の胴どう体たいをポコポコ叩たたく。

「ペトロシュカ！　乱らん暴ぼうはダメだよ！」

『壊こわれタ機械ハ、叩けバ直るンダヨ！　コラ、動ケー！』

　ぽこーんっ☆──エプロンを翻ひるがえし、ペトロシュカはポチョムキンに跳とび蹴げりを入れた。

　すると──ピガ～～～～～～っ！

　ケーキ製造マシンから作動音が響いた。

「あ、動いた！」

『ナ？　オレノ言ったとおりダロ？』

「でも、なんか動きが激はげしいような……？」

　両腕を振り回し、両目が高速点滅してる。やがて、口とオナカの引き出しが凄すさまじい速度で開かい閉へいをはじめて──大惨さん事じが起こった。

「きゃああああああああっ!?」『モギャアアアアアアアッ!?』







「あの生き物はどこへ消えたんだ……？」

　恭太郎は《羽の生えた犬（？）》を探して、王宮の廊ろう下かを彷さ徨まよっていた。

　そのとき絹きぬを裂さくような女の子の悲鳴が聞こえた。

「この声は……アルトちゃん!?」

　ひょっとしたら、あの謎なぞの生物に襲おそわれたのかもしれない！

　悲鳴が漏もれて来た部屋へと駆かけつけた。

　頑がん丈じようそうな木もく製せいの扉とびらにはしっかりと鍵かぎが掛かかっていたが──

　恭太郎は朱しゆ塗ぬりの木刀を構かまえ、ゆっくりと腰こしを落とした。




「神かみ来く流剣けん術じゆつ・一の太た刀ち──鬼き哭こく!!」




　空を裂く鋭するどい音と共に、木刀が振り下ろされる。

　バズーカ砲ほうでも撃うち込んだように、ドアノブが吹ふき飛ぶ！

　扉を蹴破やぶり、恭太郎は室内に入った。

「なんだ、これは……？」

　辺りにはもうもうと白い粉が漂ただよっている。

　粉を手で払はらいのけながら、部屋の奥おくへと入っていった。

「ケホケホ……」

「アルトちゃん、無事か!?」

　微かすかな咳せきが聞こえた方向へ、白い煙けむりの中を進んでいって──

「ぬおあっ!?」

　第四王女を発見した恭太郎は目玉が飛び出るかと思った。

　床ゆかにしりもちをついて目を回してるアルトは──裸はだかエプロン状じよう態たいだったのだ!!

（し、しかも……なんだこりゃあああ!?）

　エプロンの肩かた紐ひもがずれて……むむむ、胸むねが出ちゃってるよ!?　それに、前掛け部分もまくれちゃってるし！

　彼女は下着をつけてない。本来なら、女の子の大事な部分が露ろ出しゆつしちゃってるところなのだが……クリーム＆生たまごがうまい具合に飛び散っていて、辛かろうじて見えてはいなかった。

　いいぞ、クリーム！　ナイスディフェンス！

　……って、そんな風に褒ほめると思ったら大間ま違ちがいだ！

　恭太郎はウィッチェリア大たい陸りくの全土に響くような声で叫さけびたい気持ちに駆かられた。

　むしろ、見えない方がエロいって～～～～～～～っっっ!!

　胸の先せん端たん＆本来ならぱんつで隠かくれてる部分、そしてメガネのレンズや髪かみの毛などに、白っぽい液えき体たいが飛び散りまくってるのだ。胸の谷間をなぞるように、とろ～りと白いものが糸を引いている。

「きょう…たろ……しゃま……」

　メガネの奥の瞳ひとみをグルグルさせながら、第四王女が呟つぶやく。

「ぽちょむきん……壊れちゃい……まし……た……」

　ぽてんっ──アルトが気を失って倒たおれるのと、

　ぷばぁっ！　──恭太郎が鼻血を噴ふいて卒そつ倒とうするのが、

　ほぼ同時のことであった。





作戦☆その２──大失敗！　







　　　作戦☆その３──メルルをマネっこ！



「ムリムリムリムリ！　ムリだよ～～～～っ!!」

　アルトは後ハー宮レムにある男だん性せいの裸ら像ぞうにしがみついて、ブンブンと首を横に振ふった。

　アルトのショートカットの髪の上に乗っかっているペトロシュカが、ぽこぽこと頭を叩たたく。

『怖おじ気づくナ！　頑がん張ばれヨ！』

「だって～！　こんな格かつ好こう、恥はずかしすぎるよ～！」

『シャツノ胸ヲ開けテ迫せまったロ？　それト同じダヨ！』

「全然違うよ！　そんなの比くらべものにならないよー！」

　メルルはコスプレ姿すがたで恭太郎に迫っていたから、アルトもそれをマネしてみることにした。彼女はコスプレ衣い装しようなんて持っていないから妹姫ひめに借りたのだが──涙なみだ目めで自分の服ふく装そうを見下ろす。

　これはアニメに出てくる女騎き士しの衣装だそうだ。

　竜りゆう鱗りんをかたどった籠こ手て＆肩かた当あて、ドラゴンが彫ほられたバックルのついたベルト、ユフィナ姉さまが持つような大きな剣けん、渋しぶい色合いのロングブーツ。シャボン玉の表面みたいな不思議な風合いを持つシースルーなマント──これらはまだいい。アルトもカッコイイなって思う。

　だが、それ以外が問題だ。

　胸を覆おおう白い布ぬの地じ＆白いスカートが凄すさまじく小さかったのである。

　胸を覆っている布地からは、どんなに頑張って隠かくそうとしても、おっぱいの下半分がはみ出してしまっていた。しかも、ブラを着けていないから、ぽちっとなにかが浮うき出してしまってる。

　スカートも短すぎて大変なことになってる。真っ直ぐ立っているだけで、ぱんつがちょっぴり見えてしまうのだ。
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　元々、メルルが自分のために作ったものだって言ってた。だから、小さいのもムリはないんだけど……。ううううう……。

　マントを抱だき寄よせて身か体らだを隠しながら──シースルーだから丸見えだけど──アルトは泣き言を言い続ける。

「恭太郎さまが見たらヘンに思うよ～！　やっぱりやめた方がいいんじゃ……!?」

『アピールするッテ決めたノハ自分ダロ!?』

「でも～～～……」

『でもじゃネエヨ！』

　口をパカッと開いて、お茶くみ人形は思い切り湯気を噴ふき出した。

『アルト！　自信モテ！　おまえハイケてるヨ！　かわいいヨ！　セクシーダヨ！』

「本当に……？」

『そうとモ！　恭太郎ハ、アルトヲ好きニなっちゃうヨ！』

「恭太郎さまが私のこと……」

　ぽわわわん──一いつ瞬しゆんだけ、アルトは夢ゆめ見るような表ひよう情じようになった。けれど、すぐに我われに返って首を横に振る。

「そんなワケないよ！　むしろ、嫌きらわれちゃうかも!?」

『ホラ、恭太郎ガ来たゾ！』

　王仕さまが後ハー宮レムの階かい段だんを上ってくる。

　恭太郎はやっぱり格かつ好こう良くて──どきーん！　──アルトの心しん臓ぞうが飛び上がった。

「や、やっぱりムリだよー！」

　カラダが勝手に逃にげだそうとする。

『待テ！　逃げるナ！』

「痛いたっ!?　髪かみを引っ張ぱらないで！」

『覚かく悟ごヲ決めろヨ！　トリャー！』

　頭の上に乗っていたペトロシュカが、飛び降おりざまにアルトの背せ中なかを蹴けっ飛ばした。

「きゃわわわっ!?」

　前のめりにつんのめって、アルトは恭太郎の前に飛び出してしまう。

　第四王女は服装のコトばかりが気になっていて、大切なことを失念していた。

　彼女は元来、ものすご～～～～くドジなのだ。

　バランスを崩くずしそうになって、慌あわてて踏ふみとどまろうとした。

　そのとき──ぎゅむっ。

「……ほえ？」

　思いっきりマントの裾すそを踏んづけてしまう。

「ふにゃああああああ!?」

　両足がつんのめり、さらにバランスを崩した。勢いきおいよく恭太郎に向かって突つっ込こむ！

「あ、アルトちゃん──ごわっ!?」

　勢い余あまって、階段を上りかけていた王仕さまに体当たり!!

　とっさに恭太郎は受け止めてくれたけれど──

「うおおおおっ!?」「きゃああああっ!?」

　二人一いつ緒しよに階段を転げ落ちてしまう。

「う～～～ん……」

　なにがどうなったのか、アルトにはよくわからなかった。

　気がついたら、床の上にヘタりこんでいた。足を崩した正せい座ざみたいな感じで座すわってる。

　恭太郎さまは無事なのかな？　謝あやまらなきゃ……。

　でも、恭太郎さまがいない。どこにいるんだろ？

　辺りを見回してみる。

　ここは階段の踊おどり場だと思うけど、よくわからないや。視し界かいがものすごくボヤけてて、周りが見えないよ。ああ、そっか。メガネが取れちゃったんだ。

　先にメガネを探さがさなきゃ。メガネがなきゃなにも見えないし。メガネ、メガネ……。

　手て探さぐりをしようと腕うでを動かしたとき──うにっ♡

「ひゃんっ！」

　おしりの下でなにかが動く気配があった。ゾクッとして、思わず悲鳴をあげてしまう。

「アルトちゃん……どいてくれ……」

　苦しそうな声が下から聞こえてきた。

　アルトは座り込んだままふとももの間を見下ろす。

「って、恭太郎さま!?」

　白いドレスシャツを着た恭太郎の首があった。アルトの下から伸のびるように、胴どう体たいが繋つながっている。

　そこで、アルトはようやく自分の置かれた状じよう況きようが理り解かいできた。

　私、恭太郎さまの顔の上に座っちゃってるっ!?

　アルトはものすごく短いスカートをはいてる。しかも、透とう明めいなマントは踏んづけた拍ひよう子しに外れてしまっていた。

（ぱんつが思いっきり恭太郎さまの顔に密みつ着ちやくしちゃってるー！）

「すすす、すぐにどきますから！　ごめんなさいー！」

　慌てて立ち上がろうとしたのだけれど──ぴきーんっ！

「痛いたいっ!?」

　腰こしに鋭するどい痛みが走った。階段を転げ落ちた時に痛めたのか、立ち上がることができない！

　でも、恭太郎さまの顔の上に座ったままなんてダメ！　は、早くどかなきゃ！

　移い動どうしなきゃと思ってるのに、やっぱり腰が持ち上がらない。ぐにぐにと余よ計けいにおしりを押おしつける結果になってしまう。

「柔やわらかいものが当たってるよ……？　なんだかちょっと気持ちいい…じゃなくて！　すごく苦しい！　息ができないよ!?」

　恭太郎は両手をもがくように動かして──もぎゅんっ♡

「ひゃあっ！」

　なんと恭太郎は両方の手でアルトのおしりを掴つかんだのだ。

　恭太郎は無む我が夢む中ちゆうで目の前にあるなにかを押しのけようとしただけに違ちがいない。

「そ、そこはダメですぅっ♡　あううっ♡」

　ぐにぐにとおしりを触さわられまくってしまう。

　気弱な王女さまには、あまりにも刺し激げきが強すぎた。

　申し訳わけなさと、恥はずかしさと、焦あせりと、少しの快かい感かん。そして、恋こい心ごころ。

　さまざまな感かん情じようがグルグルと頭の中で渦うず巻まきまくって──

「はう～～～～ん……!?」

　アルトはまたもや気き絶ぜつしてしまったのである。

　恭太郎の、顔の上で。





作戦☆その３──超ちよう失敗！　






　　　　　×××




「しくしくしくしく……めそめそめそめそ……」

『泣くナヨ、鬱うつ陶とうしイ！』

「だって、だってだって～～～……うぅ～～……」

　王宮。地下工こう房ぼう。アルトの部屋。

　第四王女はベッドに突っ伏ぷしていた。ちょっぴり痛む腰には氷まくらが乗っけてある。

「失敗だったよ……。こんなことならアピールなんてしなきゃよかった……」

　作業台の上に座すわっているペトロシュカが、困こまったように銀ぎん髪ぱつを掻かきながら、

『確たしかニ失敗だったケド……。少しくらいハ気持ちガ伝わったヨ！　タブン！』

「どこがっ!?」

　アルトにしては珍めずらしく、涙なみだ目めでお茶くみ人形を睨にらみ付けた。

『どこがッテ言われるト……困るけどヨォ……』

「ほら、やっぱりー！　なにも伝わってないんだよ！　ううん、アピールするどころか、逆ぎやくに嫌きらわれちゃったに違いないんだよー！　うわーん！」

　まくらに顔を埋うずめ、しくしく泣き続ける。

「うぅ……やっぱり私なんてダメだよ……。ダメダメなんだよ……。私みたいなダメな女の子は恋れん愛あいなんてしちゃいけないんだよ……。一生、地下の工房に籠こもって丸まって過すごすのがお似に合あいなんだよ……。うぅぅぅ……」

『やれやれダゼ……』

　憔しよう悴すいしきっている造ぞう物ぶつ主しゆを見下ろし、お茶くみ人形はため息のように水すい蒸じよう気きを吹ふき上げた。

『こうなったラ、仕方ないヨナ……』

　作業台から飛び降おり、ベッドの下へと潜もぐり込む。

　再ふたたび出てきたペトロシュカの腕うでには、青く輝かがやくグラスが抱かかえられていた。

『ホラ、これヲ使っちゃえヨ！』

「誘ゆう惑わくの聖せい杯はい……」

　このグラスに注つがれた液えき体たいは全すべて惚ほれ薬へと変化してしまう魔ま法ほうのアイテムだ。

「あれ……？」

　しかも──アルトは気付いた。

「……青い光が弱まってる？」

　メガネを外して袖そで口ぐちで涙を拭ぬぐい、もう一度よく見直す。

　見間違いではなかった。王宮へ持ち込んだ当初よりも光が弱まっている。

「もうじき女め神がみさまのお力がなくなっちゃうんだね……」

『だったラ、さっさト使おうゼ！』

　魔法の力で好きになってもらうなんて、ちょっぴりズルい気がする。

　でも、私にはアピールすることなんてムリそうだし……。それならいっそ誘惑の聖杯が力を失っちゃう前に……。

「つ、使っちゃおうかな……」

『そうこなくチャ！』

「うんっ。それじゃ、恭太郎さまに誘惑の聖杯でくんだ飲み物を、飲んでもらう方法を考えなきゃね」

『方法なんテ、一つしかねぇダロ！』

　ペトロシュカはポンと胸むねを叩たたいた。

　このコはお茶くみ人形だ。恭太郎さまが部屋に遊びに来てくれた時には、ペトロシュカがいれた紅こう茶ちやをお出ししてる。

　だから、自分のカラダに聖杯を仕込めって言ってるんだ。

「改造してもいいの、ペトロシュカ……？」

『任まかせロ！　恭太郎ノやつヲ、メロメロニしてやろうゼ！』

　ぶわゎゎっ！　──アルトの瞳ひとみに再び大粒の涙が浮かんだ。

「ありがとう、ペトロシュカ！　大好きだよ～～～っっっ!!」

　アルトはむぎゅーっとお茶くみ人形を抱だきしめた。

『お茶ガ出るってバ！　抱きつくナ！　…ウップ！　ちょっと出ター!?』

　わめき続けるペトロシュカを、アルトはなおも抱きしめ続ける。

（このコを作って良かった！　作らなかったら、私ってば独ひとりぼっちだったよー!!）




　　　　　×××




「くしゅんくしゅんっ！」

　王宮の廊ろう下かを歩き回っていた恭太郎は、続けざまにくしゃみをした。

「誰だれかがウワサでもしてるのかな……？　ひょっとしてアルトちゃんか？　さっきからなんだかようすがおかしかったし……」

　アルトの懸けん命めいのアピールも、朴ぼく念ねん仁じんな王仕さまには『ようすがおかしい』程てい度どとしか認にん識しきされていなかったようである。

「後でアルトちゃんのようすを見に行ってみようか……」

（だが、今は──）

　恭太郎は辺りに気を配る。窓まどの外や大理石で造られた柱の陰かげ、絵画の描えがかれている天てん井じようの辺りにも抜ぬかりなく視し線せんを飛ばした。

　下着泥どろ棒ぼうの汚お名めいをそそぐためにも、なんとしても《ぱんつを抱えた謎なぞの生き物》を捕つかまえねばならないのだ。

　そこからさらに三〇分ほど。恭太郎は王おう城じようの敷しき地ち内をくまなく探たん索さくし続けた。

　そして、夕ゆう闇やみも迫せまった頃ころに──

「ようやく見つけた……!!」

　レイシアが薔ば薇らを育てている温室にほど近い後ハー宮レムの一角で、《羽の生えた犬（？）》が漂ただよっているのを発見したのだ。相変わらず、大量の下着を抱えている。

　地上から一メートル半ほど。恭太郎の目線辺りを飛んでいた。そのまま上空に逃にげられたら厄やつ介かいだな……。

　恭太郎は後宮の壁かべに背せをつけて身を隠かくしながら、ゆっくりと近づいていく。

「キャウ～～……」

　白い生き物は寂さびしげな声で鳴きつつ、辺りをうかがうように見回した。

　息を殺して、頭を伏ふせる。

　幸い気付かれなかったようだ。《羽の生えた犬（？）》は、ふわふわと上じよう昇しようをはじめた。

　いかん、このまま逃がすわけにはいかない！

　仕方なく恭太郎は物陰から躍おどり出た。

「待てッ！　それを置いていけ!!」

　一気に間合いを詰つめて、ジャンプ一発！　白い動物の羽をつかんだ！

「キャウっ!?」

　驚おどろいたように悲鳴をあげて、《羽の生えた犬（？）》は抱えていた下着を放り投げる。

　恭太郎を振ふり落とそうと暴あばれる。

　くそっ、小さいクセに力が強いぞ、コイツ！

　ぶちまけられた下着にまみれながら、必死で地面に降おろそうと謎の生物にしがみついた。

　すると、犬みたいな生き物は恭太郎の方を向いて──ゴオっ！

　なんと、小さな火の玉を口から噴ふいた。

　顔に直ちよく撃げきを喰くらいそうになって、慌あわてて手を離はなす！

　火の玉は恭太郎の頭を掠かすめた。髪かみが一ひと筋すじ焦こげてしまう。

「キャウ～～～っ！」

　怯おびえたように鳴いて謎の動物は、勢いきおいよく羽ばたいて──

「……消えた？」

　後ハー宮レムの壁かべに溶とけるように、姿すがたをくらましてしまった。

「また逃げられたか……。だが、下着泥棒はあの動物ってコトで間ま違ちがいないよな……」

「恭太郎……」

　そのとき、後ろから声を掛かけられた。ユフィナの声だ。

　謎の生物が消えた辺りを眺ながめたままで王女に告げる。

「たった今、下着泥棒を見つけたんだよ」

「……そうね。私も見つけたわ」

「ユフィナも、あいつを見たのか」

「見たに決まってるでしょ……」

　振り返った恭太郎は、「うおっ!?」と驚きの声を上げてしまった。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──……

　ユフィナが思い切りこちらを睨にらんでいたのだ。強い魔ま力りよくが溢あふれ出ているのか、はたまた怒いかりのオーラのせいか、ユフィナの背はい後ごの空間が揺ゆらいでいた。一つに束ねられた赤い髪が炎ほのおのように揺らめいている。

「来たれ、【烈シヤ炎リ神ア剣ード】！」

　彼女の言葉に合わせて、魔法陣じんが展開。右みぎ腕うでに巨きよ大だいな手ガント甲レツトが装そう着ちやくされ、その手に炎に包まれた大たい剣けんが出しゆつ現げんする。

　大剣の切っ先を恭太郎に向けて、

「今、私の目の前に下着泥棒がいるんだからっ!!　このドヘンタイっ!!」

「どうして俺おれが犯はん人にんなん……!?」

　言いかけて、気付いた。

《羽の生えた犬（？）》と格かく闘とうしたせいで、辺りには下着が散らばっている。

　恭太郎の首にはネックレスみたいにブラジャーが何本も引っかかり、手にもしっかりと下着を握にぎりしめている。頭にはすっぽりとぱんつが被かぶさっていた。

　どこからどう見ても、ぱんつと戯たわむれて遊んでいるようにしか見えない!!

「待て！　待ってくれ！　違うんだ！　勘かん違ちがいするな！　これにはワケがあるんだっ！」

「見苦しいわよ、恭太郎……。言い逃のがれなんてできるわけないでしょう!?」

　いつも通り、魔法でぶっ飛ばされるかと思ったのだが、おもむろにユフィナは首に掛けていた笛を吹ふいた。

　鎧よろいを身に纏まとった近この衛え騎き士し団だんが集合する。

　ユフィナは絶ぜつ対たい零れい度どの眼まな差ざしで恭太郎を射い貫ぬいて、

「今日という今日は許ゆるさないわよ……。私、本気で怒おこってるんだからね……」

「少しは俺の話を聞け！」

「……いやよ。あんたの顔も見たくない」

「どうして、そんなに怒ってるんだよ!?」

　さすがに怒りすぎだろう？　こちらの言葉にはまったく耳を貸かさないし！

「うるさいうるさい！　もう声も聞きたくないわっ！」

　幻げん滅めつしきったように、フンと鼻を鳴らして後ろを向いてしまった。冷たい声で騎士団たちに命じる。

「神来恭太郎を地下牢ろうに投とう獄ごくしなさい」

「と、投獄だって!?」

「素す直なおに罪つみを認みとめて反省するまで、絶対に出してあげないからね！」

「待てよ、ユフィナ！」

　騎士団の女じよ性せいたちが殺さつ到とうしてきて、王女さまには声が届とどかなかった。

　下着泥どろ棒ぼうの罪で、恭太郎は牢屋に入れられることとなってしまったのである。







『あ～ア、どうするンダヨ……』

「まさか、恭太郎さまが牢屋に入れられちゃうなんて……」

　物もの陰かげに隠かくれつつ、王宮の地下二階にある地下牢のようすをうかがっているアルト＆ペトロシュカが揃そろって困こまったように腕うで組ぐみをする。

　頑がん丈じような鉄てつ格ごう子しの向こうで、恭太郎はあぐらを掻かいて目を閉とじていた。

　周囲には鎧を着た騎士が警けい備びをしている。

「これじゃ、お茶を飲んでもらうこともできないよ……」

『せっかくオレヲ改かい造ぞうしたノニナ』

　お茶くみ人形が口を開くたび、暗い廊ろう下かにうっすらと青い光が漏もれた。ペトロシュカのカラダの中に誘ゆう惑わくの聖せい杯はいを仕し込こんだのだ。

　だけど、肝かん心じんの王仕さまが牢屋に入れられたのでは、悠ゆう長ちように二人でお茶するなんてことはできない。

『下着泥棒ノことなんテ、諦あきらめたラどうダ？』

「恭太郎さまは、そんなことする人じゃないもんっ。私は信じてるっ」

『恋こいは盲もう目もくッテやつダナ……』

　呆あきれたようにも、感心してるようにも思える口調でペトロシュカは呟つぶやく。

『それじゃ、なんとしてモ惚ほれ薬ヲ飲ませなきゃイケナイナ』

「うん……。でも、牢屋の中の恭太郎さまに誘惑の聖杯でくんだ飲み物を飲んでもらう方法なんてあるのかな……」

　そのときである。

「アルトさま、お捜さがしいたしました」

「ひゃうっ!?」

　いきなり後ろから声を掛かけられて、アルトは飛び上がって驚おどろいてしまった。

　女官が慌あわてたように頭を下げる。

「お驚かせして申し訳わけございません。火急の用がございましたので。王おう城じようの水道ポンプの具合が悪くなってしまいまして、ぜひアルトさまに修しゆう理りをお願いしたいのでございます」

　深々と頭を下げて、女官は王族に願い事をする非ひ礼れいを詫わび続ける。

　本来ならお姫ひめさまに修理を頼たのむなんて、あり得ないことだろう。国によっては打ち首に処しよされかねない。

　だが、お城に水を供きよう給きゆうしているポンプは、アルトが自ら改造した特とく別べつ製せいなのだ。少しの魔ま力りよくで大量の水をくみ上げるように手を加えてある。普ふ通つうの職しよく人にんには直せないだろう。

「あのっ、頭を上げてください。大丈夫ですよ。すぐに見に行きますから」

「ありがとうございます」

　再ふたたび深く頭を下げて、女官は去っていった。

「ポンプ小屋、か……」

『こんなときニ、ポンプノ修理カヨ。ついてねぇナ……』

　ペトロシュカは肩かたを竦すくめたけれど、アルトはしばらく黙だまり込んでいた。

　考え事をするように、レンズの下の瞳ひとみは空を見つめている。

『どうしたんダヨ、アルト？』

「恭太郎さまに惚れ薬を飲んでもらう方法、思いついちゃったかもしれない……」

『マヂカヨ!?』

「うん。恭太郎さまだけじゃないよ……」

　アルトの表ひよう情じようがみるみる明るくなっていく。自分が思いついたアイデアは、とんでもなく素す晴ばらしいものだと思えたのだ。

「うまくいけば、城しろ中じゆうのみんなが私のことを好きになってくれるかもしれないよっ！」




　　　　　×××




　くるくる、クルクル、くるくるくる──。

　トレクワーズ王国の首都、トレクロ。レンガ造づくりの路地を、白いドレスを身に纏まとった色白の美女が日ひ傘がさを回しながら歩いていく。小こ脇わきに綺き麗れいにラッピングされた小箱を抱かかえて。

　彼女の名前は、デボラ。

　ユフィナに雇やとわれた情じよう報ほう屋であると同時に、カルタギア帝てい国こくの情報将しよう校こうでもある。

　デボラは敵てき国こくのスパイなのだ。女じよ性せいであるにもかかわらず、彼女はほとんど魔力を持っていない。それゆえ、トレクワーズ王国を守しゆ護ごする《大アスト結ラル界ウオール》の内部でも、自由に活動することができるのである。

　いくつも角を曲がり、地元の人間でも知る者の少ない細い路地を通り抜ぬけて、デボラはいくつかある隠かくれ家がの一つへ日傘を差したまま入っていった。

　白レンガ造りの古ぼけたビルの二階。テーブルやソファなど、内部には必要な家具が一通り揃そろっているが、見る人が見たらおかしいと感じるかもしれない。家族の写真や、手紙の類たぐいなど、本来ならあるべき個こ人じんを特定するような品が何一つ置かれていないのだ。

　仮に踏ふみ込まれても、身元が特定されないようにという配はい慮りよである。

　ブラインドを閉しめ、部屋を薄うす暗ぐらくしたところで、ようやく日傘を閉とじる。周囲の住民の目線と同じくらい、デボラは紫し外がい線せんが嫌きらいなのだ。

　テーブルに小箱を置き、白手て袋ぶくろを着けた手でラッピングを解とく。

　プレゼントでも開けているような光景だが、デボラの顔に笑えみはなかった。

　むしろ、微かすかな緊きん張ちよう感を漂ただよわせている。

「暴あばれないでくださいましね……」

　そっと箱の蓋ふたを開いた。

　ギロリ、と。ガラス玉のような瞳ひとみがデボラを睨にらみ付けている。

　箱の中には握にぎり拳こぶしほどのサイズの黒い石が収められており、石せつ塊かいと半ば同化するようにして小さなドラゴンが入っていたのだ。

「長旅だったでしょう？　さぞや疲つかれたでしょうね」

　ヌメヌメと光るドラゴンの黒い鱗うろこを撫なでる。

　手を振ふり払はらうように、竜りゆうは石に埋うもれた頭を振った。

　鋭するどい牙きばがデボラの指先を切り裂さく。

　血の滲にじむ赤い指先を見つめて、敵国のスパイはクスクスと笑った。

「……元気ですこと。元の大きさに戻もどして差し上げたら、さぞや大暴れするでしょうね」

　グルルルルルルル──……

　ドラゴンは飢うえた獣けもののようなうなり声を上げた。デボラの言葉に返事をしたようにも思えるが、そうではない。

　このドラゴンには、そんな知ち能のうはないのだ。

　箱に入れられているのは《レッサードラゴン》と呼よばれる種である。

　ドラゴンと名がついているが、人語を解かいし、独どく自じの文化を持っているドラゴン族とは別の生き物と言って良いだろう。《劣おとったドラゴン》という呼び名通り、知能の程てい度どはドラゴンには遠く及およばない。

　ただし、単たん純じゆんな戦せん闘とう能力は凄すさまじかった。鋭い爪つめは鉄板を易やす々やすと引き裂き、吹ふき出す炎ほのおは岩をも溶とかすと言われている。

　いくつもの国を経けい由ゆし、巧こう妙みように送り主を隠かくしているが──このレッサードラゴンは、カルタギア帝国から送られてきたものだ。

　小型化及び石化させることで、トレクワーズ王国を守る《大アスト結ラル界ウオール》の関所を突とつ破ぱさせたのである。

　敵対する女め神がみの力を借りているために魔ま力りよくを封ふう印いんせねば中に入れない兵員と違ちがい、生まれながらに力を持つ怪かい物ぶつは見つかりさえしなければ内部に潜せん入にゆうさせることができる。

　箱の中には、いくつかの液えき体たいと護ご符ふが入っていた。それを使って、レッサードラゴンを元の大きさに戻もどす手はずとなっていた。

　白い手袋に赤い染しみが広がる。舌した先さきで血を舐なめて、デボラはほくそ笑えんだ。

「……存ぞん分ぶんに暴れてらっしゃい。トレクワーズの王宮でね」













　第三章　らぶぽーしょん・らぷそでぃ








　きっと。きっと。きっと。

　お姉さまたちは、私のことを足手まといだと思ってる。

　女官のみんなは、私のことをお荷物だって思ってる。

　国民のみなさんは、どうして私が王女なんだろうって不思議に思ってる。

　それも、仕方ないよね。

　だって、私はダメダメだから。なんの役にも立たないんだから。




　だけど、できることなら──

　ほんの少しでいいから、私のことを好きになって欲ほしかった。

　お姉さまにも。女官のみんなにも。そして、憧あこがれのあの人にも。




　だから、だから、私は──……











　　　　　×××




　──はじめに、異い変へんに気付いたのはエリスであった。




「……誰だれにも見つかってないですわよね？」

　自室の扉とびらから顔だけ出したエリスは、辺りを窺うかがいながら女官に尋たずねた。

「仰おおせの通り、全すべてを内ない密みつに進めました。この件けんを知っておりますのは、私め一人にございます。どうぞ、ご所しよ望もうの品です」

　女官は恭うやうやしくお盆ぼんを差し出す。紅こう茶ちやのポットとティーカップに隠かくされるように、封ふう筒とうが忍しのばせてあった。

　素す早ばやくお盆を受け取ったエリスは、小さく鼻を鳴らして。

「フン、褒ほめてつかわしますわ。これからもよろしく頼たのみますわね。……あ、このことは誰にもバラしてはダメですからねっ！」

「御ぎよ意いにございます……」

　女官が頭を下げたのを確かく認にんせずに、エリスは大急ぎで扉を閉しめた。扉に鍵かぎも掛かける。

　お盆をベッドサイドのテーブルに載のせた。天てん蓋がいのついたベッドに腰こし掛かける。

　逸はやる気持ちを抑おさえきれないように封筒を無む造ぞう作さに破やぶって開き、中身をお盆の上にぶちまけた。

　出てきたのは──何枚まいもの写真であった。

　全てに、恭きよう太た郎ろうの姿すがたが写っている。

　後ハー宮レムの裏うらで木刀の素す振ぶりをしているようす。アレスタと談だん笑しようする姿。食事をするシーンなどなど。

　どれ一つとして、目線をこちらに向けているものはない。

　これらの写真は女官に命じて隠し撮どりさせたものなのだ。

　写真を一通り眺ながめ終えたエリスは、自分がむふ～っと満足げに笑っているのに気付いて表ひよう情じようを引き締しめた。

（な、なにを笑ってますの！　これでは治ち療りようになりませんわ！）

　恭太郎の写真を隠し撮りさせている理由──それは病気の治療のためである。

　旅行から帰って来てから、その症しよう状じようが顕けん著ちよとなったのだが……恭太郎を見るたびに胸むねがドキドキしてしまうのだ。

　歩いているのを見かけると、つい目で追ってしまう。声を掛けて、話をしたくなる。もっと見つめていたくなる。微ほほ笑えみ掛けてくれたときなんてクラクラしてしまって、その後は一日中夢ゆめ心ごこ地ちになってしまう。

　恭太郎みたいな野や卑ひな一いつ般ぱん人の男にドキドキしてしまうなんてあり得ないことだ。高こう貴きなるエリス・レムリス・トレクワーズとして、あってはならない。

　だから、これらの症状はなんらかの心しん因いん性せいの病気に違ちがいないと疑うたがっていた。

「私は恭太郎の写真が欲ほしいわけではありませんの。あくまで治療のためなのですわっ」

　誰もいないのに言い訳わけがましく小声で呟つぶやいて──エリスはお茶をカップに注ついだ。

　普ふ段だんは女官がいれてくれるが、写真が一いつ緒しよのときは自分でお茶をくむのだ。

　ふわりと紅茶の良い香かおりが漂ただよう。カップを傾かたむけながら、写真を再ふたたび吟ぎん味みした。

「フン、これは、なかなかですわね……」

　木刀を素振りする恭太郎は、すごく凛り々りしかった。真しん剣けんな顔に汗あせが光っている。

　テーブルの上に立っている羽根ペンをとり、写真に『愚おろか者！』とラクガキした。

「こちらも捨すてがたいですわ……」

　アレスタと喋しやべっている恭太郎は楽しそうに笑っていた。

（私と話すときも、こんな風に屈くつ託たくなく笑えばいいのに……。べ、別に笑い掛けて欲しいわけではありませんけど！）

　一人で百面相しつつ、写真に『無礼者！』なんて書き込こむ。恭太郎のことなんて大だい嫌きらいだってことを再さい確かく認にんするためにラクガキをしているのだ。

　その際さい、恭太郎の顔には絶ぜつ対たいに書き込みをしないのだけれど、エリスはそのことには気付いていなかった。

「ああーっ！　この写真はっ!!」

　一枚の写真を見直して、思わず絶ぜつ叫きようした。

　素振りを終えて、汗を拭ふいている恭太郎の背はい後ごに、小さく自分の姿が写っていたのだ！

「わ、私も一緒に写ってますわーっ！」

　窓まどの向こうにほんのちょっぴり見切れているだけだが、確たしかに自分だった。

　震ふるえる手で、ペンを握にぎりしめる。

　恭太郎と自分の姿を♡で囲かこんでみた。

「きゃ～～～～っ！　照てれますわ～～～っ！」

　ゴロゴロゴロゴロっ──写真を抱だきしめてベッドの上を転がる。

　と、我われに返ったように、起き上がって咳せき払ばらい。

「コホン。恭太郎と一緒に写真に写るなんて、屈くつ辱じよくの極きわみですわ」

　全すべてを眺め終えたエリスは、鍵が掛かる机つくえの引き出しに写真の束をしまった。♡で囲んだ一枚は、誰にも見つからないように机の奥おく底そこに隠かくしておく。

「ときどき見返して治療しなくてはいけませんわね。恭太郎の顔を見ても、ドキドキしなくなるように……」

　机の引き出しに鍵を掛けた時である。

　窓の外から声が聞こえてきた。

「恭太郎さま～っ」

　レイシアが恭太郎を呼よんでいるのかと思ったけれど、声が違う。

　誰が王仕の名を呼んでいるのだろう？

　気になって、窓辺に近づいてみる。

「どこにおられるのですか、恭太郎さま～っ」

　夕ゆう焼やけに染そまる庭を、王宮付きの女官が走っていた。

「どういうことですの？」

　思わず、首を傾かしげる。王宮にいるものであれば、誰もがおかしいと思っただろう。

　女官というのは《空気のようであれ》と教えられる。それは主人に自らの存そん在ざいを悟さとられることなく役に立てという意味だ。

　そして、エリス自身も母親である女王陛へい下かから、『女官や使用人には、空気に対するように接せつしなさい』と教わった。

　王族は女官たちに世話をされなければ生活することができない。いつもそばにいるからありがたみを忘わすれてしまいがちだけれど、感かん謝しやの気持ちを常つねに持ちなさい──母親はそう言いたかったに違いない。

　なんにせよ、女官というのは強い自じ己こ主しゆ張ちようをしないものである。大声を出すことも、廊ろう下かを走ることも禁きん忌きとされているのだ。

　大声を出す女官なんて──故こ郷きようのレムリスにいた乳う母ばを除のぞけば──エリスは一度も見たことがなかった。

　さらに加えて、王仕さまは一般人よりも位が高いとされている。後ハー宮レム付きでもない女官が用もないのに名前を呼ぶなんて、失礼に当たることなのだ。

「恭太郎さまぁ……♡」

　今度は王宮の中から呼び声が聞こえた。廊下に顔を出してみる。

　女官が恭太郎を捜さがしていた。その顔は真っ赤で、息は荒あらくなっている。真っ直ぐに歩けないようで、足をモジモジさせていた。

「なにが起こっているんですの……？」




　　　　　×××




「う[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……。いいお湯だなぁ～……」

　後ハー宮レムにある露ろ天てん風ぶ呂ろに、二匹ひきのトビカピバラが並ならんで浸つかっていた。

　毛け並なみの白い方はアレスタ。元は王仕さま候こう補ほだった少年だ。

　そして、茶色い方はミルン。生きつ粋すいのトビカピバラだ。第五王女のメルルが可か愛わいがっているペットである。

「もきゅー……♪」

　ミルンは気持ちよさそうに一声鳴いた。

　トビカピバラという動物は、お風呂が大好きなのだ。だから、ミルンはしょっちゅう湯船に浸かりに来る。

「こらー、おまえはメスだろー。後宮のお風呂は男湯なんだぞー。王宮にもお風呂があるんだから、そっちに入れよー。どうせ来るならメルルさまも連れて……ま、いっか。う[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]～～～……」

　お湯の気持ちよさに、ツッコミもおざなりになってしまう。

「牢ろう屋やにいたら、お風呂にも入れないんだろうなぁ……。恭太郎ってば、ホントにバカだよ。ぱんつ盗ぬすんで捕つかまるなんて……」

　ちっこい手で顔をざぶざぶと洗って、

「今度また恭太郎をノゾキに連れてってやろうかな……。どうせ捕まるなら、下着泥どろ棒ぼうよりもノゾキの方がいいに決まってるよ。後ハー宮レムのセンパイとして、ぱんつなんかより中身の方がステキだってことを教えてやらなきゃ……ふぅ～」

　そんなことを呟つぶやきつつ、大きく深しん呼こ吸きゆうして湯気を吸すい込んだら──ざわわわゎっ。

　全身の毛を逆ぎやく向きに撫なでられたみたいに、ゾクゾク感がカラダを走った。

「な、なにこれ!?」

　続けざまにノゾキに成功したかのような、猛もう烈れつな高こう揚よう感が襲おそってきた。

　黒い鼻から勢いきおいよく息を吐はき出す。

「むはーっ♡　なんだか猛烈にムラムラしてきた！　辛しん抱ぼうたまらーん！」

　今すぐにでも、ノゾキに行きたーい！

　ううん、ノゾキなんかじゃ満足できない！

　レイシアさまやユフィナさまのおっぱいに顔を埋うずめたーい！　メルルさまにぎゅーっと抱だきしめられたーい！　エリスさまの綺き麗れいなあんよをペロペロ舐なめ回したーい！

　いてもたってもいられない気分になって、湯船から飛び出そうとしたのだが、

「もきゅーっ♡」

　突とつ然ぜん、ミルンが抱きついてきて止められてしまった。

　瞳ひとみは♡形になっており、鼻息が荒くなってる。しかも、ミルンは長い耳をアレスタの耳に絡からめてきた。これはトビカピバラに特有の求愛行動だ。

「って、どうしてミルンまで興こう奮ふんしてるんだよ！　僕ぼくは人間の女の子といちゃいちゃしたいんだよー!?」

　押おしのけようとしたけれど、ミルンはしっかり抱きついてきて離はなれない。黒っぽい鼻を押しつけてきて、首くび筋すじの辺りにちゅっちゅとキスをしてくる。

　露天風呂にアレスタの絶ぜつ叫きようが木こ霊だました。

「発はつ情じよう期はまだ先のはずなのに、どうしてミルンまで興奮しちゃってるのー!?」




　　　　　×××




　王宮の地下にある牢ろう獄ごく。

　お茶を一気に飲み干した恭太郎は、手を合わせた。

「ごちそうさまでした」

　粗そ末まつな木もく製せいのトレイに載のせられた食事を、恭太郎は綺麗に平らげていた。

　料理の内ない容ようは豆の煮に物ものと干ほした魚、そして堅かたいパンがついているだけ──実に質しつ素そな内容だった。

　だが、恭太郎はフム、と頷うなずく。

「こっちの方が好みだな。後ハー宮レムの料理は味が濃こすぎるよ」

　精せい力りよく増ぞう強きようを目的としているため、後宮で出される料理はどれもコッテリとしている。しかも、朝っぱらから分ぶ厚あついステーキなど、重たいメニューが多いのだ。

　美お味いしいのだけれど、剣けん術じゆつ修しゆ行ぎようの一いつ環かんとして粗そ食しよくが多かった恭太郎にとっては少々辛つらかった。

「これから後宮でも、こんな感じの食事を出してくれないかな。……ピコル師し匠しようが許ゆるしてくれなさそうだが」

　そのとき、鉄てつ格ごう子しの向こうから声を掛かけられた。

「恭太郎さま……」

　きっと女官がトレイを下げに来たのだろう。

「おいしかったです。ごちそうさ──って、どうしたんですか!?」

　お盆ぼんを手に立ち上がった恭太郎は、唖あ然ぜんとしてしまった。

　女官の女の子たちが、鉄格子にすがりついていたのだ。

　物もの欲ほしそうに、こちらを見つめてる。

　その視し線せんの先にあるのは、料理の載っていたトレイではなく──恭太郎のカラダ。

　息を荒あららげながら、女官の少女は唇くちびるを震ふるわせた。

「恭太郎さま……。後生にございます……。身分違ちがいは存ぞんじておりますが、ただ一度だけ、抱いてくださいまし……」

「だだだ、抱くっ!?」

　熱っぽい吐と息いきと共に、女官の少女たちが恭太郎に懇こん願がんしてくる。

「どんな罰ばつを受けても構かまいません……恭太郎さま……。お慈じ悲ひをくださいませ……♡」

「その指で触ふれてくださるだけでいいんですぅ……」

「なんて凛り々りしいお姿すがたでしょう……。恭太郎さまになら、なにをされてもいい……♡」

「なにを血ち迷まよってるんですか!?　気を確たしかに持ってください！」

　王宮にいる女官たちは、一〇代から二は十た歳ちくらいまでの美少女ばかりだ。

　宮廷内に派は閥ばつなどが作られることを防ふせぐため、常つねに新しい女じよ性せいが雇やとわれているらしい。お城しろで働くことは大変な名めい誉よだそうで、多くの少女たちが働きたがると聞いたことがある。

　数多くの応おう募ぼの中から、家いえ柄がらもよく容よう姿し端たん麗れいで賢かしこい少女たちが雇われるのだ。

　だからというか、なんというか。

　王女たちの輝かがやくばかりの美しさに目を奪うばわれがちだけれど──女官の少女たちも誰だれもが可か愛わいいのである。

　そんな女の子たちが色っぽく迫せまってくるなんて、ドギマギするなって方がムリだよ!?

　少女たちは苦しげに唇を噛かみ、潤うるんだ瞳ひとみで恭太郎を見つめている。

　幸い、鉄格子の中までは入って来られないようだ。

　なんとか冷静さを保たもちつつ、首をひねった。

（いったい何が起こったんだ？　これはまるで……）

　女の子たちの変化に、恭太郎は見覚えがあった。

（媚び薬やくを飲んだ時のエリスと同じじゃないか）

　王女たちと南国の街、キュアナに旅行に行った際さい、ピコルの口車に乗ったエリスが媚薬を作り出すというマジックアイテムを使ったのだ。恭太郎も媚薬を飲まされてしまい、大変な目にあった。

（でも、あれはキュアナにあるはずだろう？　ひょっとして、ピコル師し匠しようが持ってきたのか？　いや、師匠は旅行には行かなかったし……）

　王宮の地下に頬ほおをピンクに染そめた女官たちがぞくぞくと集まっていた。

　中には近この衛え騎き士し団だんに所しよ属ぞくする鎧よろい姿の少女もいた。他ほかの娘むすめと同様に、沸わき上がる衝しよう動どうを抑おさえられないように身み悶もだえてる。

「恭太郎さまぁ……♡」

　誰もがカラダの火ほ照てりを抑えられないらしく、辛つらそうに震えていた。

「お願いです……。私に触れてくださいまし……」

　鉄格子にしがみついていた一人が、メイド服のような女官の装しよう束ぞくのボタンに手を掛かける。

「ダメだ、脱ぬぐな！」

　その声が呼よび水になってしまったみたいに、次々とメイド服を脱ごうとしはじめる。騎士の少女も鎧を外そうとしていた。

　ちょ、ちょっと待て！　全員が裸はだかになっちゃうのか!?

　恭太郎の前で女官の一人が服をはだけた。白いブラが見えてしまい、心しん臓ぞうが飛び跳はねる。

　どうしよう!?　なんとかして脱ぐのを止めさせなきゃ！

　でも、どうやって!?　俺おれは牢ろう屋やの中にいるんだぞっ!?

　慌あわてる恭太郎の耳に、凛りんとした声が響ひびいた。

「おやめなさいっ！　なにをしているのですかっ！　無礼ですよ！」

　レイシアが女官たちを一いつ喝かつしたのだ。

　クスリで我われを忘わすれていても、本ほん能のう的に王女の命令には逆さからえないのだろう。女の子たちの動きが止まった。

「恭太郎さま、お迎むかえにあがりました」

　第二王女が、ゆっくりと牢ろう獄ごくに向かって歩いてくる。

　モーゼが海を割わったみたいに女官たちが壁かべ際ぎわによって道を空けた。

「ありがとう、助かった！」

　鉄てつ格ごう子しの前までやってきた王女さまは、鍵かぎに手を添そえた。

「【水ウオー斬ター陣ナイフ】！」

　指先に水色に輝く魔ま法ほう陣じんが展てん開かいし、高圧の水が噴ふき出した。鍵が一いつ瞬しゆんで切せつ断だんされる。

「さあ、恭太郎さま！　こちらへ！」

　牢獄の中に入ってきたレイシアは恭太郎の手を握にぎった。

　状じよう況きようがよくわからないが、安全なところに避ひ難なんさせてくれるつもりなんだろう。

　安あん堵どの息を吐つきながら、恭太郎は引っ張ぱられるままに牢獄を出る。

「ああ……恭太郎さまぁ……♡」

　廊ろう下かの隅すみにへたり込こんだまま、女官の少女たちは物もの欲ほしげにこちらを見つめていた。

（苦しそうだな……。できれば、助けてあげたいところなんだが……すまん！　そーゆータイプの欲よつ求きゆうは、俺には満たしてやれないんだよッ!!）

　王女に導みちびかれるままに地下牢を脱だつ出しゆつ。彼女の部屋に避難した。

　レイシアの部屋は、お姫ひめさまのものとは思えないくらいに簡かん素そだった。

　外交や租そ税ぜい、治水など政せい治じに関する難むずかしそうな本が並ならんだ本ほん棚だな、古めかしいライティングデスク、そして大きなベッドがあるだけだ。病びよう床しようの母親に代わり政せい務むを取り仕切る、真ま面じ目めな王女さまらしい部屋だと思う。

　部屋の中央で背せを向けたまま、レイシアは恭太郎に語りかけてきた。

「ここまでくればもう安心ですね……。女官たちは、私の部屋に無断で立ち入ることはできませんから……」

「そうか。恩おんに着るよ、レイシア……」

　やれやれと額ひたいに滲にじんだ汗あせを拭ぬぐいつつ、レイシアに尋たずねた。

「なあ、いったいなにが起こってるんだ？　女の子のようすがみんな変だったし」

「私にもわかりません……。わかりませんが……」

　ドレスのスカートの裾すそを翻ひるがえしながら振ふり向いたレイシアを見て、恭太郎は凍こおり付いた。

　瞳は潤み、ほっぺはピンク色に染まっていて、吐と息いきは熱っぽくて──明らかにさっきの女官たちと同じような状じよう態たいだったのだ！

「恭太郎さま。私の部屋でしたら、誰にも邪じや魔まされません。お慈じ悲ひをくださいまし……♡」

「って、レイシアもかよ!?」

　まるでホラー映えい画がみたいな展てん開かいだな。助けてくれた人が襲おそってくるなんて。狙ねらわれてるのは命じゃなくて俺の貞てい操そうだけどなあはははは笑ってる場合か！

「待て！　レイシア、落ち着いてくれ！」

「恭太郎さまは……レイシアがお嫌きらいですか……？」

　うるうる。うるうる。うるうるうるる。

　大きすぎる胸むねの前で手を組み合わせ、潤うるみきった瞳ひとみで恭太郎を見つめてくる。

　そんなレイシアはとびきり魅み力りよく的だった。むしろ、魅力的だから困こまるんだって！

「レイシアは、恭太郎さまと一いつ緒しよにいるだけで……こんなにドキドキしてるんです……」

　恭太郎の手をとって、レイシアは自分の左胸に押し当てた。

　もにゅにょんっ♡　──指が爆ばく乳にゆうに埋うもれた。

「はうあっ!?」

　レイシアの鼓こ動どうを確たしかめることなんてできない。俺の心音の方がうるさいぐらいだよ！

　大急ぎで手をどけようとして、恭太郎はバランスを崩くずした。ベッドの方へとよろけてしまう。

「恭太郎さまっ♡」

　王女さまが抱だきついてきて、押おし倒たおされるような格かつ好こうになってしまった。

　レイシアは、恭太郎の腰こしの上にまたがった状態となる。下した腹ばらの辺りにレイシアの柔やわらかな重みを感じた。

　ってか、このポーズはマズイって！　いわゆる騎○位というヤツじゃないか!?　二人とも服を着てるからまだマシだけど、ハダカだったら完全に入ってるというか!?

「た、頼たのむから、どいてくれ！」

　レイシアを押しのけようとしたのだけれど、動いてはくれなかった。

「はぁ…はぁ……。ワガママなレイシアを……お許ゆるしください……」

　腰の上に乗っかったまま、第二王女は手を組み合わせた。

「あぁ……ドキドキしてしまって……精せい神しん集中ができません……」

　息を荒あらくしながらも、ボソボソと呪じゆ文もんを唱えて、

「【遅ス滞ローのウエ網ブ】」

　魔ま法ほう陣じんが展開し、恭太郎のカラダを白い光が包んだ。途と端たんにカラダが動かなくなる。

「なんだ……これは……？」

　しょっちゅう掛かけられている【麻パラ痺ライズ】の魔法とは違ちがった。ごくごくゆっくりとならば動くことができるのだ。

「恭太郎さまの動きをスローの魔法で遅おそくさせて頂いただきました……。それなら恭太郎さまにも触って頂けますし……♡」

　なるほど。カラダを麻ま痺ひさせるのではなく、動きを遅くする魔法なんだな。魔法ってのはいろんな種類があるんだなあ（涙なみだ）。

　レイシアは潤んだ瞳で真まっ直すぐに恭太郎を見つめてくる。

「キュアナから帰ってきてから……私はヘンなんです。お仕事をしてるときでも、読書をしているときでも、ふと気付くと恭太郎さまのことばっかり考えちゃって……。エリスやメルルが恭太郎さまと一緒にいるのを見ると、なんだかムッとしてしまって……。こんな気持ちは初めてです……。お姉さん失しつ格かくですよね……」

（キュアナでレイシアになにかあったのか……？）

　ほとんど愛の告白に近いようなセリフだったが、鈍どん感かんな恭太郎には伝わっていなかった。

　レイシアは溢あふれ出す気持ちを堪こらえきれないみたいに、

「ベッドに入って恭太郎さまのことを想おもうと……え、えっちな気分になってしまって……ついイケナイことをしちゃうんです……。今もすっごくえっちな気分で……もう耐たえられません……」

　恭太郎のカラダに乗っかったまま、レイシアは立て膝ひざになった。

　恥はずかしそうにゆっくりとロングスカートをまくり上げる。

　むっちりとしたふとももが露あらわとなり、やがてローレグ気味のぱんつが眼がん前ぜんに現あらわれた。おへその辺りまで見えてしまい、オナカのラインのなまめかしさに生なま唾つばを飲んでしまう。

　スカートの裾を口元に当て、真っ赤になってしまった顔を隠かくしながら、レイシアは懇こん願がんしてきた。

「恭太郎さまの指で……えっちなレイシアをいっぱい罰ばつしてくださいませんか……？」

　つまり、だ。

　えー、どことは言わないが、レイシアは触って欲ほしいってお願いしてきてるんだ。

　緩ゆるやかにならば、恭太郎は腕うでを動かすことができる。

　レイシアのカラダに触ふれてあげることだって可か能のうだろう。

　吐と息いきを荒くして、肩かたを震ふるわせているレイシアはとても辛つらそうだ。

『触ってやれば、彼女も楽になるぞ……。ほーら、触っちゃえ……！』

　恭太郎の煩ぼん悩のうが囁ささやき掛かけてくる。

　誘ゆう蛾が灯とうに導みちびかれる虫みたいに、無む意い識しきのうちに手を伸のばしてしまう。

　レイシアのふとももに、そっと触れてしまった。

「はぁっ……恭太郎さま♡」

　ぴくぴくんっと、カラダを震わせる。

「ふ、ふとももだけじゃなく……もう少し上もお願いします」

「もう少し、上……？」

　っていうと、そこにはぱんつしかないわけで。

　さすがに、それはマズイ！　そんなところに触れたら姉上に顔向けができない！

　鋼こう鉄てつの意い志し力で煩悩を振ふり払はらい、首を横に振る。

「だ、ダメだ……」

　はらり、と。絶ぜつ望ぼうしたように、まくり上げていたスカートをおろした。

「どうしてですか……？」

「好すきあってもいない相手と……そーゆーコトをしちゃ、ダメだよ……」

「そうですよね、わかりました」

　よかった、わかってくれたみたいだな……。

「恭太郎さまに好きになってもらえるよう、いっぱいご奉ほう仕しさせて頂きますっ♡」

　ちっともわかってねええええ!?

　背せ中なかに手を回して、レイシアはドレスのジッパーを下げた。

　オナカの辺りまでドレスを降おろしてしまう。ブラに包まれた爆ばく乳にゆうが恭太郎のすぐ目の前でぽよよんと揺ゆれた。

「恭太郎さまに喜んで頂くにはどうしたらいいのか、ピコルさまに頂いた教科書でお勉強したんですよ♡」

　レイシアは恭太郎の着ているドレスシャツのボタンに手を伸ばした。全すべて外して、恭太郎の胸むねをさらけ出す。

　そして、ゆっくりと抱だきつくようにしなだれ掛かってきた。爆乳が胸の辺りに押し当てられ、凄すさまじい柔やわらかさを感じる。

「恭太郎さまだけ冷静なんてズルいです……♡　いっぱい興こう奮ふんしてくださいませ……。そして、レイシアとお世よ継つぎをつくってくださいまし……♡」

　可か愛わいい唇くちびるで恭太郎の右の耳たぶを──ハミハミ♡

　ぬおおおおおおおおおおおおっ!?

　耳から足先に向けて、右半身に鳥とり肌はだが立った。凄まじいゾクゾク感だ。

　そのまま、レイシアは唇を滑すべらせて、恭太郎の首くび筋すじや鎖さ骨こつの辺りに口づける。

　ふおおおおおおおおおおおおっ!?

　寒気にも似た快かい感かんがカラダ中を駆かけ抜ぬけた。脳のう内ないに設せつ置ちされた興奮度メーターは急上じよう昇しようし、レッドゾーンも間近！

　このまま続けられたら、我われを忘わすれて襲おそいかかってしまうかも!?　もうやめてくれ、レイシア!!

　恭太郎の胸の辺りに唇を寄よせていた王女が、ちょっぴりうれしそうな声で、

「うふふ、うれしいです……。恭太郎さま、興奮してくださったんですね……♡」

「なっ、なんでわかったんだ……？」

「私のおしりの下にある、恭太郎さまの……その……アレが動いたのがわかりました♡」

　確たしかにそれは事実だけど指し摘てきしないでください……。

　腹はらを切って死にたい気分に陥おちいる恭太郎に、レイシアはさらに危き険けんなことを囁ささやく。

「ピコル師し匠しようにお聞きしたんですが……殿との方がたのアレを胸で挟はさんで差し上げると喜ぶとのことですね」

　は、挟むだってぇ!?　恭太郎は思わず、視し線せんを動かして下を見る。

　すぐ眼前にレイシアの爆乳がある。ブラに包まれた柔らかそうな丸みが震えていた。その胸の谷間は、とんでもなく深い。

　嗚あ呼あ、レイシアの胸に包まれたらさぞかし気持ちいいだろうなあ。是ぜ非ひ、お願いしたいもので──ってバカバカバカ！　ダメに決まってるだろ、そんなこと！

　はにかむように微ほほ笑えみつつ、潤うるんだ瞳ひとみでレイシアは見つめてくる。

「うまくできるかわかりませんが頑がん張ばってみますね♪　……上手にできたら、レイシアにご褒ほう美びをくださいませ♡」

　健けな気げなことを言う王女さまは、これまたメチャクチャ可か愛わいくて……。

　もう、いいや……。このまま、レイシアに身を任まかせちゃおう……。媚び薬やくのせいで、彼女は辛つらそうだ。それを楽にしてやれるなら、本ほん望もうじゃないか……。

　一いつ瞬しゆんだけ、そんなことを考えてしまった。

　レイシアは、ズボンのベルトに手を掛かけて外しはじめる。

　抗あらがう気力は、すっかり失われていた。

　だが、そのとき現あらわれた闖ちん入にゆう者が、恭太郎を我に返らせてくれた。

「ずるいよ、レイシアおねえちゃ～～～んっ!!　とうっ!!」

　メルルちゃんが、ベッドの上に飛び乗ってきた。

「おにいちゃんを独ひとり占じめするなんて、ずるい！　メルルもまぜてよ～！」

「だ……ダメですっ。今は、私が恭太郎さまとお世よ継つぎづくりをしているんですっ」

「そんなこと言わないでよぅ……くすん……」

　いつも元気なメルルちゃんが、悲しげに涙なみだぐんだ。

「なんだか急にえっちな気分になっちゃって……メルル、どうにかなりそうなんだもんっ。もう我が慢まんできないよぅ……」

　普ふ段だん着ぎ代わりにしている黄色いミニスカートのドレスに身を包んだメルルちゃんも、レイシアと同じように顔を赤くしていた。

「まあ、メルルまで……」

　困ったように眉まゆを顰ひそめたレイシアは、小さな吐と息いきと共に頷うなずいた。

「それでは、仕方ありませんね……。メルルも一いつ緒しよにお世継ぎをつくりましょう♡」

　いや、待ってくれ。俺おれの意見も反はん映えいさせてくれっ！

「わーい、レイシアおねえちゃん大だい好すきー！」

　大喜びで姉に抱だきついたメルルは、ベッドに横たわる恭太郎をジッと見つめてきた。

「あはっ♪　恭太郎おにいちゃん、スローの魔ま法ほうが掛かっちゃってるんだね……♡」

　瞳はトロンと蕩とろけており、吐息は風か邪ぜでも引いちゃったみたいに熱っぽい。

　仰あお向むけで寝ねそべる恭太郎の右側に、メルルは立て膝ひざをして、

「メルルはね、恭太郎おにいちゃんのことを想おもうと、いっつもえっちな気分になっちゃうんだけどぉ……。今日は特別えっちな気分なんだぁ……♡」

　恭太郎の右手をそっと握にぎった。子こ猫ねこがにおいつけをするみたいに頬ほおをすりつける。

「オナカの奥おくの方がむぢゅむぢゅしちゃって……ヘンになっちゃいそうなの。だからね、おにいちゃん……」

　もう片かた方ほうの手で、チューブトップになっているドレスをずりおろした。

　ぷにんっ♡　──メルルちゃんはブラをつけてなかったから、ほんのり膨ふくらんだおっぱいが露ろ出しゆつしてしまう。

　光よりも速いスピードで恭太郎はまぶたを閉とじようとした。

　でも、スローの魔法が掛かっていたので、ゆっくりとしか閉じられない。

　ちょっぴり膨らんだ胸の先せん端たんに、ピンク色した可か愛わいいなにかが見えちゃったような気がするけれど、見なかったことにする!!　俺はなにも見ていないぞ！

「メルルのカラダ、いっぱい触さわって欲ほしいの。そしたらオナカのむぢゅむぢゅが治るような気がするから……♡」

　恭太郎の意い志しなんて関係なかった。

　メルルちゃんは握りしめた恭太郎の手を、自分の胸むねに押おし当てたのだ。

　ふにゅ♡　──ぺたんこだけど、しっかりと柔やわらかい胸の感かん触しよくを指先に感じる。

　スローの魔法が掛かっているためか、自分の意志では緩ゆるやかにしかカラダを動かせなかった。

　だが、他人に動かされる分には普ふ通つうに稼か動どうするようだ。

　そして、温感や痛つう覚かく、触しよつ覚かくなど神しん経けい伝達に関しては通つう常じよう時と変わらない。肌はだに触ふれれば、すぐに感じることができた。

　つまり、どういうコトかというと──

「あんっ♡　おにいちゃんの指が、メルルを触ってるよぅ……♡」

　恭太郎の手はメルルの意のままに動かされ、いいようにオモチャにされて。

　しかも、その手触りをバッチリ感じてしまうのだ！

　目を閉じているから、どこを触っているのかはわからないけれど……。

　いろんな柔らかさを指先に感じて……ぬおおお、気が変になりそうだよ!?

「わ、私もっ……レイシアも触れて頂いただきたいですっ」

　レイシアは恭太郎の腰こしの上から降おりた。

　メルルとは反対──恭太郎の左手側に、第二王女が移い動どうするのを感じる。

　と、レイシアがなにかゴソゴソとやり始めた。

（なにをしてるんだ……？）

　猛もう烈れつに不安を感じて、恭太郎はごくごく薄うすくまぶたを開いた。

　そーっと左側を見やって……恭太郎は鼻血を噴ふくかと思った。

　れ、れれ、レイシアもブラジャーを外してるー!?

　ぶるるるるんっ♡　──メルルとは比くらべものにならない大迫はく力りよくのおっぱいが目の前で揺ゆれてるよー!!

　恭太郎は大急ぎで目を閉じた。一いつ瞬しゆんでもまぶたの動きが遅おくれていたら、大切な部分まで見えてしまっていたかもしれない。

「失礼します、恭太郎さま……」

　レイシアは恭太郎の左手を優やさしく握にぎりしめて──もにょんっ♡

　自分の胸に触れさせた。

「んっ…♡」

　服の上からではない。ナマ乳ちちの感触を指先にダイレクトに感じる。

「はぁっ…♡　恭太郎さまの指……気持ちいいですぅ♡」

「あんっ…♡　おにいちゃん、もっとメルルをイジってぇ♡」

　恭太郎の手をオモチャにして、二人のお姫ひめさまは自分のカラダをイジってる。
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　ぷにぷに♡　ふにふに♡　もにもに♡

　もにゅもにゅ♡　まにょまにょ♡　くにくに♡

　両手の指に異ことなった柔らかさを感じて。

「あっ、ぁん…っ♡　すごいです、恭太郎さま…っ♡　自分の指より気持ちいい…♡」

「らめぇ…♡　どんどんオナカのむぢゅむぢゅがひどくなるよぅ…♡」

　レイシアとメルルの甘あまい声が耳じ朶だをくすぐって。

　二人ともダイタンにもほどがあるって!!　俺も耐たえられないよっ!?

　すぐにでも魔ま法ほうを解といてもらって、二人まとめて押し倒たおしてしまいたかった。

　だが、懸けん命めいに精せい神しんを落ち着ける。

　恭太郎も媚び薬やくを飲まされたことがある。そのときは一心不ふ乱らんにエリスのカラダを求めてしまった。

　きっと二人も同じ状じよう況きようなのだろう。いつもよりさらにアグレッシブなのは、クスリのせいなのだ。

　正気を失ってる状じよう態たいの女の子に手を出すなんて卑ひ怯きようにもほどがある。

　絶ぜつ対たいに誘ゆう惑わくに負けるワケにはいかないぞ!!　気を確たしかに持て、恭太郎!!

　だが、相変わらず、指先には魅み力りよく的な柔らかさを感じ続けている。

　はっきり言って、えろい状況だ。えろすぎる！

　認みとめたくはないが、恭太郎にも遊び人だった父親の血が流れているのだ。以前、あまりに興こう奮ふんしすぎたためにケダモノと化し、レイシアたちに襲おそいかかろうとしたこともある。

　このままじゃ、またもやケダモノ化しかねない。そうなる前に脱だつ出しゆつせねば！

　動かしづらくなっている口元に力を込こめて、二人にお願いした。

「頼たのむ……。魔法を解いてくれ……。二人をもっと……触さわりたいんだ……」

「恭太郎さまが触ってくださるんですかっ？　うれしいですっ♡」

　レイシアの声は幸せそうだった。うう、騙だましてるのが心苦しい。

「メルルが解いたげるよ♡」

　ちっこい第五王女は、ボソボソと呪じゆ文もんを呟つぶやきはじめた。

「はうぅ……オナカがむぢゅむぢゅして……集中できないよぅ……」

　呻うめくように呟いて幾いく度ども失敗しつつも──

「【解アンチ呪カーズ】」

　涼すずやかな音と共に、急に恭太郎のカラダが軽くなった。魔法が解かれたのだ。

　目を閉とじたまま、もう一つお願いする。

「触ってあげるから、少しの間だけ後ろを向いてくれないか」

「わかりました……」「おにいちゃん、早くぅ…。メルルは待ちきれないよぅ…♡」

　ゴソゴソと動く気配。そぉっと目を開くと、二人は恭太郎に背せを向けて座すわっていた。

　綺き麗れいな白い背中があらわになっていて、それだけで凄すさまじく色っぽい。

「許ゆるしてくれっ」

　とんっ！　とんっ！　──レイシアとメルルの首くび筋すじに、続けざまに当て身をいれた。

「うぅ～ん…？」「はにゅ～…？」

　二人の王女さまはぽてんっと仲良くベッドに倒れ込む。

　気絶した二人にシーツを掛かけてあげる。

　当然、カラダを見てしまわないように細心の注意を払はらった。

　そして、恭太郎はフラフラとベッドから離はなれて床ゆかにへたり込み、

「ぬおおおおおおおおっ!!　俺は最低の男だ!!　死ね、死んでしまえええっ!!」

　ゴスゴスゴスゴスゴスゴスっ──何度も床に頭を打ち付けた。

　婦ふ女じよ子しに手をあげたのは初めてだったのだ。

　できることなら、このまま頭を打ち付けることで地面を掘ほり進み、深い穴あなの底で余よ生せいを送りたいぐらいだった。

　ぷしゅ～っと赤くなった額ひたいから煙けむりをあげつつ、恭太郎は呟く。

「って、こうしてもいられない……」

　二人が目を覚ます前に、この部屋から逃にげ出さねばならない。できれば、城しろ中じゆうの女の子たちが正気に戻もどるまで安全な場所に避ひ難なんしたいんだが……。

　後ハー宮レムの王仕さまは、許きよ可か無く城じよう外がいに出ることを禁きんじられている。お城の外に逃げ出したら、死し刑けいとまで言われているのだ。

　でも、城内では、どこに隠かくれたって女官の女の子に見つかってしまう気がするし……。

　考えた挙あげ句く、恭太郎は絶対に安全な場所を思いついた。

「そうか、ユフィナの部屋だ……！」

　王女の部屋には女官は許可無く立ち入らないと言っていた。加えて、ユフィナならばピコル師し匠しようの口車に乗って媚薬を飲んでしまうようなマネはしないだろう（この騒そう動どうは師匠の差し金に違ちがいないんだ!!）。

　ユフィナは恭太郎を下着泥どろ棒ぼうだと勘かん違ちがいして激げき怒どしていたが……これほどの緊きん急きゆう事態だ。必死で頼めば匿かくまってくれるだろう。

　ユフィナの部屋は、レイシアの部屋の上の階にある。

　気合いを入れるため、恭太郎は頬ほおを二度叩たたいた。

「よし、ユフィナの部屋まで一気に駆かけ抜ぬけるぞ！」




　　　　　×××




「うおっ!?　ユフィナ！　なんだよ、その格かつ好こう!?」

　ユフィナの部屋へと逃げ込んだ恭太郎は、驚おどろきの声を上げてしまった。

　部屋の主は珍めずらしい服ふく装そうに身を包んでいたのだ。

　正式名めい称しようはわからないが『パレードの先頭でバトンを振ふっている女の子の服』だ。

　腰こしにさげたサーベル。頭には長くて四角い帽ぼう子し。金ボタンが二列に並ならんだ白いジャケット。白いヒラヒラのミニスカート。太ももまであるロングブーツ。

「夕食の前に近この衛え騎き士し団だんのみんなと儀ぎ仗じよう行進の練習をする予定だったのよ。だから、着き替がえてたの」

　儀仗行進とは、閲えつ兵ぺい式などの式典において行進することらしい。

「だけど、集合場所に誰だれもいなかったから戻もどってきたのよ。こんなこと初めてだわ」

「ユフィナが部屋にいてくれてよかったよ……」

　正気でいてくれて、本当によかった……。

　恭太郎は胸むねを撫なで下ろした。

　だが、イライラしたように腕うで組ぐみをして、ユフィナはこちらを睨にらみ付けてくる。

「死にそうな声で頼たのんできたから仕方なくいれてあげたけど……まさか、あんたがみんなになんかしたんじゃないでしょうねっ!?　私にヘンなことしたら許ゆるさないんだからっ！」

「なんでも俺のせいにするなよ。俺は鉄てつ格ごう子しの中に入ってたんだ。悪さなんかできるわけないだろ？」

「でも、今は外に出てるじゃない！」

「レイシアが出してくれたんだって！」

　ユフィナの部屋もレイシアと同じく、あまり華か美びな感じではなかった。

　意外に、と言ったら失礼かもしれないけれど、女の子らしい雰ふん囲い気きだと思う。

　全体的にホワイト系けいで統とう一いつされた室内。大きめのベッドも日記帳などが収おさめられた棚たなも白っぽい木材であつらえてある。

　額の汗あせを拭ぬぐいつつ、恭太郎は白いソファに腰掛けた。

「たぶん──というか、間違いなくピコル師匠の仕し業わざだよ。どうやったのかわからないけど、城中の女の子に媚び薬やくを飲ませたんだ」

　腕組みをしたまま、ユフィナはフンと鼻を鳴らして、

「…………。《びやく》って、なに？」

「知らないのか。なんていうか、その……えっちな気分にさせるクスリだよ」

「そ、そんなものがあるの!?」

「ああ。危あやうく媚薬を飲んじゃった女の子たちに襲おそわれるところだった。命からがら逃げ出してきたんだ」

「女官たちが顔を赤くしてたけど、えっちな気分になっちゃってたのね……。うわー、そんなの絶ぜつ対たいに飲みたくないわ……」

　ユフィナは寒気を堪こらえるように、自分の両腕をさすった。

「できれば、騒さわぎが収おさまるまでココに匿ってくれないか？」

　しばらくの間、恭太郎をジト目で睨んでいたけれど肩かたをすくめた。

「そーゆーコトなら仕方ないけど……。私はあんたを許してないんだからね！　下着泥棒をするようなヤツなんて最低よ！　騒ぎが収まったら出てってもらうからねっ！」

　ユフィナは恭太郎を下着泥棒だと思いこんでいる。今はなにを言ってもムダだろう。

「わかってる。女の子の部屋に意味もなく長なが居いするつもりはないよ」

　第一王女は恭太郎を睨み付けたまま、近づこうともしない。

　それきり、会話は途と絶だえてしまう。

　元々ユフィナとはケンカというか、一方的に激げき怒どされている状じよう況きようだったのだ。楽しく会話が弾はずむわけがないのだが……沈ちん黙もくが気まずいな。まあ、色っぽく迫せまられるより何倍もマシだけど。

　そのとき、ふと気付いた。

「なんなんだ、それ」

　テーブルの上に可か愛わいらしい包みが置いてあったのだ。プレゼントだろうか。綺き麗れいにラッピングされている。

　ユフィナは焦あせったように飛び上がった。

「あ、やばっ!?」

「誰かにあげるのか？　……あ、ひょっとして、ガイルーンが見つかったの？」

　ガイルーンってのはユフィナの憧あこがれの男だん性せいだ。男であるにもかかわらず、魔ま法ほうを使いこなすことができる伝説の魔法使いだそうだ。トレクワーズ王国においては、救国の英えい雄ゆうとして敬けい愛あいされている。

　ユフィナがガイルーンに憧れているコトを知った恭太郎は、彼女の恋こいを応おう援えんしようと決意していた。現げん在ざいは行ゆく方え知れずとなっている伝説の魔法使いを一いつ緒しよに捜さがしてあげようと考えている。

「よかったじゃないか。見つかったんなら、教えてくれればいいのに」

　慌あわててテーブルに駆かけ寄よったユフィナは、隠かくすように包みをつかんだ。

「ち、違ちがうわよっ。ガイルーンさまの行方は相変わらずわかってないわ。これは自分で食べるために買ったの！　街まで視し察さつしに行ったついでにっ！」

「自分で買ったのにわざわざラッピングしてもらったの？」

「わ、悪い!?　自分へのご褒ほう美びってヤツなのよ！」

　ユフィナは無む造ぞう作さに包みを破やぶって箱を開ける。中に入っていたのはクッキーだった。

　二、三個こ、口の中に放り込んで、

「んー、おいしいっ」

「って、今食べるのかよ」

「いいじゃない。もう晩ばんご飯の時間だから、オナカが空いてるのよっ」

　恭太郎は既すでに夕食を食べたが、彼女はまだだったのだろう。一箱分のクッキーをあっという間に平らげてしまった。

　ユフィナは水差しの水をコップに注つぎ、飲もうとする。

「ま、待った！　不用意に飲まない方がいいんじゃないのか？　媚薬が混まぜられてるかもしれないぞ！」

「……ん？　ああ、これは平気よ。ついさっき、自分でくみに行ったんだし」

　王族というと箸はしの上げ下げまで召めし使つかいにやってもらうイメージがあるが、ユフィナはそういうのは嫌きらいだそうだ。式典用のドレスを着る時など一人でできないことを除のぞけば、大たい抵ていのことは自分でやってしまう。

　さておき、ユフィナが自らくんだ水ならば安全だろう。

　だが、恭太郎は念には念を入れることにした。

「先に俺おれに一杯くれないか？　代わりに毒味するよ」

「もしヘンなクスリが入ってて……恭太郎がおかしくなっちゃったら？」

「俺をぶっ飛ばして気絶させてくれ」

　媚薬を飲まされるのは嫌いやなのだろう。素す直なおにコップの水を差し出してくる。

　恐おそる恐る口をつけてみたが普ふ通つうの水だった。走り回ってノドがカラカラだったから、すごくうまい。

「大だい丈じよう夫ぶみたいね」

　恭太郎が飲んだのを確かく認にんしてから、ユフィナもコップの水を飲み干ほした。

　──変化はすぐに訪おとずれた。

「やだ……！　なに、これ……!?」

　コトン──空のコップが絨じゆう毯たんの上を転がる。

　みるみる呼こ吸きゆうが荒あらくなり、頬ほおが赤く火ほ照てっていったのだ。

　まさか媚薬が入ってたのか!?　俺はなんともなかったのに!?

　ユフィナは潤うるんだ瞳ひとみで、じっと恭太郎を見つめてくる。細いノドがコクンと動いた。

　こ、これはマズイ！　逃にげなきゃ!?

　恭太郎がソファから立ち上がる前に──シュヒンっ！

　腰こしに差していたサーベルを抜ぬいて、のど元に突つきつけてきた!?

「コラ、恭太郎っ！」

　サーベルを構かまえたまま、ユフィナは睨にらみ付けてくる。

「私はね、すっごい怒おこってるのよ！　下着を盗ぬすむようなヤツなんて許ゆるせないもん！」

「そ、そうか。だったら部屋を出て行くから、サーベルを引いてくれないか」

「すっごいムカついてるはずなのに～～～っ!!」

　王女さまはサーベルを構かまえたまま、さらに恭太郎に近づいてきて──

（お、俺の膝ひざの上に座すわった～～っ!?）

　恭太郎と向かい合うように、ふとももの上に乗っかってくる。おしりの柔やわらかな重みを感じて、ドキッとしてしまう。

　しかも、ユフィナがはいてるのはミニスカートだから中が見えちゃいそうだよ!?

　潤んだ瞳で恭太郎を見み据すえて、ユフィナは悔くやしそうに怒ど鳴なる。

「あーもうっ！　どうして恭太郎にくっついていたいと思うのよっ!?　この愚おろか者っ！　バカ！　スケベ！　ヘンタイ！　あんたなんて最低よ！」

　真っ赤な顔で怒鳴り散らしながら──むぎゅ～～～～～～～っ♡

　恭太郎の顔を抱だきしめてくる。

　ユフィナはレイシアに次いで胸むねが大きい。分ぶ厚あついジャケット越ごしにも存ぞん分ぶんに柔らかさが感じられるほどで……って、離はなれてくれ！　俺までどうにかなっちゃうよ!?

　少しでも胸から顔を離そうと、恭太郎はもがいた。

「あっ…♡　か、顔、動かされると……気持ちよくなっちゃ…ぅ…♡　やだっ、なにこれっ……。もっとグリグリってして……って、ダメダメ！　なに言ってるのよ、私！」

　ユフィナは自ら、恭太郎からカラダを離そうとした。ブンブンと首を横に振ふる。

「正気を保たもたなきゃ。ヘンなクスリに負けたとあっては烈れつ火かの王女の名が廃すたるわ……」

　懸けん命めいに沸わき上がってくるえっちな衝しよう動どうに抗あらがっているけれど──彼女の瞳がトロンとしていく。吐と息いきはさらに荒くなっていた。

「あれ……？　恭太郎って……こんなにカッコよかったっけ……？」

「って、完全にクスリに負けてるよ！　俺のコトなんて嫌きらいなんだろ？　その気持ちを思い出せ！　正気を取り戻もどすんだ！」

「勘かん違ちがいしてるわよ。別に私はあんたのこと嫌ってるワケじゃないわ……」

「へ……？」

「恭太郎ってホントにバカよね！　私が怒ってる理由もわからないんでしょ!?　本当に嫌いなら怒らないわよ！」

　嫌われてたんじゃなかったのか？　ユフィナが怒ってる理由ってなんなんだよ？

　酔よっぱらいが絡からんでくるみたいに、据わった瞳で見つめてくる。片かた手てにはサーベルを持ったままだから、迂う闊かつに身動きが取れない。

「あんたこそ私なんて嫌いなんでしょ!?　いっつも恭太郎のことぶっ飛ばしてるし！」

「き、嫌いじゃないよ……」

　嫌いだったら、この国に留とどまってまで助けてやりたいなんて思うはずがない。

「じゃあ、好すきなの!?　私のことどう思ってるわけ!?」

「ななな、なにを聞いてきてるんだよっ!?」

　改めてそんなことを尋たずねられると、ものすごくドギマギしてしまう。

　まったく気にならない存そん在ざいだと言ったら、ウソになる。でも、好きかって言われると、それも違うような……。本当に好きなら、ユフィナの恋こいを応おう援えんしてやろうなんて思うはずないし……。

　って、俺はなにを真しん剣けんに悩なやんでるんだ!?

「まあ、いいわ……。嫌いじゃないなら、それでいいのよ……。もう耐えられない……」

　サーベルを恭太郎の首筋に押おしつけて、

「恭太郎……王女として命じるわ……。私のカラダ、触さわりなさい」

「さ、触れだって!?」

「だって、誰かに触ふれて欲ほしくて、どうにかなっちゃいそうなんだもん！」

　潤んだ瞳で恭太郎を睨み付けて、ユフィナは言い募つのってくる。

「でも、胸とかおしりとか……えっちなとこは触らないでね！　腕うでとか肩かたとか、そーゆーとこを触りなさい！　もしヘンなところを触ったら──刺さす！」

　ユフィナは小さくカラダを震ふるわせている。えっちな気分になってしまって辛つらいんだ。

　肩を触るぐらいなら、問題ない気がする。姉上の肩を揉もんであげたこともある。それと大差ないだろう。

　これは救きゆう護ご行こう為いだ。ユフィナの辛さを少しでも和やわらげてあげるためなんだ!!

　自らに何度も言い聞かせて、恭太郎は膝ひざの上に座すわっている王女さまに手を伸のばした。

　肩を撫なで、そのまま二の腕から指先に向かって手を滑すべらせる。

　それだけで、ユフィナはピクンと反はん応のうしてしまっていた。

「……ふとももとか首くび筋すじも触りなさい」

「で、でも……」

　そこは肌はだが露ろ出しゆつしているから、非ひ常じように触りづらいというか。

「いちいち口答えしないでっ！　早くして！」

　このまま触れなかったら本気でサーベルで刺されそうだし……仕方があるまい。

　ロングブーツの上から、脚あしを撫であげる。ブーツとミニスカートに挟はさまれた絶ぜつ対たい領りよう域いきの辺りに触れると、ユフィナは「んっ…♡」と微かすかに吐息をもらした。

　首筋の方にも手を伸ばした。

　ジャケットの襟えり元もとから首筋を撫で、頬ほおから耳へと指を滑らせる。

　耳たぶに指先が触れた瞬しゆん間かん、ユフィナは派は手でに反応した。

「あっ…♡　そこっ♡……耳、触られるの気持ちいいっ♡」

　快かい感かんが全身に走ったみたいに、カラダをプルプルさせてる。頬は上気して真っ赤だ。全身が火ほ照てってるのか、首筋の辺りにうっすらと汗あせをかいていた。

「耳なんて、気持ちいいのか……？」

　よくわからないが、耳ぐらいなら触れても問題ないだろう。耳かきみたいなものだ。

　片手でユフィナの頬をなぞりながら、もう片方の指で耳みみ朶たぶをなぞってあげた。

「あっ…♡　はぁっ♡　や…んっ♡　恭太郎のバカっ♡　ヘンタイっ♡　ダメっ、気持ち良すぎて声出ちゃうっ♡　あんっ♡」

　悪口を連れん呼こしているけれど、ユフィナの声はなぜか甘あまえているように聞こえて……猛もう烈れつにドキドキしてしまう。

　涙なみだで潤うるみきった瞳ひとみで、第一王女は呟つぶやいた。

「もう……ダメ……♡」

「ダメって、なにが……？」

　ユフィナはサーベルを床ゆかに落とした。両手でジャケットのボタンを外しはじめる。

「恭太郎に触られたらもっとゾクゾクしちゃった……。これも、全部あんたが悪いんだからね……っ」

　って、脱ぬぐつもりかよ!?　やめろ、ユフィナ！

　止める間もなくジャケットをはだけさせ、中に着ているシャツのボタンも途と中ちゆうまで外してしまった。

　スポーツブラに包まれた巨きよ乳にゆうが、恭太郎の目の前に突つき出される。

　あまりにも胸むねが大きくて、今にもはち切れてしまいそうだ。しかも、生地が薄うす手でだからか双そう丘きゆうの先せん端たんにツンっとなにかが立ってしまっているのも丸わかりだった。

　熱っぽい吐と息いきと一いつ緒しよに、ユフィナはささやきかけてくる。

「胸も……触りなさい……」

　いつも恭太郎を魔ま法ほうでぶっ飛ばしてばかりのユフィナが、そんなお願いをしてくるなんて!?　これは夢ゆめじゃないのか!?

「なにしてんのよ……。お姫ひめさまの言うことがきけないの……？」

「いや、でも、そんなことっ」

　ユフィナは今にも泣き出してしまいそうで。

「触りなさい……。お願いだから……」

　真しん剣けんにおねだりしてくる彼女の姿すがたは、ものすごく可か愛わいらしく見えて。

　恭太郎は王女さまから、視し線せんをそらせなくなってしまった。

（ユフィナが望むなら構かまわないよな……）

　請こわれるままに、おっぱいに向かって手を伸ばしてしまう──

　が、指先が胸に触れる直前。

　恭太郎は手を方向転てん換かんさせた。腕うでをユフィナの背せ中なか側に回す。

（いやいやいや、触っていいワケないだろッ！　俺が正気を保たもたないでどうするんだ！）

　ユフィナのカラダを抱だきしめるように引き寄よせ、そのまま体を入れ替かえた。

「え？　な、なんなのっ!?」

　戸と惑まどうユフィナをソファに押しつけ、恭太郎は勢いきおいよく立ち上がった。

　サーベルで脅おどされていなければ脱だつ出しゆつ可か能のうだ！

「すまん、ユフィナ！　媚び薬やくはそのうち切れるから大人しくしててくれ！」

「ま、待ちなさいよ！【麻パラ痺ラ…」

　ユフィナが魔法を使うよりも早く、恭太郎は窓まどに向かって駆かけ出した。

　腕をクロスしながら窓ガラスを突つき破やぶり、テラスへと転がり出る。

　外は既すでに暗くなっていた。夜空には満月が輝かがやいている。

　手すりを乗り越こえて──下の階のテラスへと飛び降おりた。

「や、ヤバかった……」

　テラスに突っ伏ぷしたまま、恭太郎は額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

　ユフィナに色っぽく迫せまられたのは初めてだったのだ。

　普ふ段だんが暴ぼう力りよく的だからか、泣き出しそうな声でおねだりするユフィナの姿は凶きよう悪あくなほどに可愛らしかった。もう一度迫られたら、拒こばみきる自信はない。

「媚薬が効きいてる間は、ユフィナの部屋には近づかないようにしよう……」

　ココロに誓ちかいつつ、恭太郎はテラスを後にした。

　なんとか安全な避ひ難なん場所を見つけなくては！




　　　　　×××




　時じ刻こくは夜の七時を回っていた。

　空を覆おおう薄いベールのような《大アスト結ラル界ウオール》の向こう側で満月が輝いている。

「やめてよ、ミルン！　追いかけてこないでよ！　僕ぼくは人間の女の子とイチャイチャしたいんだよぉー！」

「もきゅー♡」

　二匹のトビカピバラが後ハー宮レムの渡わたり廊ろう下かを走っていく。

　白い方はアレスタ。茶色がメルルのペットであるミルンだ。アレスタを追いかけるミルンは瞳を♡形にしていた。

「はぁ…恭太郎さま…♡　いずこにおられるのですか…♡」

　後宮付きの女官が、恭太郎を捜さがして彷さ徨まよっている。カラダの火ほ照てりを抑おさえられないように足をモジモジさせていた。

「ふむぅ……」

　そんなようすを眺ながめていたピコルは腕うで組ぐみをした。

「なんの騒さわぎかと思ったが……これは面おも白しろいのぅ。誰だれかが《誘ゆう惑わくの聖せい杯はい》を使ったようじゃ。どうやったのか方法は定さだかではないが、城しろ中じゆうの人間に媚薬を飲ませたようじゃな」

『誘惑の聖杯が使用された』と推すい理りしたのには理由がある。

　根こん拠きよは──ピコルにはなんの反はん応のうも出ていないこと。

　誘惑の聖杯を用いて作った媚薬には『一度飲んだ人には、再さい度ど効こう力りよくを及およぼさない』という珍めずらしい特とく徴ちようがあるのだ。体内に免めん疫えきが作られてしまうようなものである。

　ピコルは四〇〇年ほど前に誘惑の聖杯を試ためしたことがあった。だから、彼女にはもう二度と効かないのだ。

「恭太郎やエリスさまも、キュアナで誘惑の聖杯を使ったようじゃ。恐おそらく二人も無事じゃろう」

　腕組みをしたまま、後ハー宮レムのヌシはほくそ笑えむ。

「むふふふ……。今ごろ、恭太郎は城中の婦ふ女じよ子しに狙ねらわれておるじゃろうなぁ。うむ、それもまた一いつ興きようじゃ。このまま放っておくことにしよう。たくさんの女子に迫られまくれば、恭太郎も童どう貞ていを捨すてる決意をするじゃろう！　あやつめ、一ひと晩ばんで百戦錬れん磨まのテクニシャンになってしまうやもしれぬな！　ふはははー！　ふゥははははー!!」

　ひとしきり高笑いをした後で、ピコルは首を傾かしげた。

「…………。はて、それにしても大事なコトを忘わすれているような気がするのぅ？　なんじゃったかな？　年を取ると忘れっぽくなってしまってイカンのじゃ」

　うむむむーん、とうなり声をあげながら考え続けること一分ほど。

「ぬぅおゎ～～～～～～～～～～～～っ!?　思い出したのじゃ～～～～～～～～～!!」

　後ハー宮レムの窓がびりびり震ふるえるほど、ピコルは絶ぜつ叫きようした。

「放置してはマズイのじゃ！　城内には媚薬を飲ませてはならんお方がおるのじゃー！」




　　　　　×××




　恭太郎が最後の望みを託たくしたのは、アルトの部屋だった。

　第四王女のアルトは、いつも自室である地下の工こう房ぼうに引きこもっている。さらに加えて、魔ま力りよくが弱いために彼女はお世よ継つぎづくりを禁きん止しされているのだ。

（ピコル師し匠しようも、アルトちゃんには媚薬を飲ませてないだろう。彼女に匿かくまってもらうほかない！）

　恭太郎は王宮の地下を目指したのだが──道どう程ていは果てしなく険けわしいものだった。

　地下の通路には、顔を赤くした女官の女の子たちが何人もいたのだ。

　木箱の中に潜もぐったり、柱の陰かげに隠かくれたり。さまざまな方法で身を隠しつつ恭太郎はアルトの部屋を目指す。

（こんなゲームを昔やったことあるな。俺おれの相手は敵てき兵士じゃなくて、えっちな気分の女の子だけど……。つーか、ライフルを持った兵士の方が何百倍もマシだ！）

　地下工房の扉とびらの前に辿たどり着いた頃ころには、恭太郎は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

　幸い、アルトの部屋の扉には鍵かぎが掛かかっていない。

　息を殺しながら、ゆっくりとノブを回す。

　本来なら入る前にノックをするべきだ。無む断だんで女の子の部屋に入るなんて、万ばん死しに値あたいする行こう為いだろう。

　だが、音を出したら見つかってしまう。

（今だけは許ゆるしてくれ、アルトちゃん……）

　ココロの中で謝あやまりつつ、恭太郎は中ちゆう腰ごしの状じよう態たいでそぉ～っとアルトの部屋に忍しのび込こんだ。

　しゃがんだまま扉に鍵を掛ける。

（ふぅ……。これでひとまずは安心だな……）

　恭太郎は安あん堵どの息を漏もらした。

　部屋の主である第四王女はベッドに座すわっている。なぜかシーツを頭から被かぶっていた。

　状じよう況きようを説明して匿ってもらうため、声を掛けようとしたところで──気付いた。

（あ、アルトちゃん、ハダカじゃないか!?）

　ベッドの上にアヒル座りしているアルトは、ほとんど全ぜん裸らだった。

　ぱんつははいているけれど、上半身にはなにも身につけていない。

　シーツがほんの少しでもめくれたら、胸むねの先せん端たんが見えてしまう状態だ。薄うすいシーツの布ぬの地じ越ごしに、巨きよ乳にゆうの柔やわらかなシルエットが浮うき彫ぼりになっている。

　しかも、である。

　アルトがしていることに気付いて、恭太郎の心しん臓ぞうが止まりかけた。

「はぁ……はぁ…っ…」

　息を荒あらくしている王女の左手は自分の胸を触さわっていて。

　もう片かた方ほうの手はぱんつの方に伸のびていたのだ!!

「はぁ……指が……止まらないよぅ……」

　指の動きに合わせて、肩かたがぴくんぴくんと震えてる。

　こ、これはひょっとして……。

　ごくり──恭太郎は思わず生なま唾つばを飲み込む。




《ひとりえっち》というヤツではないのか!?




「自分で触るの……こんなに気持ちいいなんて……知らなかった……。はぅ…っ♡」

　ぬおおあああ、やっぱりそうか!?　とんでもないところに出くわしてしまった!!

　アルトはえっちなコトとは無む縁えんな女の子だと恭太郎は思っている。

　間ま違ちがいなく、媚び薬やくにやられてしまっているのだろう。沸わき上がってくるえっちな衝しよう動どうを抑おさえきれずに自分を慰なぐさめてるんだ。

　このままアルトの部屋にいてはマズい。隠れて見てるワケにはいかないぞ!?

　すぐさま部屋を脱だつ出しゆつしたいところなのだが……ドアノブに手を掛けようとしたところで、微かすかな声と物音が聞こえてきた。

「はぁ……恭太郎さまをお見かけしたような気がするのに……」「恭太郎さま……どこにいるのですか……？」

　ダメだ。ドアの外に女官がいる。脱出することもできない!?

「こんなことしちゃ……らめなのにぃ……あふぅ…っ♡」

　アルトの甘あまい吐と息いきが聞こえてくる。メガネの奥おくの瞳ひとみをギュッと閉とじて、自分のカラダを触り続けていた。恭太郎には気付いていないようだ。

「気持ちいい……♡　気持ちいいよぅ……♡」

　指の動きはどんどん激はげしくなっていく。

　しかも、とんでもないコトを口走りはじめた。

「恭太郎……しゃまぁ……♡　もっと……触って欲ほしいですぅ……♡」

　うわあ、俺のコトを想そう像ぞうしてるよー!?

　近くに男が一人しかいないのだから、アルトが俺のコトを想像することに特別な意味はないと思う。思うんだけど……。

「らめぇ……♡　恭太郎しゃま……そこばっかりイジっちゃ……らめですぅっ♡　気持ちよすぎて声出ちゃいますぅっ♡」

　ぐおおっ！　そーゆー状態で名前を呼よばれるとドキドキするどころの騒さわぎじゃないって！　心臓が破は裂れつしそうだよ！

『見てちゃダメだ！　顔を背そむけろ！　目を逸そらせ！』

　脳のう内ないで理り性せいが叫さけぶが、恭太郎の本ほん能のうをねじ伏ふせてはくれなかった。

『いっそ本当に触っちまえ！　媚薬でメロメロだから受け入れてくれるぜ……？』

　そんな煩ぼん悩のうの声に抗あらがうので精せい一いつ杯ぱい。

　アルトの姿すがたがあまりに色っぽすぎて、呼こ吸きゆうも忘れて見入ってしまった。

「恭太郎しゃま……しゅき……♡　しゅきれすぅ……♡」

『しゅき』というのが、意味がよくわからない。でも、名前を呼ばれるたびに、恭太郎の心しん拍ぱく、血けつ圧あつ共に上じよう昇しよう。興こう奮ふんメーターもレッドゾーンに突とつ入にゆう。

　今すぐにでも飛び出していって、アルトを押おし倒たおしたい衝動に駆かられる。

（落ち着け！　落ち着くんだ、神来恭太郎！　悪あつ鬼き覆ふく滅めつ！　煩ぼん悩のう退たい散さんッ！）

　そんな恭太郎の苦悩にも気付かず、アルトは一心不ふ乱らんに自分を慰め続ける。

「あっ♡　ああっ♡　恭太郎しゃま…っ♡」

　肩の震ふるえが激しくなる。気持ちよさに我われを忘れてるんだろう。アルトの唇くちびるから一ひと筋すじ、よだれが垂たれてしまってる。

「そ、そんなに激しくしたらっ♡　あんっ♡　カラダが……ヘンですぅ♡　らめっ、なんか来るぅっ♡　来ちゃいますぅっ♡♡♡」

　びくびくびくんっっっ♡　──カラダをひときわ大きく震わせて。

　シーツを羽は織おったまま、アルトはベッドにくてっと突つっ伏ぷしてしまった。

　ようやく呪じゆ縛ばくから解とかれたように恭太郎も自分を取り戻もどす。

　呼吸をしてなかったコトに気付き、大きく息を吸すい込んだ。

（うう……。結局、最後まで見学してしまった……。俺は最低の男だ……）

　誰か細くて長いものをください。華か麗れいに首をくくってみせます！　──そう叫さけびたい気分だったのだが、いつまでも自じ己こ嫌けん悪おしてもいられない。

　今はベッドに突っ伏してるけど、アルトちゃんも媚薬を飲んでるんだ。他の姫ひめたちと同じように迫せまってこないとも限かぎらない。さっさと脱出しなくちゃ！

　恭太郎がアルトの部屋から逃にげだそうとした、刹せつ那なのことだ。

『ア、恭太郎ダ！　ここカラ出しテくれヨー！　閉とじこめられター！』

　いきなり近くにある木箱から甲かん高だかい声が響ひびいた。お茶くみ人形のペトロシュカがわずかな隙すき間まから手を振ふっている。

　この精せい巧こうに作られた人形には意い志しが宿っているらしい。えっちな行こう為いを見られたくなかったから、アルトちゃんは箱の中にしまったんだろう──って、そんな事じ情じように思いを馳はせてる場合じゃない！　頼たのむから黙だまれ！

　人差し指を唇につけてジェスチャーで黙らせようとする。だが、既すでに遅おそかった。

「ほえ……恭太郎さま……？」

　ずれてしまったメガネを直しながら、アルトは上半身を起こした。

　戸口の辺りにしゃがみ込んでいる恭太郎と目が合う。

「や、やあ、アルトちゃん。奇き遇ぐうだね」

　俺のバカ！　なにが奇遇だね、だよ。怪あやしすぎるだろ!?　なんとか誤ご魔ま化かさなきゃ!?

　大おお慌あわてしている間にも、王女の瞳ひとみにみるみる涙なみだが浮うかんでいく。

（いかん、泣かせてしまった!?）

　そりゃあ、とんでもないシーンを見られていたと知ればショックだろう。

　特にアルトちゃんは照れ屋だ。恥はずかしさのあまり死んでしまうかもしれない。

「すまなかった！　この通りだ！　勘かん弁べんしてくれ！　今見たことは全すべてさっぱり忘わすれる！　そこにあるスパナで俺の頭をぶん殴なぐってくれてもいい！」

　男らしく恭太郎は土ど下げ座ざを敢かん行こうする。

　だが、アルトのようすがおかしかった。

「ごめんなさい……。私、こんなコトになるなんて思わなくて……」

　ポロポロと涙を流しながら、王女さまは謝あやまり続けていたのだ。

「媚び薬やくって、こういうものだと思わなくって……。私のせいで、みんなが……」

「アルトちゃんのせいで……？　どういうコトなのか、話してくれないか？」

「私が、誘ゆう惑わくの聖せい杯はいを仕し掛かけちゃったんです……」

「仕掛けたって、どこに……？」

　アルトはシーツで涙を拭ぬぐいながら、教えてくれた。

「ポンプ小屋です……。王宮全体にお水を供きよう給きゆうしてます……」

　つまり、今お城しろで使われている水は全て媚薬に変わってるってコトか!?

　城中の女の子たちが一いつ斉せいにメロメロになっちゃったはずだ！

「どうしてそんなことしたんだよ？」

「ご、ごめんなさい……。それだけは……言えません……」

　それきり、アルトちゃんはベッドに突っ伏して泣き崩くずれてしまう。話を聞くことはできそうになかった。

　アルトちゃんが、なぜ誘惑の聖杯を使おうと思ったのか。城中の人間に媚薬を飲ませようと思ったのか。理由はわからない。

　わからないが、このままにはしておけないよな。

　恭太郎はペトロシュカが閉じこめられていた木箱を開けてやる。

『フー、息苦しかったゼ！』

「おまえは呼吸してないだろ…じゃなくて！　ポンプ小屋の場所ってわかるか？」

『わかるゼ！　聖杯ノありかモ、見てたカラわかル！』

「じゃあ、案内してくれ！」

　ペトロシュカが恭太郎の肩かたに飛び乗ってくる。

　きっと必要になるだろう。手近にあった道具箱を抱かかえながら恭太郎はアルトに告げた。

「アルトちゃん、安心してくれ。誘惑の聖杯は俺が取り外してくるからな！」




　　　　　×××




「陛へい下か！　女王陛下!!」

　ピコルは白いローブを翻ひるがえして、女王の間に駆かけ込こんだ。赤絨じゆう毯たんの上を走る。

　全てが純じゆん白ぱくで作られた巨きよ大だいな空間。天てん井じようの辺りには巨大なクリスタルが浮ういており、女王の間全体を淡あわく照らしている。

　誰だれもが息を呑のむ荘厳な光景なのだが、ピコルの視し線せんは一点に向けられていた。

　ステージのように一段だん高くなっている場所に据すえられた巨大なベッドだ。

　そこには病に臥ふせる女王エルトリーゼが眠ねむっている。

　ピコルが心配したのは女王のことだ。

　エルトリーゼのために集められた王仕たちはお世よ継つぎづくりを嫌いやがったりしなかった。だから、誘惑の聖杯なんて使う必要がなかったのだ。

　それゆえ、エルトリーゼにも媚薬が効きいてしまうのである。

　ベッドを覆おおう純白のベールの外から、ピコルは声を掛かけた。

「女王さま、ご無事ですか!?」

「う……く……。これはいったい何事ですか……？」

「何者かが、城中の人間に媚薬を飲ませたようなのですじゃ！」

「媚薬を……？」

　女王の声は辛つらそうだ。呼こ吸きゆうが荒あらくなっている。媚薬の餌え食じきになってしまったのだ。

　女王陛下は、全身がガラス化していくという奇き病びように冒おかされている。体力が落ちている女王に媚薬なんてものを飲ませては、病びよう状じようが悪化してしまうかもしれない。

　焦あせるピコルをよそに、凛りんとした声でエルトリーゼは口を開いた。

「このままでは、私の精せい神しん集中も切れてしまいそうです……。《大アスト結ラル界ウオール》を維い持じすることができません……」

　さすがは一国の主、媚薬を飲まされても我われを忘れてはいないようだ。

　感服するピコルに女王は命じた。

「女王の名にかけて《大アスト結ラル界ウオール》が消しよう滅めつせぬよう全力を尽つくしましょう……。ピコル、あなたは一いつ刻こくも早く、媚薬の効こう力りよくを打ち消しなさい……んっ♡」

　女王は苦しそうにも、気持ちよさそうにも聞こえる声で呻うめいた。微かすかに苦く笑しようしつつ、続ける。

「ふふ……。《大アスト結ラル界ウオール》を維持できないばかりか、このままでは恭太郎を女王の間に呼よびつけかねません。ピコル、急ぎなさい」

「御ぎよ意いにございます！」

　ピコルは膝ひざをついて畏かしこまる。が、内心では焦ってもいた。

（媚薬の効果を消すなんて、どうすればいいのじゃ……!?）




　　　　　×××




『そこノボルトヲ外セ！』

　ポンプ小屋は、王おう城じようの北西側にある塔とうの上に建てられていた。

　巨大なタンクも併へい設せつされているから、『小屋』と言っても結けつ構こうな広さがある。一〇畳じようくらいはあるだろうか。レンガで造られており、かなりしっかりしている。

　設せつ置ちされているポンプは軽自動車くらいの大きさがあった。轟ごう音おんを立てて、今も水をくみ上げている。

　一いつ旦たんポンプで地下水を塔の屋上までくみ上げてタンクに貯ちよ留りゆうし、そこから城中に送水しているようだ。

「ソコってドコだよ？　ボルトがいっぱいあってわからないぞ！」

　スパナを片かた手てに、恭太郎はアルトが整せい備びしたというポンプと格かく闘とうしていた。この内部に誘ゆう惑わくの聖せい杯はいが仕し掛かけられており、全すべての水を媚び薬やくに変えてしまっているのだ。

『アーモー！　違ちがうヨ、バカ！　ネジノ一つモ外せないノカ！　オタンコナス！』

「うるさいな！　俺おれは機械は得意じゃないんだよ！」

　毒舌お茶くみ人形に暴ぼう言げんを吐はかれつつも、恭太郎は必死にポンプを分ぶん解かい。

　噴ふき出した水のせいで全身びしょ濡ぬれになりながら、誘惑の聖杯を取り外すことに成功した。

　青く輝かがやくグラスを握にぎりしめ、恭太郎は床ゆかの上にへたり込む。

「これで一いつ件けん落着だな……」

　大きく安あん堵どの息を吐ついたのであるが──

「コラ、恭太郎～っ！」「恭太郎さま～っ♡」「恭太郎おにいちゃ～ん♡」

　満月の輝かがやく屋上に、女の子たちの呼よび声が木こ霊だました。

　慌あわてて小屋から飛び出した恭太郎は、顎あごが外れるかと思った。

　ユフィナ、レイシア、メルルのお姫ひめさま三人を先頭に、女官たちが屋上に集まっていたのだ。その数は一〇〇人を超こえているだろう。

　しかも、誰もが色っぽい格かつ好こうをしていた。女官の服が脱ぬぎかけだったり、下着姿すがただったり。全ぜん裸らのコがいないのだけは幸いだったなぁ……って、なんの救いにもなってないよ！

　みんな瞳ひとみを♡マークにしている。その視し線せんの先にいるのは恭太郎だ。

　小屋を飛び出したはいいものの、塔の屋上には出入り口が一つしかない。

　屋上は袋ふくろ小こう路じなのだ。逃にげ場はなかった。

　半脱ぎ状じよう態たいの女の子の一いち団だんがジリジリと近づいてくる。

　この全員が恭太郎とえっちしたいと思っているのだ。

　一人や二人なら当て身でなんとかなるだろう。だが、これだけの人数に襲おそいかかられたら一ひと溜たまりもないだろう。

　組み伏ふせられて、服を脱がされて。

　押おさえつけられたまま、無む理り矢や理り上に乗っかられちゃったりして。

　ここにいる全員と代わる代わるえっちすることになっちゃったら──

　恭太郎はブルブルと首を横に振ふった。

　間違いなく死んじゃうよ！　精せい力りよくを使い果たして死ぬ！

　よしんば体力的に死ななかったとしても、複ふく数すうの女の子と行こう為いに及およぶなんて許ゆるされることじゃない！　切せつ腹ぷくをせざるを得ない！

　白大理石のブロックによって造られた屋上の縁ふちに追い詰つめられた。

　下をのぞき込む。高さは五〇メートルくらいありそうだ。落ちたら無事じゃ済すまない。

　恭太郎は暴あばれ牛を落ち着けようとするみたいに両手をかざした。

「みんな、落ち着け！　落ち着くんだ！　話し合おうじゃないか！」

　バトントワラーの格好をしているユフィナは、赤い顔をして怒ど鳴なった。

「逃げるなんてズルイわよ、卑ひ怯きよう者っ！」

　レイシア＆メルルも口々に甘あまやかな言葉を掛かけてくる。

「おにいちゃん。メルルは満足してないんだからね？」

「お慈じ悲ひをくださいまし、恭太郎さま……♡」

　二人はドレスを着ている。でも、ブラはつけていないようだった。レイシアの巨きよ大だいな胸むねの先せん端たんにポツっとなにかが浮ういているのがわかる。

　女官のコたちも言葉には出さないが、恭太郎のカラダに熱い視線を送ってきた。

　包囲網もうが徐じよ々じよに狭せばめられていく。

　セクシーな格好の女の子たちが恭太郎に迫せまってくる。

「だ、ダメだ……。こっちに来ないでくれよ……」

　首を横に振りながら、ココロの中で絶ぜつ叫きようした。

（だ、誰か、助けてくれええええぇぇぇ～～～～～っ!!）
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　　　　　×××




（だ、誰か、助けてよおおおおおぉぉぉ～～～～～っ!!）

　同時じ刻こく。後ハー宮レムでもココロの叫さけびがあがっていた。

　トビカピバラの少年、アレスタだ。

　メスのトビカピバラであるミルンに迫られて、ベッドの上に追い詰められてしまったのである。

「もきゅー♡」

　ミルンは黒くて丸い鼻をアレスタにこすりつけ、甘えた声で鳴いた。長い耳を絡からめてくる。

「み、ミルン、やめてよぅ……くすぐったいよぅ……。あうっ♡」

　トビカピバラにとって、耳は敏びん感かんな器官だ。

　ただでさえ興こう奮ふんしているせいもあって、アレスタはドキドキしてしまった。

「もきゅぅ…♡」

　涙なみだに潤うるんだ瞳で、ミルンはアレスタのほっぺを舐なめる。

　そんな仕草は、とても愛いとおしく思えた。

「こうしてみるとミルンって可か愛わいいなぁ……。もういっそミルンと交こう尾びしちゃってもいいかなぁ……」

　アレスタは肉球のついた手を伸のばしかけて──慌あわててもう片方の手で押さえた。

「って、血ち迷まようんじゃないよ、僕ぼく！　そんなの人としてダメだろ！」

「もきゅ～～っ♡♡♡」

「うわー、やめてよ、ミルン！　初体験の相手が動物なんてヤダよー!?」




　　　　　×××




「どうして高こう貴きなる私が、こんなことをしなくちゃいけないんですの!?」

　王城の前庭。青々とした芝しばの上。

　ライトアップされたお城しろを背せにしつつ、エリスはラインカーを転がしていた。芝しば生ふの上に、模も様ようが描えがかれていく。

　もう一台のラインカーを大急ぎで走らせつつ、ピコルは謝あやまった。

「申し訳わけございませんのじゃ。今、この城で媚び薬やくにやられておらぬのは、吾われとエリスさま、そして恭太郎の三人だけなのですじゃ」

「だったら、恭太郎がやればいいんですわ！」

「それが、あやつめの姿すがたが見あたりませんのじゃ。恐おそらく、媚薬にやられた女官たちに襲おそわれているものと思われますのじゃ」

「そ、そんなのダメですわっ！　恭太郎には私というものが……！」

　叫んでしまった後で、口を覆おおう。モゴモゴと言い訳がましく続ける。

「い、一刻も早くお世よ継つぎをつくって王おう座ざを継ぐのは私なのですわ。他の婦ふ女じよ子しに恭太郎を渡わたすワケにはいきませんの。今のはそういう意味ですからねっ」

「わかっておりますのじゃ。このピコルにお任まかせくだされ。たちどころに事じ態たいを収しゆう拾しゆうしてみせますのじゃ！」

　ピコルは薄うすっぺらな胸を張はった。

「媚薬の効こう果かを打ち消すために、こうして魔ま法ほう陣じんを描いておりますのじゃ」

「どんな効果がありますの？」

「誘ゆう惑わくの聖せい杯はいは、キュアナの守しゆ護ご母神《キュアン》の魔力を得ることで力を発はつ揮きしておりますのじゃ。王おう城じよう一帯の魔力を全すべて弱めてしまえば、媚薬の効果も抑おさえられるはずですじゃ！」

「つまり、これは一時的に魔力を封ふう印いんするための魔法陣ですのね」

「左様でございますじゃ」

「でも、それじゃ……女お王母陛さ下まの魔力まで封印されて《大アスト結ラル界ウオール》が消えてしまうんではなくって？」

「確たしかに、陛へい下かの魔力も弱められてしまいますのじゃ。しかしながら、完全に封じてしまうワケではございませんのじゃ。一定期間は《大結界》が薄くなるやもしれませぬが……消しよう滅めつするということは無いはずですじゃ！」

　エリスも媚薬を飲んだことがある。胸がドキドキしてしまって、まったく魔法が使えなくなってしまった。

　今この瞬しゆん間かんも、夜空には《大結界》が覆っている。女お王母陛さ下まは、懸けん命めいに精せい神しんを集中してこれを維い持じしているんだ。

　媚薬に苦しみながら結界を張るよりも、お城全体の魔力を弱めてしまうことで媚薬の効果を抑え込こみ、その上で弱められた魔力で《大結界》を維持し続けてもらう方が、女王の負ふ担たんが少ないと判はん断だんしたんだろう。

「そういうコトなら仕方がありませんわね。お手伝いさせて頂いただきますわ」

「やはり、恭太郎めが心配なのですかな？」

「ちちちち、違ちがいますわ！　勘かん違ちがいしないでちょうだい！」

　顔を真っ赤にしつつ、エリスはピコルの指し示じに従したがいラインカーを転がすのだった。

（フン、後一〇分もあれば、魔法陣は完成しますわね。私以外の王女に手を出したら、承しよう知ちしませんわよ、恭太郎っ！）




　　　　　×××




　恭太郎には、もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもなかった。

「ぱんつは！　ぱんつだけは堪かん忍にんしてくれーっ!?」

　屋上に悲ひ痛つうな叫さけびが響ひびく。

　女官の女の子たちに飛びかかられ組み伏ふせられてしまった。起き上がりたくとも、肩かたや足を押さえられているから身動き一つ取れない。

　そんな状じよう態たいで四方八方から手が伸のびてきて、服を脱ぬがされてしまったのだ。

　残っているのはもはや、ぱんつだけという状態。

「脱いじゃいなよ、恭太郎おにいちゃん♡　膨ふくらんじゃって窮きゆう屈くつそうだよ？」

　右のふとももの辺りに座すわって、メルルが恭太郎のトランクスを見下ろしている。テント状に盛もり上がっていて、今にも布地が破けそうだ。

　悲しいかな、恭太郎の分身はこんな窮状でもしっかり反はん応のうしていたのである。

「恭太郎さまにも、いっぱい気持ちよくなって頂きたいです……♡」

　メルルと向かい合うようにしゃがみ込んでいるレイシアが、トランクスの上からそっと手を這はわせた。

　ぞくぞくっ──寒気にも似にた快かい感かんが腰こしの辺りで弾けた。

「……ぅくっ」

　擦こすられるたびに、思わず声が出てしまう。

「ああー♡　もっと大きくなったよー♡」

「すごくご立りつ派ぱです……♡　直じかに触さわって差し上げたいです♡　それとも、やっぱり胸むねで挟はさんだ方がいいでしょうか……？」

「け、結けつ構こうですから！」

「メルルはおっぱいがちっさいから……お口でペロペロしてあげる～♡」

「く、口!?　そんなばっちぃコトしちゃダメだよ、メルルちゃん！」

「では、メルル。一いつ緒しよにご奉ほう仕ししましょう♡　私が胸で挟みますから、メルルはお口でご奉仕してくださいね♡」

「待って！　そんな高度な合体技わざを編あみ出さないでくれー!?」

　二人のお姫さまは恭太郎のぱんつに手を掛かける。脱がされないように、必死に手で掴つかみ続けるけれど──剥はぎ取られてしまうのも時間の問題だろう。

（うわー、二人ともクスリのせいでアグレッシブすぎるよ！）

　ココロの中で絶ぜつ叫きようする恭太郎の耳に、怒おこったような声が届とどいた。

「なにヘラヘラしてるのよ！　この無礼者！」

　どすん、とユフィナが恭太郎のオナカの上に乗っかってきた。

「ぐおっ、苦しいよ、ユフィナ！」

　ユフィナはバトントワラーの格かつ好こうをしている。しかも、胸むな元もとは開いたままだからブラに包まれた巨きよ乳にゆうが丸見えだった。

　酔よっぱらったみたいに据すわった瞳ひとみで、ユフィナは恭太郎をじーっと見つめて、

「私はねぇ、好きでもない人とお世よ継つぎづくりなんてしたくないのよ！」

「実に良い心掛けだ！　そのポリシーを貫いてくれ！　ついでに、妹たちにも言い聞かせてくれるとありがた……って、どうして顔を近づけてくるんだよ!?」

「わ、私だってよくわからないけど……」

　オナカの上に座ったまま、第一王女はゆっくりとお辞じ儀ぎをするように腰を折った。ユフィナの可か愛わいらしい顔が、首くび筋すじの辺りに近づいてくる。

「恭太郎にくっついていたくて、仕方がないんだもん……♡」

　ネコが匂においつけをするみたいに、ユフィナが首の辺りに頬ほおずりしてくる。

　熱っぽい吐と息いきが掛かって、ゾクゾクしてしまった。

「あんたって……結構いい匂いがするのね……。ずっと嗅かいでいたい感じ……」

「なななな、なに言ってんだよ!?」

　あの凶きよう暴ぼうなユフィナが甘あまえたようにくっついて来るだけでもドキドキなのに!?

　彼の周囲では、半はん裸らの女官たちが熱い視し線せんを送ってくる。

「恭太郎さまぇ♡」「はぁ、触ってくださるなら、どんなことでもします…♡」「ステキ…♡」「えっちしたい…♡」

　色っぽい囁ささやきが恭太郎の鼓こ膜まくを通して脳のうを溶とかしていく。

「早く脱いじゃいなよぅ♡」「ご奉仕させてくださいませ♡」

　レイシアとメルルが下着の上から恭太郎のアレを撫なでくり回している。

「あんたのコトなんて好すきじゃないんだからね……」

　言い訳わけがましく呟つぶやきながら、ユフィナが恭太郎にすり寄よってくる。

「う……うわぁ……。ダメだ……。ダメだって……」

　恭太郎の心しん拍ぱく数も血けつ圧あつも上じよう昇しようの一いつ途とを辿たどっていた。興こう奮ふんゲージは既すでに振ふり切れている。脳内が煩ぼん悩のう一色に埋うめ尽つくされていく。鋼こう鉄てつの理り性せいも崩くずれ去る寸すん前ぜんだった。

（もう、限げん界かいだ……!!）

　そして、ついには──ぷつんっ。

　恭太郎の中の入ってはいけないスイッチが、ＯＮになってしまった。




「ぶるぁあああああああああああああ──ッッッ！！！」




　恭太郎は夜空に向けて咆ほう吼こうした。全身から闘オー気ラのようなものが迸ほとばしる。

　凄すさまじい膂りよ力りよくを発はつ揮きし、押おさえつけられていた少女たちの手を振り払はらって立ち上がった。

「片かたっ端ぱしから相手してやろうじゃねぇかァ!!　まずは、おまえだ！　ユフィナ！」

　目の前にいるユフィナを抱だき寄せ、その唇くちびるを奪うばおうとした。

　二人の唇が触ふれ合う、まさに直前。

　ヴォン！　──空気が振しん動どうするような音が、一帯を駆かけ抜ぬけた。

　夢む遊ゆう病びようにでも罹かかっていたような少女たちの瞳に、生気が戻もどる。

　その直後、悲鳴の合唱が響ひびき渡わたった。

『きゃああああああああああああああっ!!』

　自分が半裸であることに気付き、誰だれもが手で身か体らだを隠かくす。

「ほえ？　どうしてメルルはこんなところにいるのかな？」

「いったいなにが起こったんでしょうか……？」

　レイシアとメルルも首をひねっている。

　ユフィナも正気を取り戻した。

「私、なにをしてたんだろう……？」

「決まってんだろ！　世よ継つぎづくりだよ！　待ってろよ！　ここにいる全員、俺おれサマのものにしてやるからなぁ!!」

　キス寸前まで恭太郎が顔を近づけていることに気付いたユフィナは絶叫した。

「は、離はなれなさいっ！　このドヘンタイ～～～っ!!」

　渾こん身しんの右ストレートが恭太郎の頬ほおにヒット！

「うぼあ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　哀あわれ、恭太郎は高い塔とうの上から落っこちてしまうのだった──




　　　　　×××




　淡あわい光を放つ魔ま法ほう陣じんを、エリスは満足げに見下ろした。

「これで媚び薬やくの効こう果かは掻かき消されますのね」

「正せい確かくに言うと、媚薬だけではなく城じよう内ないで使われている全すべての魔法が効果を弱められておりますのじゃ」

「ということは──」

　エリスは手を横に伸のばした。

「来たれ、【裁デ切スり・サのイ鎌ス】！」

　武ぶ器きを呼よび出そうとしたけれど、魔法が発動しなかった。

「確たしかに、使えなくなってますわね」

「不便ではございますが、媚薬の効果が消えるまでは、このままにしておくほかありますまい。女王陛へい下かのご病気が悪化しては困こまりますからのぅ」

　ピコルは天を仰あおいだ。

　本来なら白いベールのように夜空を覆おおっているはずの《大アスト結ラル界ウオール》が、微かすかなもやのようにしか見えない。

　エリスは不安げに眉まゆを顰ひそめる。

「外がい敵てきが攻せめて来たら、危き険けんではありませんの？」

「媚薬の効果が完全に消えるまで、あと数時間ほどですじゃ。国外の敵が入ってこようとしても、それくらいならば持ちこたえるでしょう。ただ……」

「ただ、なんですの……？」

「魔法に頼たよらない大きな力が襲おそってきたら──例えば、暴ぼう動どうでも起こって国民が城しろに攻めて来た場合は危険ですのじゃ。今は誰もが魔力を弱められておりますゆえ、対たい処しよのしようがありませんのじゃ」

「暴動ですって？　フン、そんな心配は無用ですわ。トレクワーズの国民はそんな野や蛮ばんなことはしませんもの」

「それもそうですな。差し出たことを申しました」

　ピコルは感服したように頭を下げたのだが、その表ひよう情じようは硬かたいままだった。

　長年トレクワーズ王家に勤つとめていた彼女の勘かんが訴うつたえかけていたのだ。

　なにか、悪いことが起こりそうな予感がする、と。













　ハーレム講こう座ざ☆ピコルの穴あな！　その２！










ピコル（以下、ピ）「ピコル師し匠しようプレゼンツ、ハーレム講座☆ピコルの穴！　その２なのじゃーっ！」

アレスタ（以下、ア）「…………」

ピ「って、なぜ無言なのじゃ？　ハーレム講座は声だけでお送りしておるのじゃ。黙だまっていたら、成立しないのじゃ！」

ア「…………抗こう議ぎですよ」

ピ「なぬ？」

ア「……無言の抗議ですよ！　なんですか、アレはー!?」

ピ「アレってなんじゃ？」

ア「決まってるじゃないですか！　第三章ですよ！　城しろ中じゆうの女の子が媚薬でメロメロだってのに……どうして僕ぼくの相手はミルンなんですかー!?」

ピ「そりゃ、アレスタはトビカピバラだから仕方がないのじゃ」

ア「元は人間ですってば！　うわーん、僕も女の子に迫せまられたかったよぅ！　五人もお姫ひめさまが──ううん、女官の女の子たちが一〇〇〇人ぐらいいるんだから、一人ぐらい僕に迫ってきてもよかったのに！」

ピ「よいではないか。ミルンもよく見ると可か愛わいいのじゃ」

ア「ですよねー！　だから、僕も『いっそミルンでいいやー』って思っちゃいましたもん。これはナイショですけど、ミルンのおしりとか触さわっちゃいましたもん」

ピ「どんな触り心ごこ地ちじゃった？」

ア「ふさふさしてました。……うわーん、やっぱり動物はヤダよー！　人間の女の子がいいよー！　ぷりっとしたおしりがいいよー！」

ピ「……むぅ、確かにちょっぴり可か哀わい相そうじゃのう。仕方があるまい。今回もこれを使うがいいのじゃ。《妄もう想そうカメラくん１号》じゃ」

ア「えっちな妄想をすると、その写真が撮とれるアイテムですね！　よぉし、こうなったら、思いっきりえっちな写真を撮ってうさばらししてやるー！」

ピ「頑がん張ばれ、アレスタ！　おぬしの活かつ躍やくどころは、ココしかないのじゃ！」

ア「事実は時として人を傷きずつけるんですよ！　まあ、いいや！　読者のみんな、僕にえっちな妄想をわけてくれー！　むむむむむーんっ!!」
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ピ「チアガールか！　脚あしが綺き麗れいなエリスさまで妄想するとは、なかなかやるのう！」

ア「今回はエリスさまのえっちなイラストが少ないですからね！　エリスさまはすぐ僕をイジメるけど、写真で見るには最高だなあ、あははは、むひょひょひょ、りりりり！」

ピ「説明せねばなるまい！《妄想カメラくん１号》を使うと副作用で若じやつ干かんアホになってしまうのじゃ！」

ア「……アホになっちゃったとしても、僕はえっちな妄想を続けますよ！　みんながえっちな写真でハァハァするために！　たとえ、僕の出番がピコルの穴だけになっちゃったとしても！」

ピ「なんか格かつ好こういいセリフっぽく言われた!?」

ア「みんな、これからも僕を応おう援えんしてねーっ！」

ピ「ピコルの穴、今回はここまで！　次回もよろしく頼たのむのじゃー！♡」














　第四章　必要なのは、魔ま力りよくじゃなくて。












　　　　ごめんなさい。










　　　　さようなら。
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「待つんだ、アルトちゃん！」

　夜。後ハー宮レム。裏うら庭にわ。

　大きな荷物を引きずっていたアルトの腕うでを、左手で掴つかんだ。利きき腕である右は三さん角かく巾きんで吊つっていたのだ。

　一〇階建てのビルにも相当する高さを持つ塔とうから落ちては、頑がん丈じようさには自信のある恭きよう太た郎ろうとて無事ではいられなかった。

　右腕の尺しやつ骨こつがポッキリと折れてしまったのである。

　幼おさない頃ころから厳きびしい修しゆう行ぎように明け暮くれていたから、骨折なんてしょっちゅうだった。単たん純じゆん骨折なんて、かすり傷きずみたいなものだ。

　むしろ、痛いたみのおかげでケダモノ状じよう態たいから我われに返ることができたので、ぶっ飛ばしてくれたユフィナには感かん謝しやしたいくらいである。

　手早く自分で骨折の手当てをした恭太郎は、真っ先に第四王女の部屋へと向かった。

《誘ゆう惑わくの聖せい杯はい》を仕し掛かけたのはピコル師し匠しようではなく、アルトだった。

　大人しい彼女が、なぜそんなことをしたのかはわからない。だけど、城しろ中じゆうを混こん乱らんさせてしまったことを気にしてるんじゃないかと思った。だから、ようすを見に行ったのだ。

　そしたら、工こう房ぼうのテーブルに書き置きがあった。メモ用紙にたった二言だけ。

『ごめんなさい。さようなら』

（家出する気か……!?）

　ピコルの話によると、城中の魔力を抑おさえ込こむことで媚び薬やくの効果を打ち消しているそうだ。その間は、お城の敷しき地ち内では魔法がほとんど使えない。

　魔力が使えない隙すきに敵てき兵へいや暴ぼう漢かんなどが入り込むのを防ふせぐため、城じよう門もんを近この衛え騎き士し団だんに固めさせ人の出入りを制せい限げんしているそうだ。

（アルトちゃんは、まだお城のどこかにいるに違ちがいない──！）

　そう考えた恭太郎は、腕の痛いたみを堪こらえつつ城中を駆かけ回った。

　そして、後ハー宮レムの裏庭でアルトを見つけたというワケだ。

「恭太郎さま……」

　腕を掴まれたアルトは絶ぜつ望ぼう的な表ひよう情じようをしていた。メガネの奥おくの瞳ひとみには生気がなく、顔は青ざめている。

「放してください……。私はもう、王コ宮コにはいられません……」

「どうして家出なんかしようとしてるんだよ？」

「だって……。だって……!!」

　瞳ひとみに大おお粒つぶの涙なみだが溜たまっていく。

「私がバカなことをしたせいで、みんなに迷めい惑わくを掛けちゃいました……。城中のみんなをヘンな気分にさせちゃったし……。女お王母陛さ下まも危き険けんにさらしてしまいました……」

　三角巾に吊られた恭太郎の右腕を見つめる。

「それに、恭太郎さまにもケガをさせてしまいました。恭太郎さまは、トレクワーズにとっての希望なのに……。もう誰だれにも合わせる顔がありません……！」

「俺おれのケガなんて大したことないよ。家出なんかやめてくれ。みんなが悲しむだろ？」

　なにもかもを諦あきらめたかのような口調で、アルトは呟つぶやいた。

「……誰も、悲しまないと思います。だって、私はいらない王女さまですから……」

「なんで、そんなこと言うんだよ？」

「魔力がないから戦うこともできない。敵国が攻せめてきても私は見てるだけ。……ううん、足手まといになるだけです。私がいなければ、お姉さまたちはもっと自由に戦えるんです。私なんて、いない方がいいんですよ……」

「アルトちゃん……」

「初めから、わかっていたんです……。私なんて、この世に生まれてくるべきじゃなかったんですよ……」

　ぽつりぽつりと呟くように、アルトは続ける。

「恭太郎さまも知ってますよね……？　魔力の強いお世よ継つぎをつくる方法を……」

　確たしかに、ピコル師匠から説明されたことがある。

　お姫ひめさまと王仕がお互たがいに愛し合ってつくったお世継ぎは強い魔力を持つのだそうだ。

　アルトは魔力が弱い。

　それは、裏返せば、つまり──

「私は、女お王母陛さ下まや父お王父仕さまに愛されずに生まれてきたんですよ……」

　アルトは辛つらそうに顔を歪ゆがめている。自らの言葉で、自分のカラダを切り裂さいているように恭太郎には見えた。

「父お王父仕さまには、会ったことすらありません。きっと私になんて会いたくもなかったんでしょうね……」

　きっと。

　アルトちゃんは物心ついてから今まで、そのことを気に病やんで来たんだ。

　だからこそ、こんなに引っ込み思案で自信のない性せい格かくになってしまったのに違いない。

「ごめんなさい……。本当にごめんなさい……。私はいらない王女さまなのに……。大それたことを考えちゃいました……」

　潤うるんだ瞳で、恭太郎を見つめる。

「好すきになって欲ほしいって、思ってしまったんです……」

「好きになって欲しいって……誰に？」

「……それは、その……」

　幾いく度ども幾度もためらった後で、アルトは涙声で続けた。

「み、みんなです……。お姉さまたちにも、メルルにも、お母さまにも、女官のみんなにも──そして、恭太郎さまにも」

　今にも泣き出しそうな顔で、アルトは微ほほ笑えんだ。

「私って、本当にドジでバカなんです……。だから、媚薬のコトを『飲ませたら好きになってくれるクスリ』だと思っちゃって。最初は憧あこがれの人が振ふり向いてくれればいいと考えていたんですが……ポンプ小屋に仕し掛かければみんなが私を好きになってくれるような気がして。それって、とてもステキなことのように思って……。それで……それで……」

　恭太郎が想そう像ぞうしている以上に、『魔力が低い』ということがコンプレックスになっているのだろう。

　ココロのどこかで、アルトは自分をひとりぼっちだと感じてたんだ。

　仲が良い姉し妹まいに見えても、彼女だけはひっそりと疎そ外がい感を覚えていたのかもしれない。

　それゆえ、城しろ中じゆうの人に媚び薬やくを飲ませるなんていう暴ぼう挙きよに走ったのだろう。

　アルトを責せめる気にはなれなかった。なんとかして元気づけてやりたかった。

「アルトちゃんは、いらない王女さまなんかじゃないよ」

「…………」

「ほら、跳はね橋を造つくったりして、国民の役に立ってるじゃないか！」

「あれは……レイシア姉さまの優やさしさですよ。本当は科学なんか使わなくても、魔法だけで平気なんです。だけど、役立たずな私にも居い場ば所しよがあるようにって、レイシア姉さまがお仕事をくれたんですよ……」

「そ、そんなはずないって！」

　アルトはゆっくりと首を横に振る。

「魔法が使えない女の子は、この世界ではなんの意味もないんです……。魔力の低い王女さまなんて、いる価か値ちはありません……」

「それでも！　それでも、俺はアルトちゃんのコトをいらないなんて思えない！　俺にとっては必要だよ！」

　必死に言い募つのったけれど、閉とじてしまったアルトのココロには届とどかなかった。

「やめてください、恭太郎さま……」

　ぽろぽろ。ぽろぽろ──

「恭太郎さまは、とても優しいです」

　アルトの瞳から、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「でも、その優しさが……私には痛いたいです……」

　涙を流しながら、小さく頭を下げる。

「こんなダメな私と、いっぱいお喋しやべりしてくれて、ありがとうございました。一いつ緒しよにいてくれて、ありがとうございました。すごく楽しくて、幸せで、夢ゆめみたいでした……」

　鼻をすすりながら、懸けん命めいに笑え顔がおを作る。

「もう私のコトなんて、忘れてください……」

　荷物を抱かかえて踵きびすを返した。

（本気で、家出しちゃうつもりなのかよ？　なんとかして止めなきゃ！）

　頭の中では、そう考えているのだけれど、すぐには言葉が出てこなかった。

　アルトちゃんはいらない王女なんかじゃないんだ。このまま行かせて良いはずがない。

　それはわかってる。

　だけど──どんなセリフを掛ければわかってもらえるんだ？

　どんなことを言えば、アルトちゃんの涙を止めてやれるんだ？

　ただでさえ口が達者ではない彼には、気の利きいたセリフ一つ思い浮うかばなかった。

　情なさけないな、俺は……。この国を救うために召しよう喚かんされたはずだろう？　なのに、苦しむ少女一人すら救えないのかよ……。

　アルトは、振り返らずに去っていこうとする。

「アルトちゃん！」

　悩なやんだ末に王女さまの背せ中なかに投げかけた言葉は、我われながらどうかと思うものだった。

「……逃にげるなよ!!」

「え……？」

「みんなに迷めい惑わくを掛けたと思うんだろう？　俺のケガの原げん因いんを作っちゃったと思ってるんだろう？　だったら、逃げるなよ！」

「でも……私にはなんの力もないから償つぐなうことなんて……」

「アルトちゃんにだって、できることがあるはずだ!!」

「私に……できることなんて……ありませんよ……！　みんなの前から消えてなくなることだけが償いなんです……！　うう……っ」

　苦しげに顔を歪ゆがめて、アルトは大粒の涙を流す。

　なに言ってんだ、俺は！　余よ計けいにアルトちゃんを傷きずつけちゃってるじゃないか！

　恭太郎が思わず唇くちびるを噛かんだ──その刹せつ那な。

　突とつ如じよ、鼓こ膜まくが破やぶれるかと思うほどの轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。

　ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!

　ヌメヌメと光る黒い鱗うろこを持つドラゴンが、急降こう下かしてきたのだ。

　そのままの勢いきおいで城じよう壁へきに体当たりする。

　白大理石の城壁がビスケットのように簡かん単たんに砕くだけ散った。

　瓦が礫れきが雨のように降ふり注ぐ！

「きゃあっ!?」

「アルトちゃん!!」

　咄とつ嗟さにアルトのカラダに飛びついて庇かばった。拳こぶしほどの石せつ塊かいが背中に直ちよく撃げきして息が詰つまる。

「ぐっ!?……大だい丈じよう夫ぶか、アルトちゃん？」

「は、はいっ！」

　骨こつ折せつした右みぎ腕うでが猛もう烈れつに痛いたかったが、そんなことに構かまっていられない。

「ひとまず逃げるぞ！」

　アルトを庇いながら、後ハー宮レムの建物の陰かげに隠かくれる。

　再ふたたび上じよう昇しようしたドラゴンは、王おう城じようの方へと飛んでいった。

「なんだ、アレは……？」

　驚おどろきのあまり涙なみだは止まったようだ。アルトはズレてしまったメガネを直しながら、

「レッサードラゴンです……」

「普ふ通つうのドラゴンとは違ちがうのか？」

「ドラゴン族には高い知ち能のうがあります。でも、レッサードラゴンは犬と同じくらいの知能しかないって言われてるんです。本能に従したがって行動します」

「どうして《大アスト結ラル界ウオール》の中でも活動してるんだ？」

「レッサードラゴンは、すごい力を持ってますが、それは生まれつき持ってるものです。敵てき対たいする女め神がみに力を借りている人以外は、《大結界》の中でも活動可か能のうなんです」

　つまり、この状じよう況きようは、たとえるならクマのような猛もう獣じゆうが襲おそいかかってきたのと同じってことか。

「大丈夫ですよ。ユフィナ姉さまがいれば、レッサードラゴンぐらい簡単に──」

　言いかけたところで、アルトはハッと息を呑のんだ。

　恭太郎も、同じタイミングで恐おそるべき事実を思い出す。

「今は、城中の全員が魔力を弱められているじゃないか……」

　ピコル師し匠しように聞いた話では、火を起こしたり、そよ風を吹ふかせたり──女神の力を借りなくても使用できる、ごく初歩的な魔ま法ほうしか使えなくなっているらしい。

　うまく使いこなせないが、恭太郎も魔法を使うことができた。【光フオーのスブ剣レイド】と呼よばれる武ぶ器きを出しゆつ現げんさせ、敵をなぎ払はらうことが可能なのだ。それによって幾いく度ども危き機きを脱だつしてきた。

　しかし、今回は期待できない。

　魔法が封ふう印いんされているのに加えて、恭太郎は利きき腕を骨折してしまったのだ。これでは剣を振ふるうことなんてできないだろう。

　つまり──

　恐るべき力を持つ怪かい物ぶつが襲ってきたにもかかわらず、抗あらがう術すべがないという状じよう況きようなのだ。

　ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!

　恐ろしい咆ほう哮こうをあげて、レッサードラゴンが王城に向かって急降下する。

「どうすれば、いいんだ……？」




　　　　　×××




　轟音を聞いて王宮のテラスに飛び出したピコルは、空を見上げて自らの予感が的中してしまったことを知った。

「レッサードラゴン、じゃと……？」

　ドラゴン族は総そうじて強大な力を持っている。ドラゴンの怒いかりを買ったために、滅ほろぼされた村の話を幾いく度ども聞いたことがあった。トレクワーズ北方の山さん岳がく地帯にも野生のレッサードラゴンが住んでおり、何百年か前にファイヤーブレスで町が焼き払はらわれるという事じ件けんが起こっている。

　だが──ピコルは首を横に振った。

「なぜレッサードラゴンが襲って来るのじゃ？　王城の近くには野生のドラゴンは住んでおらんはずじゃろう？　それに、めったなことでは人間には襲いかからんはずじゃ！」

　レッサードラゴンは決して好戦的な怪物ではない。少数で群むれを作り、洞どう穴けつなどでひっそりと暮くらしているのだ。

「なのに、なぜじゃ……？　まさか、カルタギア帝てい国こくの策さく謀ぼうか!?」

　敵国によって、ドラゴンを送り込こまれたのかもしれない。

「よりによって、こんなときに……！　最悪のタイミングなのじゃ！」

　いっそのこと魔力の封印を解かい除じよしようか？

　そうすれば、少なくともエリスさまと自分は魔法で戦うことができる。

　──いや、ダメだ。封印を解除したら、病びよう床しようの女王陛へい下かに大きな負ふ担たんが掛かかってしまう。媚び薬やくの効こう果かが消えるまでは、このままにして置かざるを得ない。

「いったいどうすればいいのじゃ……！」

　そのとき──

　ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!

　ピコルのいるテラス目掛けて、ドラゴンが急降こう下かしてきた。

「うわわわ、こりゃマズイのじゃああああ～～～っ!?」

　短い手足をばたつかせて、王宮の中に逃にげ込もうとする。

「うにゃあっ!?」

　が、長いローブの裾すそを踏ふんで、すっ転んでしまった。

　レッサードラゴンが咆哮をあげて迫せまる!!

　鋭するどいかぎ爪づめがピコルのカラダを引き裂さく寸前、

「防ぼう御ぎよ陣じん！」

　凛りんとした声が響ひびき渡わたった。

　ザッ──一糸乱みだれぬ動きで、近この衛え騎き士し団だんが陣形を組んだ。

　白銀色の鎧よろいを着けたユフィナが、サーベルを振り上げる。

「矢を放て!!」

　騎士たちがドラゴンに向け、一いつ斉せいに矢を射いた。

　レッサードラゴンの固い鱗うろこを貫つらぬくことはできなかった。

　だが、ドラゴンはわずかに軌き道どうを変える。テラスの手すりを破は壊かいして、再ふたたび上空へと舞まい戻もどっていった。

「ピコル、ケガはない!?」

「た、助かりましたのじゃ！　しかし、ユフィナさま、魔法も使えぬのにドラゴンに立ち向かうおつもりでございますか!?」

「やられっぱなしってワケにはいかないわよ！　近衛騎士団は王宮を守るわ！　──たとえ魔法が使えなくても」

　心こころ許もとない表ひよう情じようでユフィナはサーベルを見つめた。使い慣なれた【烈シヤ炎リ神ア剣ード】ではないことが不安なのだろう。

「もしも女お王母陛さ下まを傷きずつけられたら、この国は終わりよ……。女王の間には近づけさせないわ。ユフィナ・アストリア・トレクワーズの名にかけて！」

　第一王女の顔には悲ひ壮そう感が漂ただよっていた。

　魔ま法ほうが使えなければ、ドラゴンに太た刀ち打うちすることなど不ふ可か能のうなのだ。




　　　　　×××




「アレはまだ試作段だん階かいで！　実験すら終わってなくてっ！　ちゃんと動くかどうかもわからなくてっ！　あわわわっ！」

　慌あわてふためくアルトの手を引いて、恭太郎は王宮の地下の廊ろう下かを走っていた。

「今は他に方法がないだろう!?　使い方さえ教えてくれれば俺おれがなんとかする！」

　ドラゴンに破は壊かいされるお城しろを見ていられなくて、恭太郎は懸けん命めいに抗あらがう方法を考えた。

　そして、あることを思い出したのだ。

　ヒントは、アルトとの会話。

　彼女が作った発明品が、ドラゴンに対たい抗こうする手しゆ段だんになり得ると気付いたのである。

「こ、ココです！　倉庫で作ってるんです！」

　アルトの部屋でもある工こう房ぼうの隣となりに、広い倉庫があった。

　王女の手を引いて、倉庫に飛び込む。

　その巨きよ大だいさに、恭太郎は圧あつ倒とうされた。

「これを一人で作ったのか……？」

　恭太郎の背せ丈たけの倍以上もある巨大なものが、薄うす暗ぐらい倉庫に立っていたのだ。

「使い方を教えてくれ、アルトちゃん」

「…………」

「どうしたんだよ？　迷まよってるヒマはないんだ！」

　城が破壊される轟ごう音おんと悲鳴、そしてドラゴンの咆ほう哮こうが地下にも響いてくる。

　このままでは犠ぎ牲せい者が出るのも時間の問題だ。

　アルトは目を閉とじて唇くちびるを噛かんでいた。拳こぶしをギュッと握にぎりしめている。

　口をあゎあゎさせて何度も躊ため躇らった末に、気弱な王女は呟つぶやくように言った。

「わ、私が……乗ります……」

「アルトちゃんが？」

「恭太郎さまは骨こつ折せつしてらっしゃいますし……。使い方は私が一番知ってますから……」

　まぶたを開く。レンズの下の瞳ひとみには、微かすかな炎ほのおが宿っているように見えた。

　意を決したように、アルトはローブみたいなドレスの背せ中なかに手を回す。ファスナーを一気に下ろした。

「って、なにしてるんだよ!?」

「服を脱ぬがなきゃ、これは使えないんです！　恭太郎さまは横を向いていてください！」

「わ、わかった！」




　　　　　×××




　レッサードラゴンは王宮の内部まで、その巨体を突つっ込ませてきた。

　柱や壁かべを破壊しながら廊下を突き進む。ガラス玉のような瞳には激はげしい怒いかりの色が浮うかんでいた。

「どどど、どうしましょう？　ドラゴンが向かって来てます！」

　ホウキをギュッと握りしめて、レイシアが震ふるえていた。

「こ、故こ郷きようのレムリスにいたとき、サーカスでレッサードラゴンを見ましたけど……こんな恐おそろしい生き物ではありませんでしたわ！」

　お鍋なべを被かぶり、お玉を構かまえたエリスも双ふた子ごの姉と同じように怯おびえている。

「こ、こっち来ないでよー！　バカー！」

　末っ子のメルルはアニメの主人公が使ってるマジカルステッキを手に、ドラゴンに向かって怒ど鳴なった。

　魔法が使えないため武ぶ器きの代わりになりそうなものを装そう備びしているのだが──明らかに戦力にはなりそうにない。

「うにゅー、どうしてレッサードラゴンが襲おそってくるのかな？　オナカが空いてるの？　エサをあげれば帰ってくれるかな？」

「じゃあ、なにか食べ物を用意しましょう！」

「ドラゴンってなにを食べるんですの？」

「草かな？」

「お肉ではないでしょうか？」

「いったいどっちですの!?」

　そんなことを喋しやべってる間にも、ドラゴンは迫せまってくる。

「みんな危あぶないわよ！　逃にげなさい!!」

　騎き士し団だんを率ひきいたユフィナが廊下を駆かけてくる。

「ですが、お姉さま！　この廊下で食い止めなければ、女王の間まで辿たどり着かれてしまいます！」

　レイシアの言葉に、ユフィナが怒鳴り返す。

「わかってるわ！　騎士団が全力でココは死守する！　みんなは下がってて！」

「もー！　魔ま法ほうが使えれば、ドラゴンなんてちょちょいのちょいなのにー！」

「口くち惜おしいですわ！」

　悔くやしがるエリスとメルル。二人の耳に奇き妙みような音が聞こえてきた。

　コオオオォォォォォォォ──……

　レッサードラゴンの鼻に猛もう烈れつな勢いきおいで空気が吸すい込まれていく。

「や、ヤバいわ……」

　ユフィナは息を呑のんだ。

「ファイアブレスが来る！　みんな、逃げて──ッ!!」

　第一王女が叫さけんだのと猛烈な火か炎えんが吐はき出されたのが、ほぼ同時。

　廊ろう下か全体を埋うめ尽つくすほどの爆ばく炎えんが、姫ひめさまたちを呑のみ込もうと迫った。

　だが、間一髪のところで巨大な影かげが炎を遮さえぎる。

「なんですの、アレは……？」

　エリスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　シルエットは巨人像ぞうのようだ。鋼こう鉄てつの手足によって二足歩行していた。

　だが、顔や首にあたる部分はない。胴どう体たいは鈍にび色いろに光る装そう甲こう板ばんで覆おおわれており、その内部に白く輝かがやく光の珠たまのようなものが見えた。

　謎なぞの巨人像は、鋼鉄の腕うででドラゴンの突とつ進しんを食い止める。

「間に合ってよかった……！」

「恭太郎おにいちゃん!?」

　駆けつけた恭太郎は額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「あんた、今までどこに行ってたのよ!?　てゆーか、なんなのアレ!?」

「アルトちゃんが作った《魔ま導どうスーツ》だそうだ。少ない魔力を増ぞう幅ふくして戦えるようにする装そう置ちらしい」

　研究中であることをアルトから聞いていた。それを思い出したのだ。

　胴体にあるコックピット部分は白く輝くゼリー状じようの物体で満たされている。目を凝こらすと、その中で懸けん命めいにレバーを操そう作さするアルトの姿すがたを見ることができた。

「まあ、アルトが……」

　レイシアは感動したように、魔導スーツを見つめている。

「アルトお姉ちゃん、カッコイイ！　がんばれー！」

　メルルもぴょんと飛び跳はねながら姉を応おう援えんしている。

　試作段だん階かいだと言っていたけれど、魔導スーツは凄すさまじい力を発はつ揮きしていた。

　ドラゴンのかぎ爪づめの攻こう撃げきを弾き返し、突進を食い止める。

「いいわ、押おしてる！」「アルト、その調子ですわ！」

　ユフィナとエリスも固かた唾ずを呑んで見守っていた。

　騎き士したちを含ふくめ、誰だれもがアルトを応援している。

　魔導スーツに搭とう乗じようしたアルトは、ドラゴンの首の辺りを掴つかんで押しはじめた。
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　ドラゴンの巨きよ体たいを押して、城しろの外へと追いやろうとしているのだ。

　力を込こめるたび、鋼鉄の足を中心として大理石の床ゆかに蜘く蛛もの巣状じようのヒビが走る。

「お願いだから……帰ってくださーいっ！」

　アルトの声が響ひびいた。

　掌しよう底ていを打つようにドラゴンを突つき飛ばして、テラスへと押し出すことに成功する。

　そのまま飛び去ってくれることを期待したのだが──

　ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!

　ドラゴンが巨体を一回転させたかと思うと、丸太のように太いシッポを振ふり回した。

　とっさにガードしようと、アルトは鋼鉄の腕を上げる。

　爆音のような音と共に、右腕にシッポが直撃！

「きゃあああっ!!」

　スーツごと、アルトが吹ふっ飛び王宮の外がい壁へきに突っ込んだ。

「う、腕がとれちゃったよー！　どうしよう!?」

　メルルが悲鳴をあげた。

　魔導スーツの右腕がもげてしまっていたのだ。オイルなのだろうか、血けつ液えきみたいに紫むらさき色いろの液体が断だん面めんから噴ふき出している。

　再ふたたび、ドラゴンが王宮の中へ突進しようと動き出した。

「女王の間へは……行かせません……！」

　片かた手てだけとなっても、アルトはドラゴンに飛びついた。

　だが、もはや本来の力は発はつ揮きできないようだ。

　ずるずると引きずられてしまっている。

　万事休すか──!?

　恭太郎が拳こぶしを握にぎりしめたとき、アルトと目があった。

　コックピットの中、白く輝くゼリー状の物体に浮うかぶアルトがジッとこちらを見ているような気がしたのだ。

　その表ひよう情じように、恭太郎は見覚えがあった。

　家出をしようとしていたアルトは、恭太郎にさよならを告げた。

　そのときと同じ顔をしていたのである。

　なぜだかわからないけれど──猛もう烈れつな胸むな騒さわぎを覚えた。

　気がつけば、恭太郎は右腕を吊つっている三さん角かく巾きんを外していた──。




　　　　　×××




（ダメダメな私にしては……頑がん張ばったよね……）

　魔ま導どうスーツのコックピットで、アルトは独ひとりごちた。

　恭太郎さまは、迷めい惑わくを掛かけたと思うなら逃にげるなって言ってた。

　最後の最後で、私なりにみんなに償つぐないができたと思う。

　アルトはコックピットのコンソールの端はしにあるボタンのカバーを撥はね上げた。

　それは──自じ爆ばくボタンだった。

　いつか、みんなの役に立ちたくて魔導スーツを開発した。

　でも、きっと、ダメダメな自分はちゃんと戦えないと思う。

　だから、自爆ボタンをつけたんだ。

　自爆して敵てきを道連れにすることぐらいは、自分にもできそうな気がしたから……。

　王宮へと突っ込もうとするドラゴンのかぎ爪が魔導スーツに突き刺ささる。

　アルトは魔導スーツを操そう作さして、ドラゴンの腕うでにしがみついた。

（ドジな私だけど……最後くらいは失敗しないようにしなきゃね……）

　恭太郎は心配げに、こちらを見つめている。

　その姿すがたを見ていたら、またもや涙なみだがこみ上げてきた。

　魔力を増ぞう幅ふくするためにコックピットを満たしているマギナゼリーに涙が溶とける。

（ありがとう、恭太郎さま……。あなたのことが、大だい好すきでした……）

　ゆっくりと、自爆ボタンに手を伸のばす。

（さよなら、恭太郎さま……）

　その直後──

　アルトの視し界かいに、目ま映ばゆい光が弾はじけた。

　自爆ボタンを押したから──では、なかった。

「妙みようなこと考えてないよな……アルトちゃん」

「恭太郎さま……!?」

　恭太郎がドラゴンに飛びかかっていたのだ。

　右手には果物ナイフくらいの大きさの光り輝かがやく刃やいばが出しゆつ現げんしてる。

　あまりにも小さいけれど【光フオーのスブ剣レイド】であることは間ま違ちがいなかった。固いドラゴンの鱗うろこを貫かん通つうしていたのだ。

　レッサードラゴンは痛いたみに悲鳴をあげて、魔導スーツから距きよ離りを取った。

「恭太郎さま……どうして……？」

　魔法がほとんど使えないはずなのに。

　しかも、右みぎ腕うでは折れてるはずなのに。

　どうして、ドラゴンに飛びかかったの？

　どうして、私が自爆しようとしてるって気付いたの……？

「どうして……？」

　どうして、私なんかを助けようとするの……？

　コックピットを見上げて、恭太郎は笑えみを浮うかべる。

「アルトちゃんを失うわけにはいかないよ。俺おれには、きみが必要なんだ」

　ココロの奥おくで想おもいが弾はじけて、言葉にならなかった。

　ただただ、涙が、止まらない。

　ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!

　レッサードラゴンが体たい勢せいを立て直し、猛もう然ぜんと迫せまってきた。

　とっさに魔導スーツの左腕を降おろし恭太郎に声を掛かける。

「の、乗ってください！　恭太郎さま！」

　左腕を足場にして、恭太郎はコックピットに飛び込んだ。

　かぎ爪づめは恭太郎のドレスシャツを引き裂さいたけれど、間かん一いつ髪ぱつ乗り込むことに成功した。

　突とつ然ぜん、マギナゼリーの中に入ったからだろう。恭太郎は目を白黒させている。だが、普ふ通つうに呼こ吸きゆうできると気付いたのか、すぐに落ち着きを取り戻もどした。

（ていうか、私の方がドギマギしちゃうよー!?）

　コックピットは一人乗りだから、とても狭せまい。しかも、アルトは全ぜん裸らなのだ。大ピンチでも、恥はずかしいものは恥ずかしい！

　カラダを見ないようにしてくれてるのだろう。顔を背そむけながら尋たずねてきた。

「ケガはないか、アルトちゃん」

「は、はい、平気です。でも、魔導スーツの方が限げん界かいで──」

　そのとき、変化が起こった。

　魔導スーツ全体が小こ刻きざみに振しん動どうしはじめたのだ。

「なにが起こったんだ……？」

　魔力メーターをチェックしたアルトは、一つの結けつ論ろんを導みちびき出した。

「魔導スーツが、二人分の魔力を増幅してるんです！」

「つまり、俺の魔力も……ってことか？」

　恭太郎は自分のカラダを見下ろしている。破やぶけてしまったドレスシャツからは、たくましい胸むな板いたがのぞいていた。

　アルトは大きく頷うなずいて、

「恭太郎さま、服を脱ぬいでください」

「ぜ、全ぜん裸らになれってことか？」

「お願いしますっ！」

「──わかった」

　緊きん急きゆう事じ態たいだからだろう。恭太郎はすぐさま服を脱ぎ捨すてた。

「私を後ろから抱だきしめてください！」

　恭太郎の腕が回される。背せ中なかに王仕さまの体温を感じて、アルトの鼓こ動どうが跳はね上がった。

　それと呼こ応おうするように、魔力メーターの針はりが振ふり切れる。

　これならまだ、ドラゴンと戦える!!

「いきますぅっ!!」

　レバーを操作して、レッサードラゴンに飛びかかる。

　一人で戦っていたときは死にそうなくらい怖こわかったけど、今はちっとも怖くなかった。

　恭太郎さまと二人なら、なんだってできそうな気がする。

「えーいっ!!」
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　残った左腕でパンチを放つ。

　二人分の魔ま力りよくが乗った攻こう撃げきは、凄すさまじい威い力りよくを持っていた。

　レッサードラゴンは吹ふっ飛んで、塔とうの壁かべに突つっ込む。

　力の差は歴然だ。諦あきらめて飛び去ってくれることを祈いのった。

　だが、それでもドラゴンの瞳ひとみから怒いかりの色は消えなかった。

　うなり声をあげて、なおも王宮に入り込もうとする。

「あのコは、どうして帰ってくれないの……？　レッサードラゴンは、無む闇やみに人を襲おそうことはないはずなのに……」

　トレクワーズの王女たちは不殺の誓ちかいを立てている。できることなら、ドラゴンも殺さずに済すませたかった。

　だけど、このままじゃ……。

「ドラゴンが怒おこるような理由が、この城しろにあるのか……？」

　アルトを後ろから抱きしめたまま、しばらく考え込んでいた恭太郎が声を上げた。

「そうか、わかったぞ……！　アルトちゃん、あいつをおびき寄よせてくれないか？」

「おびき寄せるって、どこへですか？」

　恭太郎に指し示じされるまま、アルトは魔ま導どうスーツを操そう作さした。

　テラスから飛び降おりて、後ハー宮レムの方へとドラゴンを誘ゆう導どうする。

　攻撃を避よけながら、後宮の温室近くまでドラゴンを連れて行った。

「アルトちゃん、後宮の壁を殴なぐって壊こわしてくれ！　たぶん、この辺りなんだ！」

　どうしてそんなことをするのかわからない。だけど、言われた通り後宮の壁を殴る。

「なに、これ……？」

　白大理石の壁が吹っ飛んだ直後──アルトは思いがけないものを目撃した。

　ぱんつだ。

　無数の下着が宙ちゆうを舞まったのである。

　続けざまに、白くてずんぐりとした生物が壁の穴あなから飛び出してきた。

　ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!

　ドラゴンが吼ほえた。

　呼よびかけに応こたえるみたいに、犬みたいな大きさの生き物が「キャウー！」と鳴く。

　白い怪かい物ぶつはドラゴンにすり寄った。レッサードラゴンはそのカラダを舐なめてやっている。

　アルトはズレてしまったメガネを直して、呟つぶやいた。

「……そっか、二匹ひきは親子なんですね」

「ああ、たぶんね。送り込こまれたのか、迷まよい込んだのかわからないけど、子どものドラゴンがお城しろにいて……親ドラゴンが迎むかえに来たんだよ」

　子ドラゴンは丸っこい瞳に涙なみだを溜ためていた。再さい会かいを喜ぶように親ドラゴンの周りをふわふわ飛び回っている。

　親ドラゴンは子どもを優やさしく口にくわえると、黒い翼つばさをはためかせた。

　レッサードラゴンは月の輝かがやく夜空へと悠ゆう々ゆうと飛んでいく。

　その勇壮な姿すがたを眺ながめながら、恭太郎はアルトに語りかけてくる。

「お城しろのみんなを守れたのも。あの二匹が出会えたのも──全部、アルトちゃんのおかげだよ。やっぱり、きみはいらない王女なんかじゃなかっただろ？」

「……私はここにいてもいいんですか？」

「アルトちゃんは、ここにいなくちゃダメなんだよ」

　うれしくて。なんだかこそばゆくて。なんだかまた泣いてしまいそうで。

　アルトは後ろから回されている恭太郎の手に、自らの手のひらを重ね合わせた。

　王仕さまの体温は、とてもとても温かだった──。




　　　　　×××




「すごかったよ、アルトお姉ちゃん！」

「あんなものを開発していたなんて、知りませんでした……。アルトの研究をもっと支し援えんしなくちゃいけませんね」

「フン、アルトにしてはまあまあですわ！　精しよう進じんなさいっ！」

　王女さまたちが、口々にアルトの頑がん張ばりを褒ほめている。

　ドラゴンを退しりぞけた後、魔導スーツが負ふ荷かに耐たえきれず爆ばく発はつしてしまった。恭太郎はアルトを抱だいて命からがら脱だつ出しゆつして──ハダカで抱き合っているところをユフィナに見られて『なにしてんのよー！』なんてぶっ飛ばされたりもしたのだが。

「えへへ、そんなことないよ。私なんてダメダメだよ……」

　カラダを隠かくすためにユフィナから借りたマントを掻かき合わせつつ、アルトは小さな声で呟いた。その表ひよう情じようは照れくさそうだ。

　アルトの笑え顔がおを見ていたら、ぶっ飛ばされた痛いたみも忘わすれてしまうような気がした。

「ううん。アルトはダメなんかじゃない。自じ慢まんの妹よ」

　ユフィナはアルトの頭を優しく撫なでた。

　そんな姉をジッと見つめて、アルトは勢いきおいよく頭を下げた。

「ごめんなさい。私、謝あやまらなきゃいけないことがあるんです」

　アルトは誘ゆう惑わくの聖せい杯はいを仕し掛かけてしまったこと──みんなに媚び薬やくを飲ませてしまったことを謝った。

「アルトが犯はん人にんだったの!?　でも、どうして、そんなことしたのよ!?」

　引っ込み思案なはずの妹の意外な行動に、ユフィナは驚おどろきの声を上げた。

「それは、その……」

　メガネの王女さまは、言いだしづらそうにチラチラとこっちを見てる。

（……ん？　なんだ？　俺に関係があるのか？）

「恭太郎さま♪」

　すると、満面の笑みを浮かべてレイシアが近づいてきた。

　そして──むぎゅうううっ♡

　恭太郎の顔を爆乳に埋うめるように抱きしめてきた。

　ぬおおおおおっ!?　気持ちよすぎるって！　なにをするんだ、レイシア!?　っていうか、息ができないし!?

　レイシアの胸むねから解かい放ほうされた時には、アルトは顔を真っ赤にしていた。唇くちびるをあゎあゎさせてる。

「そ、そんな理由だったのね……。ぜんぜん気付かなかった」

「ひゃー、アルトおねえちゃんってば、ダイタンだねぇ♡」

「まさか、アルトがそこまで本気だなんて！」

「どうして相談してくれなかったんですか？　私はお姉さんなのに……」

　王女さまたちも、ちょっぴり頬ほおを染そめつつ、みな一様に驚いている。

「どんな理由だったんだ？」

「きょ、恭太郎さまにはナイショですぅっ！」

　アルトちゃんは慌あわてたようにジタバタしてる。

　ユフィナはそんな妹に近づいて──ぴしっ──デコピンをいれた。

「はうっ？」

「今のは媚薬を飲ませたバツよ」

　メガネの奥おくの瞳ひとみを白黒させるアルトに、ユフィナは微ほほ笑えみかけた。

「あんなヤツのどこがいいのかわからないけど……そういうことなら許ゆるしてあげるわ」

「一いつ緒しよにがんばろうねっ、アルトおねえちゃんっ♪」

「負けないように、私も頑張らなくちゃいけませんね」

「ぐぬぬ……強きよう敵てきの出しゆつ現げんですわっ！」

　アルトの言葉を聞いていない恭太郎には、イマイチ会話の意味がよくわからない。

　だけど、これだけはわかった。

　アルトは決して疎うとまれてなんかいない。

　トレクワーズの五美び姫きは、見ているこっちが幸せになるくらいの仲良し姉し妹まいなのだ。




　　　　　×××




　カルタギア帝てい国こくの四将しよう軍ぐんの一人、ムージ・トラファルガーは練兵場近くに建っている宿しゆく舎しやに住んでいる。

　彼女は人生のほとんどを戦場で過すごしていた。だから、部屋には私し物ぶつはほとんどない。わずかな衣類と勲くん章しようの類たぐいだけだ。

「こうしちゃいられないぜ……!!」

　ムージは大急ぎでトランクに全ての私物を叩たたき込んでいた。

　彼女はしばらくの間、カルタギア帝国を離はなれるつもりだった。

　トレクワーズ王国に送り込んでいるスパイから、恐おそるべき情じよう報ほうが入ったのだ。

　すなわち──作戦失敗。

「だから、ドラゴンに頼たよるなんて嫌いやだったんだよ！　《大アスト結ラル界ウオール》に突とつ撃げきして、玉ぎよく砕さいする方がまだマシだったぜ！」

　女帝によって与あたえられる罰ばつは、死よりも恐ろしいのだ！

　手早く荷に造づくりを終え、ムージは世話になった宿舎の自室に敬けい礼れいをした。

　トランクを抱かかえて部屋を飛び出す。

「どこへゆく……？」

　扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、目の前に絶ぜつ望ぼうが立っていた。

　地面に届とどくほどの長い黒くろ髪かみ。漆しつ黒こくの瞳。意い志しの強そうなきりりとした眉まゆ。ぷっくりした頬。頭にちょこんと乗っている王冠。身長一一五センチのチビっこい身か体らだを包んでいるのは、無数のフリルに飾かざられた漆黒のドレス。

　齢よわい八歳さいの女帝、カリギュラ・フィンランディア・カルタギアが、そこに立っていたのだ。

　従じゆう者しやの差す日ひ傘がさの下で気け怠だるげな表情をしている幼よう女帝に、ムージは慌てて敬礼をする。

「こ、これはこれはカリギュラさま、本日も見目麗うるわしく……」

　ダラダラダラダラ──背せ筋すじに冷たい汗あせが伝った。手足が震ふるえてしまう。

「貴き様さまに世せ辞じなど期待してはおらぬ。どこへゆくのかと問うておるのだ」

「カリギュラさまに作戦結果の報ほう告こくをしようと思ったりなんか、しちゃいまして……」

「そうか。殊しゆ勝しような心掛けだが、その必要はない。もはや妾わらわの耳にも届いている」

「そ、そうですか……」

　生なま唾つばを飲みながら、尋たずねてみた。

「ところで、カリギュラさまは、どうしてこんな辺へん鄙ぴなところへ……？　カリギュラさまが玉ぎよく座ざを離はなれるなんて珍めずらしいっすよね……」

「うむ。妾は、わんこを飼かうことにしたのだ。さっそく散歩をしている。ほら、こっちへ来るのだ」

　ちっこい手に握にぎりしめられているリードを引っ張ぱった。

　鎖くさりに繋つながれている《わんこ》を見て、ムージは顎あごが外れるかと思った。

　今回の作戦の立案者であり、四将軍の一人であるキスト・カラサイシュが四つんばいになっていたのだ。

　艶つややかな黒髪からは三角形の犬耳が突つき出ている。ぴったりとカラダにフィットしたボンデージルックを着せられており、口にはボール状じようの猿さるぐつわがはめられていた。

　屈くつ辱じよくなのだろう。キストは頬を染そめている。恐らく、猿ぐつわをされていなかったら舌したをかみ切ってるに違ちがいない。少なくとも、自分ならそうする。

「キストには恐きよう怖ふの一〇八罰ばつの一つ《メスイヌ》を受けてもらった。ムージよ、貴様は《メスブタ》と《メスイヌ》、どちらが好みだ？」

「質しつ問もんの意味がわかりませんって！」

「なるほど。《メスブタ》だな」

「答えてませんから!!」

　女帝の指先から、黒い閃せん光こうが迸ほとばしった。

　半瞬後、ムージの口にも猿ぐつわがハマっていた。頭には折れた耳が。おしりにはくるんと丸まったシッポが生える。しかも、四つんばいでしか歩くことができない!?

　ブタ鼻が着けられてないだけありがたい──って、そんなの救いにならねえよ！

　と、女帝に日傘を差し掛けていた従者が、冷ややかな視し線せんを送ってきた。

　銀ぎん髪ぱつをショートカットにした美女。四将軍の一人、アスピア・バリファックスだ。

　別名は《氷アのイス策ド士ール》。奸かん計けいによって、敵てきを葬ほうむり去ることを得意とする将軍だ。

　キストとムージについた鎖を引っ張って、女帝は歩き出す。

「アスピアよ、貴様は失敗せぬであろうな」

「お任まかせください。必ずや神来恭太郎を手に入れてみせます」

「うむ。期待しているぞ。妾もそろそろ適てき齢れい期き──ハーレムを作る頃ころ合あいだ。妾の後ハー宮レムには是ぜが非ひでも《きょーたろ》を入れねばならぬ！」

　いや、アンタ八歳だろ!?　まだ早いよ！

　ムージのツッコミは「ぶひぶひ」という音にしかならなかった。










　エピローグ








　あのね、ペトロシュカ。

　私、決めたことがあるんだよ。







　翌日。トレクワーズ王国。後ハー宮レムの裏うら庭にわ。

「結局、私の勘かん違ちがいだったみたいね……」

　骨こつ折せつしている右手を庇かばいつつ、左手だけで木刀の素す振ぶりをしている恭太郎さまに、ユフィナ姉さまが声を掛かけた。

「勘違いってなにが？」

「下着泥どろ棒ぼうのことよ。後宮の屋根裏から、ドラゴンの子どもが巣すを作ってたのが見つかったの。ピコルの話じゃ、下着は肌はだ触ざわりがいいから巣作りに使ったんだろうって……」

　心配げな顔で、ユフィナ姉さまは問いかける。

「……恭太郎、怒おこってる？」

「なんで俺おれが怒るんだよ」

「私、何度もあんたをぶっ飛ばしちゃったじゃない。挙あげ句くには牢ろう屋やに入れちゃったし……。だからその、なんていうか……ごめんなさいっ！」

　手を合わせて、ユフィナ姉さまは謝あやまった。

「……いいよ。過すぎたことだ。気にするなよ。疑うたがいが晴れて安心した」

　素振りを続けながら、恭太郎さまはお姉さまに尋たずねた。

「……だけど、一つだけ聞かせてくれないか？」

「ん？　なによ？」

「ユフィナ、必要以上に怒ってなかったか？　そんなに激げき怒どするコトもないだろうって何度思ったかわからないんだが」

「それは、その……だから、アレよ……」

　言いづらそうにポニーテールの先を指でいじりながら、

「あんたさぁ、《サンキスタの祝祭》って知ってる？」

「何度か聞いた単語だけど……意味はわからないな。なんなんだ、それは」

「お世話になってる男の子に感かん謝しやの気持ちを込こめて、女の子からお菓か子しをプレゼントするってお祭りなの」

「へえ、バレンタインデーみたいなものか？」

「ばれんたいん？　なにそれ？」

「いや、俺のいた世界にも似にたようなイベントがあったんだ。それで？」

「うん。今日が、ちょうど《サンキスタの祝祭》なんだけどね……」

　照れくさそうにそっぽを向いて、ユフィナ姉さまは続ける。

「いろいろ世話になってるような気がするから、恭太郎のためにクッキーを買っておいたのよ。……食べちゃったけど」

「そういえば、ラッピングされたお菓子が置いてあったな。アレって俺のために買ってくれたものだったのか？」

「う、うん……。いちお、ね。これでも恭太郎には感謝してるのよ。何度も助けてもらったし……」

　口を開くたびに、ユフィナ姉さまの顔が赤くなっていく。

「さ、最近は……その……なんていうか……ちょっぴりあんたのこと見直してたのよ。イイトコもあるのかな～ってさ」

「そ、そうだったのか」

　気にしてない風で素振りを続けているけれど、恭太郎さまはドギマギしてるみたいだった。ほっぺも真っ赤になってしまう。

「それなのに、女じよ装そうして身体測そく定ていに忍しのび込んだり、下着泥棒が起こったりしたから……なんだかすっごく裏切られたような気分になっちゃって……」

「だから、あんなに怒ったんだな」

「ま、そんなとこよ……」

　恭太郎さまもお姉さまも、耳の先まで真っ赤になっちゃってた。

　マトモに相手の顔を見られないみたいだ。

　恭太郎さまは素振りを終えた。赤くなった顔を隠かくすみたいにタオルで汗あせを拭ぬぐう。

　お姉さまは、そんな恭太郎さまにそ～っと近づいていく。

　後ろ手に可か愛わいくラッピングされた包みを隠し持っていた。

「か、勘違いしないでね。サンキスタの祝祭は、あくまでも感謝の気持ちを表すためのイベントなのよ！」

　照れくさいからかな？　お姉さまは半分くらいウソを言ってる。

　確たしかに、感謝の気持ちを伝えるイベントでもあるんだけど……

　最近じゃ、お気に入りの男の子にお菓子をあげる日ってコトになってるんだ。

「今回も恭太郎にはいろいろお世話になったから……お詫わびも兼かねて、クッキーを買い直して来たわ。感謝しなさいよね」

　お姉さまは、恭太郎さまに包みを差しだそうとした。




　ねえ、ペトロシュカ。

　きっとね、これまでの私だったら、なんにもできなかったよ。

　物もの陰かげに隠れたまま声を掛かけることすらできなかったと思う。

　せっかく用意したお菓子も、渡さずじまいになっちゃっただろうね。




　でもね、私は決めたんだ。




　王仕さまが、ユフィナ姉さまのクッキーを受け取っちゃう前に。

「恭太郎さまっ！」

　私は隠れていた建物の陰から飛び出した。

　ユフィナ姉さまよりも、レイシア姉さまよりも、エリス姉さまよりも、メルルよりも。

　誰だれよりも早く、恭太郎さまに気持ちのこもったお菓子を受け取って欲ほしかったから。

「これ、もらってくださーいっ！」

　走りながら、用意していたチョコを差し出そうとして──

「きゃわっ、わっ、あわわわっ!?」

　私ってばドジだから、石に躓つまずいて転びそうになっちゃった。

　前につんのめって、恭太郎さまの胸むねに飛び込んでしまう。

　もつれるように、二人一いつ緒しよに倒たおれてしまった。

　ケガをしないように恭太郎さまが抱だきしめて庇かばってくれたから、どこもぶつけなかったけれど──

　──もにゅんっ♡

　恭太郎さまは骨折しているはずの右の手のひらで、私のおっぱいに触れていた。

「きゃあああっ!?」

　驚おどろいて悲鳴をあげる私。

「す、すまん、アルトちゃん！」

「な、なにしてんのよ、恭太郎っ!?」

　ユフィナ姉さまは、恭太郎さまの胸むなぐらを掴んでグーで殴なぐりかかろうとする。

「今のは不ふ可か抗こう力りよくだ！　わざとじゃないって！」

　慌あわてる恭太郎さまの左手には、ちゃーんと私が渡わたしたチョコが握にぎられていて。

「えへへ……♡」

　誰よりも早くプレゼントできたってわかって。

　うれしさのあまり、思わず笑っちゃったんだ。








[image: ]








　あのね、ペトロシュカ。

　私、決めたんだよ。




　ドジで魔ま力りよくも弱くていくじなしで……すごくダメダメな私だけど。

　ほんの少しだけ、勇気を出そうって決めたんだ。




　覚かく悟ごしていてくださいね、恭太郎さまっ♡











　あとがき




　おひさしぶりです。もしくは初めまして。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂いただけると嬉うれしいです。

　ちょっぴりえっちなハーレムラブコメであります『Ｈ＋Ｐ─ひめぱら─』も、無事に三巻目を迎むかえました。続きが出せてよかったー♡

　そうそう。ひめぱらの二巻目はカラーイラスト一枚目がえっちすぎて、読者のみなさんから『買いづらいよ！』『書店員さんにカバーをつけてもらうのを躊ため躇らいました……』なんて声を頂いちゃいました。

　にもかかわらず、読んでくださってありがとうございます!!　そんなみなさんが大好きです！　らぶー！

　でも、イラストがえっちすぎて買い控びかえされてしまうようでは困こまりますもんね。風見は反省しました。正しよう直じき、すんませんでした！

　担当さんとの入念な会議を重かさねた結果──三巻は、もっとえっちなイラストにしてもらってます!!（えー!?）

　やっぱりえっちなイラストが多い方が嬉しいですもんねっ♪

　内容に関しましても妥だ協きようしていませんよ。実を申しますと、このシリーズは『巻数が進むごとに、えっち度アップ！』を目標に掲かかげてるんです。二巻よりも三巻の方が、三巻よりもその先の巻の方が、よりドキドキしてもらえるように頑がん張ばってます。

　あんまりえっちすぎると買いづらいよーって方もいるかと思いますが、大だい丈じよう夫ぶ。

　私は過去に書店でアルバイトをしていたことがあるのですが、店員さんはお客さんが買ってる本について特に気にしてません。だから、勇気を出してレジへＧＯＧＯ！

　これからも、ひめぱらを応おう援えんよろしくお願いしまーすっ!!




　さてさて、話は変わりますが。

　一いつ緒しよに仕事場を借りて執しつ筆ぴつしている作家さんたちとバンド活動をはじめました。

　バンド名は『ｉＲＪｓ（あいあーるじぇいず）』！

　バンド経験者でありさまざまな楽器を弾ひくことができる杉すぎ井い光ひかるさんをリーダーに、次のようなメンバーで構成されております。

　ボーカル：風見周　ギター：鏡かがみ貴たか也やさん、あざの耕こう平へいさん　ベース：鈴すず木き大だい輔すけさん

　キーボード：支はせ倉くら凍い砂すなさん　ドラムス：鯨くじら晴はる久ひささん　サックス：上こう月づき司つかささん

　そう。私はボーカルなのです！（こらそこ、似合わないとか言わない！）

　ボーカルと言えばバンドでも目立つポジション。うわー、責任重大！

　執筆の合間を縫ぬって、みんなで楽しく練習しております。

　ところで。

　ひめぱらは書くのが大変なので、今回は〆しめ切きりをちょっぴり破っちゃったんですよ。

　担当のＹさんからの電話に怯おびえつつ、懸けん命めいに執筆している最中に「みんなでスタジオ練習するよー！　おいでよー！」なんて誘さそわれてしまいました。

　担当さんは今か今かと原げん稿こうを待っています。なまはげのような形ぎよう相そうで出で刃ば包ぼう丁ちようを振ふり回し『原稿はまだかー！　悪い作家はいねかー！』と叫さけんでるのです（イメージ映像）。本来ならバンド練習なんて断るべきところでしょう。

　でも、風見はボーカルだから行かないわけにはいかない!!

　そこで練習時間二時間のところ、後半の一時間だけ。執筆途と中ちゆうで抜ぬけ出してスタジオでの練習に参加したんですよ。内心ビクビクしながらね。

　バンド活動はすっごく楽しかったです。風見も含ふくめまだまだ初心者が多いので「わかんねー！」「できねー！」「バカなの？　死ぬの？」なんて叫びながらの演奏ですが、むしろそれが醍だい醐ご味みですよね。

　そんな楽しいバンド練習が終わりに近づいた頃ころ、鈴木大輔さんが「トレイントレインやろうぜー！」と言い出しました。

　トレイントレインは言わずと知れたブルーハーツの名曲。ブルーハーツの曲は演奏するのが簡かん単たんなものが多く、コピーして遊ぶにはもってこいなのだそうです。

　ブルーハーツは好きなので歌か詞しを見ながらなら唄うたうことができます。

　だから、その場でケータイで歌詞を検けん索さく。私はケータイ画面に歌詞カードを表示させつつ、唄うことにしたんですよ。

　初めて合わせたわりにちゃんと曲になっていて、気持ちの良い演奏になったのですが。

　唄い終えたところで突とつ然ぜん、風見が見つめていたケータイの画面が切り替かわりました。

　続けて、表示された文字は──




　富　士　見　書　房




風見「ぎぃゃああああああ～～～っっっ!!　担当さんからの電話だ～～～っっっ!?」

　マイクに向かって絶ぜつ叫きようするワタクシ。すぐさまスタジオを飛び出します。

「トレインじゃなくて風見さんが走っていった!?」「ただし、栄光には向かっていない」なぁんてひどいことを言いつつ爆ばく笑しようするメンバーを尻しり目めに、風見は泣きそうになりつつ担当さんに謝あやまりまくったのでありました。

　えー、つまり、なにが言いたいかと申しますと。

　担当のＹさん、原稿遅おくれちゃってすみませんでした！　これからはちゃんと間に合わせますんで！（スパイラル土ど下げ座ざを敢かん行こうしつつ）




　そんなこんなで紙し幅ふくが尽つきて参まいりました。

　なんとか続きを出させてもらえそうですので、次にお会いするのは『Ｈ＋Ｐ④─ひめぱら─』になるかと思います。

　もっともっと『ひめぱら』が盛り上がってくれたら嬉しいので、お友達にも勧すすめてみてくださいね♪　勧めづらいタイプの作品かもしれませんが、もしお友達もハマってくれたら、その方とは大親友になれると思います！（強敵と書いてトモと読むタイプの）

　また、本作が発売される翌月には、一迅社文庫さんから風見のもう一つのシリーズ『女帝・龍凰院麟音の初恋』の新刊も発売されます。そちらもチェックしてくださいね！

　ではでは、これからも応援のほど、よろしくお願いします！




風見　周












Ｈ＋Ｐ③




─ひめぱら─














風かざ見み　周めぐる
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